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平成２８年第２回豊能町議会定例会会議録（第２号） 

 

年 月 日 平成２８年６月１５日（水） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 
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       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 岩城 重義      ８番 小寺 正人 

       ９番 永並  啓     １０番 竹谷  勝 

      １１番 福岡 邦彬     １２番 高尾 靖子 

      １３番 西岡 義克     １４番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  田中 龍一      教 育 長  石塚 謙二 

総 務 部 長  内田  敬      生活福祉部長  木田 正裕 

建設環境部長  南  正好      上下水道部長  高  秀雄 

教 育 次 長  板倉  忠      会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  増田  稔 

 



 

 2－2 

議 事 日 程 

平成２８年６月１５日（水）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３０分 

 

○議長（岩城重義君） 

  皆さん、おはようございます。 

  会議を始める前に傍聴の皆さんにお願い

がございます。傍聴を申し込まれた際に、

お守りいただく事項をお渡しをいたしてお

ります。その記載している内容はぜひとも

お守りいただきますようお願いいたします。

もしもお守りいただけない場合は、退場し

ていただくことがございますので御注意願

います。特に携帯電話については、お守り

いただいてないことが多々ありました。電

源を切るか、マナーモードにしていただき

ますようよろしくお願いします。 

  それでは始めさせていただきます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  豊鳴クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  井川佳子議員を指名します。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ５番・豊鳴クラブ、井川佳子、議長のお

許しをいただきましたので、一般質問をさ

せていただきます。 

  まず、昨日ですね。一連の熊本地震から

２カ月がたちます。亡くなられた方々への

御冥福をお祈り申し上げますとともに、現

在もなお6,０００人を超える方々が厳しい

避難生活を強いられております。被災され

た皆様、またその御家族の方々に対しまし

て、心よりお見舞いを申し上げます。そし

て一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げ

ます。 

  では、私の質問に移らせていただきます

が、理事者側におかれましては、私にもわ

かる、親切・丁寧にお答えいただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

  では、バス問題についてでございます。

北大阪ネオポリス線の朝夕ラッシュ便の箕

面グリーンロード経由便の実現はいつの予

定かということを、５月１８日付で通告書

を出させていただきました。その時点では、

済みません、何の情報もなく、いろいろ調

べてみたんですけど、前回３月議会では５

月ごろ運行の見通しって聞いていたので、

それが結局は６月６日に開設されたわけな

んですけれども、少しおくれた理由を伺い

たいと存じます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  箕面のトンネルの経由便につきましては、

これまで５月中に実施するというようなこ

とで御説明申し上げてきたわけでございま

すけども、ところが阪急バスによります茨

木と箕面市域での地元の調整、これが時間

を要したというようなことで、結果的に６

月６日の実施になったというふうに報告を

受けておるところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  幾つかバス停も新設されましたし。でも

２００７年５月３０日、箕面グリーンロー

ドが開通いたしまして、森林組合で山の整

備をしていた私が一念発起して町政に身を
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投じたのは、このバスの実現が大きな理由

の一つでした。自治会の署名活動の後押し

もありまして、また行政の皆様の努力が実

っての開設と感謝しております。６月６日

６時１５分、北大阪ネオポリス線箕面グリ

ーンロード経由千里中央行きが開設されま

した。私はこの日、第２便の６時５０分発

に乗りましたが、１３人の方が立っての御

利用、もちろん満席です。満席で１３人の

方が立っての御利用でした。６月７日７時

５０分発、これもトンネル便に乗ってみま

したが満席の状態でした。６月８日夕方の

トンネル便も利用いたしました。今までの、

やはり運行経路に比べて格段にスムーズで

早く、帰りは千里中央より４０分弱で帰宅

できました。毎日の通勤通学が少しは楽に

なった方々も大勢いるのではないかと想像

がつきます。また、昼間の彩都西回りのバ

ス便も利用しましたが、彩都西でモノレー

ルに乗りかえますと、家を出てから４０分

後には山田につけるという利便性もありま

すし、また友紘会病院や阪大病院にもバス

やモノレールの公共交通で通院可能となり、

より便利になった一面もあると思われます。

また一方で、茨木方面へのバスの乗りかえ

が不便になったということを聞いています

ので、阪急バスに重ねて交渉していただき

たいと思います。その点につきましてはま

たほかの議員がされると思いますので、私

はここで置いておかせていただきたいと思

います。 

  木代地内の崩落地跡地についての質問に

移らせていただきます。 

  崩落地跡地はどのように整備される予定

か。お願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  おはようございます。 

  崩落跡地ですね。崩落跡地につきまして

は、今もう現在、民地のまま山の状態に戻

っておると考えておりまして、崩落したと

ころのちょうど府道の、こっち側から行き

ますと左側につきましては、地権者２名に

もう既に返還をされておられます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうです。跡地というのはずったところ

ですから、そのお答えでいいかと思います。

私は道路を挟んでの、例えば希望ヶ丘から

千中へ行くときの右側の話をしております。

ちょうどバスに乗りますとですね。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。６月６日、７日、８日と、

私、本当でしたら車で行くことだったんで

すけど、でも私、バスに乗りますと、やは

り右側がすごく、高い位置から見ますとや

はりあの黒いビニールのまま、張ったまま

になっているというのがすごく目立ちます。

やはり風光明媚な、緑豊かなって書いてあ

るんですよ、少し行くと豊能の看板がね。

その看板とこのビニールを一緒に写したら、

これ本当にそうなのかっていう話になって

しまいます。そのことを聞いておりまして。

よろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  崩落いたしました土の仮置き場の件につ

きましては、一部農地に復旧、それ以外の

ところにつきましては府が用地を買収いた

しまして道路用地として利用するというこ

とになっております。 
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○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  前回質問させていただきましたときは、

大阪府と地権者の方々との調整がまだ長引

いているということで今に至っております

というお返事をいただきました。今の進捗

状況はいかがですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  現在、大阪府に確認いたしましたところ、

やはりまだ協議・手続を行っている段階だ

ということでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では率直に申し上げます。あの黒いビニ

ールの山ですね。あれがもっと、例えば田

んぼや畑に復旧されるとか、道路になると

かいうのはいつごろを目指してらっしゃる

んですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今現在、農地法によります一時転用をし

ておりまして、その期限が２９年３月末に

なっておりますので、それまでには復旧さ

れるというふうに考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  農地転用されているということで、その

切りは平成２９年３月と聞いております。

では、それがもっと延長されることって、

可能性としてはあるのですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  先ほどもお答えしましたが、一部は農地

として返されるということで、農地のとこ

ろにつきましては３月末までに必ず農地に

返していただくというのが豊能町と農業委

員会としての指導でございますので、大阪

府はそのように措置をしていただけると考

えております。ただ、他の部分につきまし

ては、もう道路用地としての告示が大阪府

でなされておりまして、道路用地になって

おりますので、そこの部分につきましては

３月いっぱいまでに確実に工事が終わるか

どうかっていうのは、今のところ大阪府か

らは確認をとれてないところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  一部は農地、そして一部は道路用地とい

うことですけど、やはりその道路用地って

なりますと、済みません、南部長にこんな

こと聞いてやれないのかわかりませんけど、

道路用地ってなりますと、その形態といた

しましてはやはりそのビニールの形のまま

っていう想像になるのか、それがちょっと

わからないので、もしおわかりでしたら教

えていただきたいと存じます。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  一応、道路施設ということで聞いており

まして、今も多分変わってないと思うんで

すけれども、例えば塩カリを置くとか、道

路管理用の車両を置くとか、そのような基

地にしたいというふうなことを聞いており

ます。 

○議長（岩城重義君） 
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  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ではあのビニールの山ではなく、何かこ

う整地されたっていうイメージになるんで

しょうね。ではでは、そういうことで、次、

進めさせていただきます。 

  ３点目でございます。永寿荘の運営につ

いて。町より示されております、ここにあ

ります。私たち議員はいただいてるんです

けれども、財政健全化推進プランというこ

とで、それの中ほどに永寿荘の自主運営と

いうことで上げてらっしゃいます。永寿荘

の運営・維持管理を住民団体により行う。

運営の団体がない場合は施設を廃止する。

これが当初の予定では平成２７年度からっ

ていうんでしたが、今の経過といたしまし

ては実施年を平成２９年度とするというふ

うに、このペーパーですね。また現状が変

わっているかもしれませんけど、２８年３

月３日の全協で配っていただいた資料でご

ざいます。 

  それで私が聞きたいのは、やはりお声も

実際聞きます。私たち永寿荘を利用してお

りますが、この私たちで自主運営しろとい

うのはとても無理があるというふうにお声

は聞いてます。ただ私は、前回聞かせてい

ただいたときに町老連との話をしていると

いうことを聞いておりまして、現在その町

老連との話というのはどうなっているので

しょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  現在も継続して協議を行っております。

当初の条件では、確かに町老連、非常に苦

しいということで難しいということでござ

いますので、私どものほうも財政健全化推

進プランということでございますので、財

政面からの何らかの効果が必要ということ

でございますが、残すということも含めて、

今まだ条件が整いませんけれども、条件を

緩めることも含めて協議を行っております。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  西地区では豊寿荘でお風呂のサービスを

されているんです。片や永寿荘にはそれは

ありません。別に私は永寿荘でお風呂のサ

ービスを始めろと言ってるわけではありま

せん。何を言いたいかっていいますと、平

成２８年予算ベースで申し上げましても、

永寿荘管理事業には３１７万3,０００円、

また一方、豊寿荘の管理事業では1,２３０

万4,０００円ということで、やはり予算ベ

ースでもサービスの格差を感じるんです。

永寿荘はなるべく、自主運営できなければ

廃止などというふうなことをおっしゃらず

に、今もおっしゃってましたように、残せ

るように協議中ということなんですけれど

も、そもそも町長に伺います。この財政健

全化プランというのは引き継がれた事業で

はあるとは思うんですけれども、中身を少

し精査する必要があるのではないかと思い

ます。例えば全部というわけではありませ

ん。この１点につきまして、永寿荘の運営

につきましてやはり考え直す。例えば廃止

ということで財政の健全化を狙うというの

ではなく、やはり考え方を少し変えていた

だきまして、永寿荘の運営を町で担ってい

ただくというような、新たなその考え方と

いうのはないのでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  先ほど私が答えましたとおりですが、確
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かに廃止にはなっておりますけれども、先

ほど私、答弁させてもらったとおり、高齢

化も進んでおりますので、何らかの形で残

すような方向で、今、協議を進めておると

いうところでございます。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  今からや。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  永寿荘という施設についても、当然高齢

者の方、多数利用しているということは十

分認識しているところでございます。そん

な中で、町も財政が厳しいということもご

ざいますので、その辺も含めまして、今回

財政健全化推進プランで上げさせてもらっ

たところでございますけれども、今、申し

ましたように、今、担当部長が申しました

ように、何とか続けられるような手だて、

また財政の、財政を、要は健全化といいま

すか、利益も、利益といいますか、何てい

うか、生むということも考えながら、そう

いったことについて今模索をしているとい

ったところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  はっきり申し上げていただきたいと思う

んです。例えば。申し上げるというのは反

対ですね、ごめんなさい。謙譲語の使い方

を間違えました。はっきり言っていただき

たいと思います。私は、この健全化プラン

からこの項目を抜きますと言っていただい

たらとてもわかりやすいんですけど。いか

がでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今現状では、まさに財政の健全化も含め

て、永寿荘もどうしていくかも含めて、今

検討しておるところですので、今の現状で

はそういったことは申せません。また今、

まさに検討しておりますから、これから調

整しながら、財政の健全化も含め、永寿荘

も運営できるかどうかも含めて引き続き検

討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  でも、担当部長のほうからも、今続ける

ように協議しておるということを聞いて少

しは思ったんですけど、でもやはり思いま

す。やはり利用されている方もかなり多い

ですし、いろいろな講座も開かれておりま

すし、全てを住民と協働という名のもとに

切り捨てていくというのはどうかと私は思

います。やはり、例えば医療費助成のとこ

ろで１８歳ということを打ち上げられたと

きに所得制限を設けないという案でしたけ

ど、今は所得制限を設けておりますので、

そこからでも少しも効果額というのが出て

るはずですし、いろいろ考え合わせますと、

この３１７万3,０００円が出せないという

のは多分、考え方を変えれば、財政が厳し

いっていうだけでそういうふうにならない

と私は思いますので、どうぞよい方向に協

議を進めていただきまして、皆様が楽しん

で、豊能町に住んでよかったと思える生活

に導いていただきたいと存じます。 

  では、次にまいらせていただきます。 

  第４点目。車道の整備についてでござい

ます。 
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  大和団地と光風台４丁目をつなぐ車道の

整備は考えていらっしゃらないんでしょう

か。グーグルを見てみますと、例えばどこ

とどこっていうわけじゃありませんが、４

００メートル弱ぐらいの距離に私には見え

ます。川西の大和団地と光風台４丁目をつ

なぐっていうことを考えていただけますと、

やはり一の鳥居まであのうねうね道を通ら

なくてもよくなりますし、また、私もちょ

うど１年前です。救急車に乗りました。こ

こからベリタス病院まで運ばれたわけです

けども、あの七曲というところがすごくき

つくて、やはり救急に乗られてる大変な方

もこの思いをされてるし、また、大体が川

西のほう、あるいは猪名川のほうにお買い

物に行かれるという方も多いです。そのと

きに、やはり向こうの一の鳥居から出てく

る道を、真ん中の車線を割り込んでこちら

に入ってきた方と衝突したっていう話も聞

きましたし、やはり危険なところを早く回

避していただきたいと思うのです。皆さん

毎日毎日通っていらっしゃいます。その不

便さを、より便利になるように考えていた

だけないのかなと思います。いかがでしょ

うか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お尋ねの、光風台４丁目から大和団地の

ほうへ抜ける道路でございますけれども、

川西側におきましては、箕面線ということ

で、都市計画道路の認定を受けております

が、豊能町側につきましてはそういう認定

を受けてないということでございます。こ

の道路につきましては、もともと計画のあ

った道路でございますけれども、現状にお

きましては費用が非常に高額になっており

まして、町の今の財政状況上、整備するこ

とは困難であると考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  別の畑でございます。あるものができな

いと思ってたのが、ある日突然できたとい

うこともございます。なので、川西側では

都市計画道路になってるということです。

では豊能町も都市計画道路に上げていただ

くということにはならないのでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  先ほども答弁しましたとおり、今現状ち

ょっと財政上、整備をすることが困難であ

ると考えておりますので、今、都市計画道

路に認定するということは考えておりませ

ん。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ではお尋ねいたします。財政上困難なの

で、ではもう川西とも交渉してないという

ことなのですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  お金がないのでという話はあるんですけ

れども、川西市と交渉してないのかと言わ

れますと、そんなことはございません。川

西市と当然話はしておるんです。ただ、川

西市のほうにつきましても、箕面線がずっ

と下におりていきまして、能勢電鉄と交差

する手前の東谷中学校の前がまだ整備でき

てないような状況もございます。その都市

計画道路に着手するまでに、ほかに優先順

位の高い道路の整備区域もたくさんあると
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いうことを伺っておりまして、なかなか川

西市においても箕面線のほうに着手すると

いうことは、今の現状ではないということ

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  財政がないっていいましても、やはりこ

こは町長の、腹一つというと下品ですので、

お気持ち一つではないかと思うのですが、

町長はこの件についてどのようにお考えな

のでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この道路の必要性については十分認識は

しておるところでございます。ただ、先ほ

ど来から話ありましたように、非常にこれ

費用がかかるということと、当然用地の買

収なんかも必要になる。それともう一つは、

先ほども話ありましたように、川西のほう

でも今のところその優先順位がそんなに高

くないということもございますので、今現

在、私としてはここの有効性については認

めますけれども、費用面から、今、町の体

力としてするということについては非常に

困難であるというふうに判断しております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ではこのことについて川西にお話に行っ

たことって何回ぐらいあるんでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これ先ほど話ししておりますように、非

常に我々としてもお金の準備がない中で、

これだけで話をするということはやっぱり

できない話ですので。ただ、例えば１市３

町とかで、議会でお会いしたときにそうい

ったことで話をしたりとか、そんな、そう

いう機会を捉まえて話はしたことはござい

ますけれども、この話だけでということで

は行ったことはございません。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  それでは、町民の利便のために、川西市

にぜひ足を運んでいただきたいと思います

が、そのお気持ちはおありですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  申しわけございません。これ繰り返しに

なりますけれども、まだ私どもとしてその

お金の手当等がまだできないといった中で、

やっぱり交渉を進めるというのはこれ非常

におかしな話だと思いますので、今の時点

では私は行けるタイミングではないという

ふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  今、お金がないと言いながら、さまざま

な交付金がおりてまいります。いろいろな

名前がついた補助金のようなのもあります。

そういうのを探していただいて取り組んで

いただきたいと思うんですけれども。よろ

しくお願いいたします。 

  では、次まいります。 
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  国道４２３号線の池田方面への道路整備

というのは考えてらっしゃらないんでしょ

うか。やはり豊能町っていうのはどの町か

らも何か道一本でつながっている。まるで

母と子をつなぐようなそんなイメージなん

ですけれども、何か一つ壊れてしまえば陸

の孤島になってしまいかねないんですよ。

昨年度のあの台風のときもどこからも入れ

ないような状態、ごめんなさい、昨年かど

うかわかりませんけれども。台風でとにか

く家に帰ろうとしたところ、どこからも入

れないというようなこともありまして、あ

る１点、崩落地の中に通った道だけがやっ

と通ってて、家へ帰れたというようなこと

もございます。やはりいろいろな可能性を

考えて、今申し上げましたような大和団地

と光風台４丁目をつなぐ道もつないでおく

べきですし、また、今、私が申し上げてま

す４２３号線の池田への道というのも、そ

の渓谷の横をうねうね走る道ではなく、も

っと安全な道というのを確保していただけ

ないのかなと思います。今どのような交渉

を行っているんでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  国道４２３号線の整備につきましては、

豊能町にとりましても非常に大切なことで

あるというふうには認識をしておりまして、

国道４２３号整備促進協議会というものを

組織しておりまして、その中で重点的に要

望させていただいていることのみならず、

豊能町といたしましても大阪府の議員に対

して予算要望時等の活動をさせていただい

ているところであります。また、豊能町内

におきましては、去年度の事業、ことしに

なってから終わりましたけれども、川西の

ところで工事が１カ所また終わりました。

その先のところに１カ所狭いところがござ

いまして、それについても今後していただ

けることについては池田土木のほうと確認

をしておるわけでございますけれども、い

ざその町域を出ますと、やはりまだ狭隘な

部分がたくさんございます。豊能町として

豊能町以外のところの要望をするというの

はなかなか困難なことではあるんですけれ

ども、あらかじめ池田市に言って、こうい

うふうに豊能町としては要望したいと考え

ているのでお許しくださいというような形

をとりまして、大阪府に対しては豊能町か

ら箕面市域についても池田市域についても

強く要望を今現在しておるところでござい

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうです。４２３号線も町域内は、川西

のすぐ横とかでも広くなりました。やはり

その先ですね。池田市に行くのにもやはり

そういう道を整備していただきたいと思い

ますし、またバスも池田から上がってまい

ります。また今ダンプも通ります。バスと

ダンプの入れ違いっていうときもすごく危

ないような気もいたしますし、今協議中と

いうことですので進めていっていただきた

いと思います。 

  では、次に移らせていただきます。 

  若い世代の呼び込みはということでござ

います。 

  先日、といっても少し前になりますが、

テレビで豊能町が紹介されました。待機児

童ゼロの町。待機児童ですよ。待機児童ゼ

ロの町ということで紹介されたんです。で

も実際その番組を見てますと、極端に若い

世代がいないんだよ。若い世代が極端に少

ないから子どももいないということでござ

います。そして最後には行政のＰＲ不足で



 

 2－11 

ありますといってその番組は片づけられた

という感じがしたんです。これを受けてど

う考えていらっしゃるのか。またその対策

は。お聞きしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、御指摘のテレビ番組、ニュースでし

たけども、私も見ました。確かに議員のお

っしゃるとおり、待機児童ゼロで非常にい

い町だけども若い人が減ってると、ＰＲ不

足ではないかというような指摘をして、大

臣も出てこられましたけど、それで終わっ

てしまったなあという印象、私も同じよう

な印象を受けました。確かに議員のおっし

ゃるとおり、本町のＰＲといいますかプロ

モーション、これは下手くそやなと、うま

いことできてないと、十分ではないという

ようなことは私も感じてございます。そう

いう若い世代が少ないということを払拭す

るためにはどうしても、やはり豊能町を知

ってもらう、来てもらうということから始

めて、行く行くは住んでもらうと、出てい

くのをとどまってもらうというようなこと

が大事であろうと思っておりまして、やは

りそれは豊能町を知ってもらうためにはシ

ティプロモーション、これが一番大事だろ

うなというふうに思っております。このた

び、まち・ひと・しごと創生総合戦略、ま

たアクションプランというものもつくりま

したが、その中にもシティプロモーション

を実施していくということをプランとして

掲げてございます。今年度につきましても、

そのシティプロモーションプランをまずつ

くるということも予算をお認めいただいて、

早速取りかかってございますけども、今年

度中にそのプランをつくり上げまして、効

果的なシティプロモーションをしていきた

いと。要するにその市場調査といいますか、

そういう家を探してらっしゃる方の意識を

調べるということが大事でございましょう

し、マーケティングといいますか、需要と

供給をマッチングささんと意味がないとい

うふうにも思っておりますので、そういう

市場調査とかマーケティングに基づいたシ

ティプロモーション、これを効果的にやっ

ていきたいというようなことで、今年度は

まずそのプランを策定し、実際のシティプ

ロモーションの実行に移していく年度とい

うふうに位置づけておりまして、それに取

り組んでまいりたいと思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  片や、もう御存じのことでしょうけれど

も、近隣の吹田市や豊中市では保育需要が

急増しておりまして、ことし４月、入園で

きない児童が何と2,０００人弱と、これも

ニュースになっておりました。はっきり言

いまして一戸建てですね。我が家4,０００

万円で買ったのが８００万円になっており

ます、今ね。ですから一戸建て格安、これ

は我が町の宝でもあると思います。それと

幼稚園、保育所、こども園が公立なんです。

そして公立なのに比較的保育料が安い。そ

れと公立なのに預かり保育をしているとい

うような。給食もあります。また、ひかり

幼稚園においては通園バスもありますとい

う、とても公立としての充実というのは誇

るべきものがあると思います。そしてやは

り私が働いてた幼稚園、私立幼稚園ですが、

もうかなり待遇が悪く、なので、頑張るん

です。頑張るんですけど、やはり２４時間

とはいいませんけれども、朝７時から７時

働くのは当たり前。朝７時にやってきて９

時や１０時というのはもう毎日毎日のこと

で、幼稚園の経営というのはかなり厳しい
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ものがありまして、その保育だけに頑張れ

るという環境ではなかなか私立では難しい

ところもございます。幼稚園就園奨励費で

ありますとか、そのほか多々な事務をやは

りその担任教諭も持たなければいけないと

いうような実態がございまして、自分の保

育の準備をした後、なおその事務をすると

いうようなこともございます。かなり幼稚

園の先生に負担がありまして、それで長続

きしないんです。やはり結婚を機にやめて

いってしまうということがあります。そう

するとやはり保育の継承というのも難しい

ですし、常に新しい先生はいます。だから

人件費は安いです。でも常にみんなが初め

ての状態の幼稚園というのも、やはり私立

の中にはあるということをよく考えていた

だいて、公立の幼稚園ですごく今いい保育

ができていると、私も運動会とか見にいか

せていただきましてそう思います。やはり

経験のある先生が安定して働いていらっし

ゃるというところに大きな利点があると私

は思います。なのでこういう利点も豊能町

の宝です。そして私も少しは反対させてい

ただきましたけど、子ども医療費助成も充

実しておりますし、自然豊かで子育て環境

抜群といったところもＰＲすべきです。自

然に恵まれた町で、学校の帰りいろいろな

ものに出会います。そして子どもたちがす

ごくすくすく育っていく。その子どもたち

がここの中に残れないという環境が豊能町

の悲しいところであります。なので、以前、

どんなことをＰＲされてますかって聞いた

ときに、住宅展示場でとよのんを出張して

宣伝してますっていうのは聞いておりまし

た。でも住宅展示場ではなく、実際吹田や

豊中、例えば川西の駅に繰り出してみるっ

ていうのは、まず、プランを１年考えるの

ももちろん大切なことなんですけど、まず

できることからやりませんか。いかがでし

ょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ＰＲの手法の御提案でございます。先ほ

ども申し上げたとおり、今年度シティプロ

モーションプランをつくってまいりますの

で、御提案の方法も含めてプランの中で検

討はしてまいります。御指摘のとおり、家

を購入する方が求めているニーズといいま

すか、どのような行政サービスを求めてい

るか、また家の価格帯でございますとか、

そういうこともございましょうし、通勤・

通学の時間の許容限度、こんなものもいろ

いろ、ニーズというものはさまざまあろう

なというふうに思っておりまして、そこを

豊能町が魅力的であるというようなことを

積極的にＰＲできる、そういう方法を考え

まして、議員の御提案は駅に立ってとよの

んとともにというようなことでございます

けども、それも効果があるというふうな一

面もあるでしょうから、それも含めてター

ゲットを絞って豊能町のよいところを知っ

ていただく、来ていただくというようなこ

とにつなげていく、そういうプロモーショ

ンをしていきたいと思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  このような自然豊かなところで育てたい

って思ってらっしゃる方はたくさんいらっ

しゃいますし、またテレビにも少し映って

ました。豊能町に移り住んですぐ保育所に

入れる、すばらしいことやって言って若い

人が喜んでらっしゃいました。やはりそれ

をマッチングしていくということが大事だ

と思います。期待したいと思います。 

  では、次移らせていただきます。 
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  豊能町の将来像について。さまざまな計

画書で細部は計画されているところでござ

います。町長にお尋ねいたします。町長と

してこの町のあり方を、まだこういうふう

にしていきたいというのもまだおありだと

思います。任期あと少しですなんておっし

ゃらずに、この町のあり方をどのように考

えていらっしゃるでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  大きく、大きくといいますか、この町に

対して今、国自身もその国の総合戦略、ま

た少子高齢化等ありまして、その問題と豊

能町の問題というのは結構近しいところが

あるのかなと。国の総合戦略でいいますと、

要は子どもが減ってきている。これをいか

にふやすかといったことが問題でして、こ

れは子どもが減ってるのは、常々言ってま

すように都市が起こした問題。都市が起こ

した問題を解決するのはやはり都市でない

といけないと思っております。その中で、

まさに先ほど井川議員がおっしゃっていた

だいたように、この豊能町の宝、これいっ

ぱいあります。本当に自然が豊富である。

交通に至ってはこれ若干ほかから見ると遠

いように思われるかもしれないですけれど

も、座って通える可能性が高い町であると。

これは一つはこの６月６日に実現しました

トンネル経由便を使えばバスも座り、それ

から千里中央、ここからも座って行ける。

能勢電に至っても能勢電に座って行きまし

て、川西能勢口発の通勤特急、これも２年

前に実現をしておりまして、そこから、川

西能勢口発ですから、１本待てば座れると

いうことで、非常に豊能町として交通的に

もメリットはあるということもあると思い

ます。ですので、子どもをふやすためには、

先ほど来の話にありましたように、若い方

が働きながら大きな家を持ってたくさんの

子どもを産めるというのは、やはりこの町、

まさに井川議員おっしゃっていただいたよ

うに、町の宝、長所、家なんかも若い人で

も買えます。また、非常に環境もいい。幼

稚園・保育所ほめていただきましたけれど

も、そういったことも充実しております。

それと、あとは子育て環境につきましても、

繁華街もない、パチンコ屋さんもない。そ

んな中で誘惑なく育てるということでいけ

ば、本当若い、初めての御夫婦が育てると

いう意味ではもう最高の場所だというふう

に自負はしておるところでございます。そ

ういったことから、一つの町のビジョンと

しては、いかに若い人をこちらに呼び込ん

でくるのかといったことで、今現在、若年

層が選びやすい環境をつくる、また、進み

たくなる子育て環境をつくるということで、

先ほどもありましたような効果的なシティ

プロモーション、こういったこともやって

いかなければいけないですし、さらに、今

まで申しましたような長所、これもさらに

伸ばしていく、バス路線なんかも北大阪急

行と能勢電を結ぶような、要は電車と電車

を結ぶようなバス路線というのは、これは

間に住まれる方にとっては非常にメリット

になりますので、そういったことも充実さ

せていく。交通も充実させ、さまざまなそ

ういった長所も充実させていくといったこ

とでしていきたいというのは一つ大きな話

でございます。 

  もう一つは少子高齢化、これも日本全体

で起こっておる問題ですけれども、この豊

能町は、要はもう日本全体からいうともう

５年も１０年も先をいってるような形で進

んでいってるということもございます。そ

んな中でこれを解決するということは非常
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に大きな問題ですし、注目も浴びることだ

と思っております。ただ、これも一つはメ

リットといたしましては、多くの方がいろ

いろな文化活動等やられておられるという

こともあって、非常に活発な方もいらっし

ゃる。また個別の介護みたいなことについ

ても積極的にＮＰＯ等でやられている方も

いらっしゃる。そういった方ともやっぱり

連携もしながら、また、元気な高齢者の方

もたくさんいらっしゃるので、そういった

方と協力しながら、これからこの町を、町

の問題点を逆にビジネスにしてもらいなが

ら進めていく、こういったことについては

豊能町も後押しをしていくということで、

町の問題点を解決しながら、かつ、そこで

一定の収益も生んでいただく、そういうコ

ミュニティビジネス、そういったことも当

然やっていかなければいけないと思ってお

りますし、観光に至っては、妙見口駅前、

また高山右近に関しての高山、こういった

ことについても積極的に進めていきたいと

いうこともございまして、主に今申しまし

たような形で、今上げております、若年層

が選びやすい環境をつくる。住みたくなる

子育て環境をつくる。地域の資源を仕事と

お金にかえる。避けることができない未来

に備えると、この四つの柱、これで今後進

めていくということで考えているところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  豊能町を売り出そうということで、右近

と名前がついたお酒、これはとても美味で

ございました。やはり町の特産物、例えば

お米をお金にかえたというところではとて

も成功した例じゃないかと思います。そし

て右近も高山も売れるという、また、より

たくさんの人に来てもらえるという、よい

サイクルに変えていただきたいと今も思っ

ております。 

  それと、最後の質問になるんですけれど

も、やはり高齢化というのは避けて通れま

せん。我が家を見ましても、平成２年に越

してきたときはやはり子どもたちが小さか

った。その子どもたちが豊能町で育ててい

ただいて、そしてはばたいていったって、

例えば結婚や就職で出ていくというのが、

何回も申しますけれども、それが町の縮図、

これ全体になっております。町全体が若い

人が外へ働きに出て就職したという。それ

で世帯数もそんなに変わらないけど人口が

減ってしまう、そして高齢化が進んでいる

っていう、その現状なんですね。空いてい

るところにぼちぼち若い人も越してくれて

るというのもよく見ますし、また御主人が

川西に勤めているので、ちょうど古家が見

つかって、そこに住んで、去年ベビーが誕

生した例もありますし。でも去年誕生した

のはたった５０人ということで、これもま

た先を考えると大変なことだなと思うんで

すけれども。 

  さて、若い人がどこに出てってるかとい

いますと、やはりあの近隣なんです。よく

内田部長もおっしゃいます。池田、川西、

豊中、吹田っていう感じになっています。

なんで、いかがでしょう。町は、町長は、

近隣市町村との合併についてどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、残念ながら人口も減ってきて、それ

に伴って税収も減ってきていると、そうい

ったこともあって、財政健全化推進プラン
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等で進めながら、その中でも総合戦略でで

きることはやっていってるということで、

今、頑張っておるところでございます。た

だ、そんなことも考えながらも、いずれは、

なかなか、日本全体の人口も縮小してきて

いる。少子高齢化も進んできているという

ことも考えると、いずれは合併についても

検討協議する時期がやってくるのではない

かなとは思います。でもしかし今は、先ほ

ど申しましたように、豊能町がまずは自立

できるように、先ほど申しましたプランを

きっちりとやっていって、その取り組みを

着実にやっていくということがまず大事で

はないかというふうに思っている次第でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  そうです。まずは着実にやっていくとい

うのはよくわかるんですけれども、やはり

将来を見据えますと考えていかないといけ

ない問題じゃないかなと思うんですね。は

っきりいって町職員さんの実態見ましても、

ちょうど私と同じ５６、７ぐらいの方が結

構多ございまして、これが定年退職という

ことになりますと、職員さんもかなり、人

としてもどうなのかっていうようなことに

もなっておりますし、５年後を目指して合

併を考えるべきではないかと私は思ってお

ります。これについていかがでしょうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ５年後という話、具体的な話出てきたん

ですけども、まさに総合戦略というのが今

から４年、ことしも含めてということにな

ります。ですので、私といたしましてはこ

れをまず着実にやって、その成果を見て、

上がらないようであればそういうことにつ

いてもやっぱり積極的に考えていく必要も

あるのかなと。ただ、これはあくまでも、

合併となれば相手の市さんもある話ですし、

私どもだけの話でなはい。合併するとなれ

ば当然豊能町にとってもメリットがないと

だめだということもありますので、そんな

こともやっぱり総合的に考えて判断しなけ

ればいけないと思います。そういったこと

からも、まずは今、目先のことをやって、

ここの町に来ていただく、たくさんの方に

来ていただくようにする、魅力をつくると

いうのは、いずれにしても大事な話だと思

いますので、まずそれをしながら、その状

況も見据えながら、今後そういったことも

必要であれば積極的に考えていかなければ

いけないのではないかなと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  本当でありましたら、ここで負の遺産も

なくなりましたと大手を振って言いたいと

ころなんですけれども、ちょっとデリケー

トな部分がありまして、大手を振って言え

ないところもあるのかなと思うので、実は

もうその負の遺産もなくなりましたし、次

のステージへ進みませんかというのでこの

質問を用意させていただいたわけでござい

ます。やはり合併というのは、もちろん相

手があることです。なので、しようと思っ

てもすぐにできるものではありません。例

えば消防が箕面と事務委託いたしましてそ

ういうことになっておりますし、もういろ

いろな面から考えても、やはり世の中がそ

っちに向いているのかなとも思われますの

で、やはり準備は進めていただくべきかな
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と思いますので、これからの参考にしてい

ただきたいと思うのです。 

  では、私の一般質問は、１分４２秒残し

まして終わらせていただきます。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、豊鳴クラブの一般質問を終わり

ます。 

  次に、無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて５

０分とします。 

  福岡邦彬議員を指名いたします。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  １１番・福岡が一般質問させていただき

ます。 

  今回の私の一般質問は、全て今般のダイ

オキシンの問題でございます。質問の相手

は田中町長さん１人にしておりますので、

きちんと一般質問に、私の趣旨に踏まえて

答えていただきますようにしてください。 

  ダイオキシンの処理問題については、今

回の議会は議員一人一人の責任と自覚が問

われていると思います。これから質問する

ことに真摯に御理解ただき、明確な答弁を

してください。 

  ダイオキシン処理の問題について、田中

町長は処理したと、組合を通じてわずか３

行のメールで各議員に送られてきただけの

通知でした。それを見て、ほかの議員さん

何人かは処理したといってチラシも出され

ております。わずか３行のメールです。し

かもこのメールは各議員に送られてきたん

ですが、施設組合から私どもの組合議会の

事務局にちょっと処理したということを伝

えておいてんかというような、わずか３行

でございました。本当に法にのっとって処

理したならば、住民に対して大いにＰＲす

べき快挙であります。これまでの首長なら

鬼の首をとったように宣伝するでしょう。

しかし田中町長はＰＲされておりません。

住民に説明されておりません。何でかなと

思って疑問に思いました、私は。私たち議

員に、何回も言いますが処理したとの連絡

あったのは３月３１日です。先ほど申した

ように豊能町の議会事務局から、町議会議

員への周知についてというタイトルで、内

容は、組合からこれまで心配をおかけしま

したがようやく処理が終わったということ

を町議会議員の皆さんにお伝えしてほしい

ということで連絡がありましたのでお知ら

せいたしますというような内容でございま

した。しかも環境施設組合から議会事務局

経由のお知らせでした。町長は一切関与し

ておりません。 

  豊能町長である田中町長がきちんと処理

した報告をされておりませんので、ここか

ら質問させていただきます。質問通告の質

問事項について見てください。 

  町長に、首長に求められている責任につ

いてお聞きします。私はいろいろな、首長

については、憲法そして地方自治法に基づ

いた責任・誠意あるものが求められており

ます。例えば法的責任、道義的責任、住民

に対する説明責任、行政の公開責任。今回

の処理したということでどれ一つ具体的な

説明はありませんでした。昨日処理したと

いうことは、処理した業者は名前を明かさ

ないという理由で、契約の当事者は誰か、

あるいはどこでというようなことは差し控

えるとおっしゃいました。このことについ

てお聞きします。この契約は、たしか２月

９日に当事者同士が契約したのでなく、郵

送でやりとりしたと先日の全協でありまし

た。しかしこの契約の素案をつくったり、

相手方と契約した人間ですね。交渉した人

間。あるいはそれを町長に進言した人間。

誰ですか。お聞きしたいです。 

○議長（岩城重義君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これは施設組合の中で、またこれ副町長

にも、前副町長にも一緒に協力していただ

きましたので、施設組合と副町長でこの話

は、当然私も含めて進めさせていただいた

とこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私は、今質問したのは、よう聞いてくだ

さいよ。初め誰がこのような案をまとめた

んですかと。なるほど報告は受け取ってる

のは町長、わかります。誰ですかと聞いて

るんです。いわゆる私の名前は明かさない

でくださいと言ってる、交渉した当事者は

誰ですかと言ってる。それは田中町長です

か、副町長ですか、組合の高木局長ですか。

どなたですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。それはもう組合の中の、組

合と副町長と私の中で、会議の中で聞いた

話、話の中で進めた話でございまして、誰

がということについては、その中で決めて

行ったといったとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  決められたやなしに、そのときに３人で

話し合ったと。話し合いの端緒は誰ですか。

端緒。つまり相手方としゃべった人ですわ。

そんなことやってくれって聞いてきた人。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。相手方やな。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  相手方から直接聞いた人ですな。簡単や。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それは複数でやってるというふうに聞い

てますので、誰がというよりは施設組合と

副町長と、私もその話を聞きながら判断を

したといったところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  議長、ちょっと休憩して。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前１０時２７分 休憩） 

（午前１０時２８分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そういった話については、これは私は基

本的には施設組合議会の中での話だという

ふうに思っておりますので、この発言につ

いては施設組合のほうでも発言しておりま

せんので、その質問については、回答につ

いては差し控えさせていただきます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  こんな単純な話もできないですか。それ

も組合マターというんですか。 

  そうしたらお聞きします。今回の任命責
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任について、田中町長は副町長のときに問

責決議案を出されてるの御存じですね。３

月議会で。３月議会で問責出された、その

中に町長の副町長の任命権も入っておった。

それで豊能町の情報公開条例でしょう。豊

能町の契約規則。契約担当者、第２条第３

項、担当町長またはそれを受けて契約を締

結するものと書いてます。つまり当初の三

池精錬については、三池精錬ですよ。あな

たはこの条項を生かして副町長に行かしま

したですね。そして契約させましたね。豊

能町として。８月６日です。そのことをお

答えください。イエスかどうか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。そのとおりでございます。イエス

でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それからもう１点、そのために、１５万

何がしの、正式には１６万6,４４０円、２、

４、６回にわたって、５回にわたって副町

長を三池精錬に派遣してますな。これはお

答えください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。派遣しております。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  その当初の契約について、派遣して、こ

の契約に基づいて派遣して、それが何で組

合のマターですか。お答えください。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  このダイオキシンの問題というのは２０

年来に及ぶ非常に大きな問題だと思ってお

ります。これを解決するためには、やはり

我々としては全力を挙げてやりたいといっ

た思いもございまして、今回、副町長にも

業務は手伝っていただいたといったとこで

ございます。私といたしましては、もう何

としてもこれを終えてしまいたい、また今

年度内にも終えてしまいたいということで、

交付税もいただきながら、そういったこと

で処理を実現したいということを最優先に

して今回やらせていただいたところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  今、町長の答弁では、そしたら何しても

ええの。いわゆる町の規則も曲げてもええ

の。ほんまに。そんなこと逃げたらあかん

のや。ちゃんと書いてあんのや、契約規則。

しかも町長の職務代理者どなたか御存じで

すか。うちの規則によって。知らんから言

いますわ。総務部長ですわ。これもありま

すねん。法制、誰かおったら言うて。その

総務部長は少なくとも施設組合の理事です

わ。なぜその人を使わなかったんですか。

何の関係もない副町長に契約という重大な

任務、契約者というのは当事者と当事者が

やるんですわ。しかもその人に自分たちの

税金を払って行かせたということ、明らか

に組合のマターじゃないじゃないですか。

豊能町マターじゃないですか。どう思いま

すか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  このダイオキシンの問題、これまででき

なかったというのは、さまざまな風評被害、

こういったことがあってできなかった。そ

の中で、この風評被害をいかに抑えるかと

いうのは、いかにスピーディーにやるかと

いうことは、私は大事なことだと思ってお

ります。これなしにはなかなかここまで進

まなかったのではないのかとも思っていま

す。そんな中で、この日は施設組合の議会

もありました。その議会の議決を受けて直

ちに契約するためには、副町長に職務を手

伝っていただいてやったということで、ス

ピーディーに契約を行うためには、これは

もう必要不可欠であるというふうに私が判

断してそうしたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そういう命題があれば法を犯しても、行

ってもええという理屈ですか。はっきり。

私は違うと思うんですよ。町長が皆さんお

っしゃった、一時でも早く処理したいと。

だから豊能町の町長として副町長に行って

もらったん違うんですか。違うなら違うと

言ってください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  そうです。町長としてこれはお願い、命

令をして行ってもらいました。ただ必要な

のは、これは。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  いえ。ただこれはもう豊能町の問題、能

勢町の問題、これまで大きな問題、これを

解決するためにはこうする必要が私はある

と判断したのでそうしました。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  また途中で私入りましたけどね。組合マ

ター言うたから違うでといっただけの話で。

今はっきり豊能町のマターでしたでしょう。

長年。それからもとへ戻しましょうや、話

を。先ほど言いました、この間、名前は明

かさないという条件で処理されたというこ

とでしたわね。もとへ戻します。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  違う。続きや。だから、それは誰がその

まとめてきたんですかと聞いてる。三者で、

いわゆる町長、副町長、豊能町の副町長で

っせ。副町長、施設組合。これも元原籍は

豊能町ですわ。原籍は豊能町でしょう。ち

ゃんと書いてあるから。施設環境部長の次

長と書いてますわな、理事待遇。豊能町の

マターじゃないですか。誰が初め、そのそ

ういう、名前も言うたらいかん。極秘で処

理しますというようなことを聞いてきたん

か、まとめたんかって聞いてんねん。それ

は、３人で合議したのは知ってますから。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それにつきましては、誰がというか、施

設組合、あと副町長、私もそれに入りなが

ら最初話を聞いて進めたということでござ

いますので、誰がというわけではないです。

それについても特には私は発言しておりま

せんので、この場では差し控えさせていた

だきます。 
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  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ちょっと休憩して。私は、３人一緒に聞

いてんやったらわかるわ。ちょっと待って、

とめてくれや。違いますか。 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午前１０時３５分 休憩） 

（午前１０時３７分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  施設組合として受けて、副町長も入って

やっておりますので、誰かというよりは、

その組織の施設組合で受けてやったとしか

言いようがないです。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  話、進みませんで、こんな話ししておっ

たら。わしようけ、いっぱい持ってまんの

や。こんな一つの段階で言われへんとは、

全部です。つまり私は、法的責任、道義的

責任、説明責任、行政の公開責任というの

を追及したいんです。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何を。だからそれに入らなければいけな

いやんか。そうでしょう。誰でもいいんで

すわ。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第三者でもいいです。善意の第三者でも

何でもいいです。それを言うていただかな

ければ町長の責任問えないじゃないですか。

私の論理からいけば。それを言ってるだけ

ですわ。それに答えてもうたらいいんです

わ。皆さんもわかるでしょう。教育長も言

うてはるやん。誰やって。みんなで討議し

たとか違う。初めに端緒というのがあんね

ん。何でも。物語には。知ってまっか。物

語には。初め。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  端緒。そんなん誰でも使うじゃないです

か。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  わかりませんか。あなたわからないの。

ちょっと待ってくれや。こんなんむちゃく

ちゃやないの。 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、放送をもってお知らせ申し上げ

ます。 

（午前１０時３８分 休憩） 

（午前１０時５０分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  副町長と組合局長、一緒の場で聞いたと

いう、一緒の場で進めたということでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうすると、副町長とそれから施設組合

の局長と聞いたと。この契約書ですね。一

説によると３月９日に郵送で送ってきた契

約書の。 

（発言する者あり） 
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○１１番（福岡邦彬君） 

  失礼。２月９日に郵送で送られてきたと

いう契約書つくったんはどなたですか。町

長ですか。それとも施設組合ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これ施設組合の契約ですから、施設組合

でつくっております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  相手の名前を言うな、あるいは施設組合

どこでやったと言うなというのは、これは

覚書があるんですか。それとも紳士協定で

すか。どちらですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  結ぶに当たって、そういったもとでこう

結んだということでございます。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ですので、要は公表することによって風

評被害等おそれがあるので、ですので名前

を出すことについては控えるということで

契約を結んだということでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  どっちやねんっつってんねや。 

○議長（岩城重義君） 

  はい。 

○町長（田中龍一君） 

  これは紳士協定でございます。ですので、

口頭で話をしております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そこで一番初めに戻りますわ。町長そん

なこと聞いて、あんたよう許したな。紳士

協定なんか、よう首長として許したなと思

うねん。それに対して道義的責任、説明責

任あるんじゃないですか。少なくともそう

いう事態ですよ。おわかりになりますかな。

何でそのようなことを聞いて、住民にも説

明できない、この議会議員にも説明できな

いようなことをよく聞いて、それを許しま

したな。首長としての責任は全然感じてな

いんですか。これについてお答えください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  首長としての私の責任は、このダイオキ

シンを処理する、これが私の責任だと思っ

ております。かつ、２７年度の交付税も活

用しながら、費用も抑えながらやるという

ことが、私の大きな責任だと思っておりま

す。ですので、こういった形で処理をさせ

ていただきました。その一方で、これまで

進んでこなかったのは風評被害等があって

ということは、皆さん御存じのとおりだと

思います。そんな中で、私は、今回受けて

いただいたところで、名前を伏せるという

ことはこれは大きな話だと思いますし、そ

れについては私は、まずはこれを処理をす

る。処理をすることについては、これをま

ず最優先するということについては、これ

は必要なことだというふうに判断しました

ので、私は今現在、こういった形で進めさ

せていただいております。 

  以上でございます。 
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○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そんな力説せんでもよろしいがな。処理

したとね、それは責任あると思いますわ。

処理したら、普通は適法に処理して、皆さ

んに万々歳言うてもらう処理の仕方ですわ。

あたかも裏社会に頼んだような処理をした

らあかんのや。俺は知りませんよ。誰でも、

裏社会に、法以外で処理する事実は何ぼで

もあるけど、そんなことできないじゃない

ですか。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何で事実がないの。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そう思われます言うてるのに、何で事実

じゃないんですか。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうや。思われるっていうんです。だか

らこういうことになってるんじゃないです

かと。言いなはれ。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  議長、注意してくれ。誤解のない場合。

皆誤解してるやないか。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前１０時５５分 休憩） 

（午前１０時５６分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私たちは法律に基づいた、議会の議決を

経て、先般の８月６日、施設組合で、大牟

田市の三池精錬にお願いし、そして副町長

が契約書を持って三池精錬に行きました。

行きは飛行機か帰りは飛行機か、帰りは電

車か飛行機か知りませんけど、そういうと

ころも記録されています。しかしその中で、

当然、産廃一廃関係なくできたはずです。

ところがこれまでの町長の答弁聞くと、あ

る団体とおっしゃってます。ある団体、関

係団体とおっしゃってます。私は非常に誤

解を招く答弁だと思います。私は、ある関

係団体とはどこかについては聞きませんが、

少なくとも法律内の業者だったですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。普通の会社かどうかで

す。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然ながら、産業廃棄物の、特別産業廃

棄物、これを処理できる資格を持ったとこ

ろでございます。当然のことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  三池精錬は持ってないですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  持っております。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そうしたら何で三池精錬でしなかったん

ですか。まずそこから、もう一遍いって。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほど来、福岡議員がおっしゃったとお

りで、私も言うてるとおりです。ですから、

地元の関係団体から調整が、関係団体とは

調整がつかなかった。最初に頼んでいたと

ころの業者が関係団体と調整がつかなかっ

たので処理できないといったことは言われ

たので、私どもは変更を余儀なくされたの

で、今回変更させていただいたといったと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  三池精錬に責任を押しつけたら、僕はあ

かんと思うんですわ。三池精錬と関係団体

が調整つかなかった、うそに決まってるじ

ゃないですか。何で、私らは三池精錬で聞

いてきたんですわ。はっきり名前言います

よ。大谷管理部長、取締役。それ聞いてき

た。だから僕は言ってるんです。これは総

務、誤解があるなら言ってください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  三池精錬でそのまま処理ができれば、何

でわざわざこんなことをしなければいけな

いんですか。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  できなかったからなんですよ。できなか

ったから、今こういった形でしておるわけ

なんですよ。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  いや、開き直ったらというか、そうじゃ

ないですか。論理的に考えて。それは御理

解いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  論理的にばかにしてるんですか、私を。

ちょっとおかしいじゃないですか。論理的

に聞いたらそうでしょう。論理的でしょう。

論理的ということは、組合の、施設組合の

議決も受けて、金の予算も切って、そこで

処理したら一番いい、ベターじゃないです

か。それ以外で関係団体と、聞いてると。

おかしいじゃないですか。それ風評でしょ

う。本当に。もう一遍言いましょうか。そ

れは聞いてきたんは、高木事務局長は６回、

副町長は５回行ってますけど、どこで何月

ごろに聞いてこられたんですか、そのこと

について。直接、三池精錬に聞かれたとか、

大牟田市に聞かれたんですか。そのことも

報告受けてますか。 

○議長（岩城重義君） 

  関係団体のことですね。答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。それについては直接、直接

といいますか、私は組合の会議の中でそう

いう話があったというのを聞いたといった

ところでございますので、私が聞いたのは

施設組合の会議の中でそういった話を聞い

て、確認は再度、その担当者にも確認しま

したけれども無理やということが判明しま

したので、今回、別の業者でするというこ

とに至ったわけでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  おかしなことを言いはりますな。その会
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議の中で聞いたん。そのときどう思われま

した。こんなきちんと契約してるのに。あ

なたは何を言ってんねやと言いました。そ

うでしょう。きちんと契約書があって、お

金のきちんと契約書、全部詰めてクリアし

たから、施設組合に議会の承認を求めたん

じゃないですか。８月６日の日に。しかも、

その、おいしい話やから、８月６日の、副

町長は参考人かどっかで入ってはりました

けど、そのまま契約書持って大牟田市に飛

んだん違いまんのかいな。そんな重大な、

処理したいという気持ちがあんのやったら、

何でやと聞いたことありますか、その席上

で。ぼんやり聞いておったんかいな。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然、重要な話ですから、それは何度も

確認しましたけれども、先ほど申しました

形で受けてくれないということになったと

いうことでございます。ただ、先ほど何度

も言いますけれども、処理するため、年度

内に処理するためには、そんな、これ次の

ところで探してやるという手しかなかった

ので、今回こういった形でやらせていただ

いたというのは、もう御理解いただきたい

と思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長、振り返るのも一つの必要でっせ。

私は、普通やったら、１億9,９９０万円の

三池精錬でお願いしたと。そこが、例えば

第三者、特定の第三者がおって、ひょっと

したら悪いやつがおったのかもしれん。思

われるような人がおって不調になったら、

もとへ返ることもできたでしょう。もとへ

返る。つまり６億円のお金を使ってでもや

ることはできたでしょう。なぜ、僕がびっ

くりするのは、特別交付税はその８月６日

の契約書に基づいて申請してるんですよ。

これは御存じですわな。大阪府市町村課を

通じて、国に特別交付税の申請してるんで

すわ。そしたら１２月に特別交付税おりて

きたと。それですな、経過として。できん

ようなったら、国のお金を使ってやってん

でっせ。それを目的外に使うたら僕はあか

んと思って何度も言うねんけど。違いまっ

か。それは変更願出すん違いまんの。正式

に言えば。それを無視するのならかまへん

よ。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  交付税の申請は、ダイオキシン類の処分

無害化、これでやっておりますので、ダイ

オキシン類による環境の汚染の防止及びそ

の除去に要する経費があることということ

で、これでやっておりますので、目的は一

切変わっておりませんので、同じ目的でこ

れは支出しております。ですので、これに

ついては変更ということではなく、同じ目

的でそのままこの交付税を使わせていただ

いたということでございまして、それにつ

いては何ら不備はないというふうに私は思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  目的が同じなら何してもええの。中身、

いわゆる省いてもええの。違うでしょう。

法律というのはそういうもんじゃないです
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よ。僕は町長言ってんですよ。処理して、

交付税の仕組み。きのう聞きましたわ。 

  それでもう１点言いますわ。目的それか

ら内容等々、それでやりましたと。何度で

も、そういうことを無視してでも国費を使

いたかったというのは、ちょっとおかしい

と思うんです。僕はおかしいと思いますよ。

風評被害とかなんとか言いながら、おかし

いと思ってるんですよ。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私がおかしいと言うてるからおかしいと

聞きなさいよ。何かあったら反論しなさい

よ。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  交付税支出の目的については一切変わっ

ておりませんので、全然おかしくないと私

は思っております。これは目的、目的です

ので、一切目的は変わっておりませんので、

何らおかしなことはないと、手続上おかし

くないと思っておりますし、そのとおりで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何度も言ってるように、市町村というの

を信用して、この間も言わはりましたやろ。

会検とかあったら一発にひっかかりますわ

いうて。当たり前ですわ。会計検査あった

ら一発でひっかかるに決まってますやない

の。私がこんなことを言うのは、こんなこ

としとったら、豊能町から国からの補助金

がおりてきまへんよと言ってるだけや。き

ちんとしとかなければ。今後、財政の、少

子化あるいは年寄りもどんどん死んでいく。

ほんまに少なくなってきますわ。そのとき

に地方交付税とか特交を頼らざるを得ない、

豊能町は。そういう町になってるんです。

それにもかかわらず国からあきまへんわっ

て見られたらどうしまんねんな。わしはそ

れを心配してるだけですねん。だから私の、

年寄りの意見も聞いておきなはれ。 

○議長（岩城重義君） 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  特別交付税の件でございます。このたび

の件につきましては、大阪府の市町村課も

追加の書類が必要であるというようなこと

で、今、議員のおっしゃったとおり、当初

の契約書を特別交付税の申請として出して

おりますが、契約先が変わったということ

でございますので、契約の金額、支出金額、

それから処理が終わったことを示すような

もの、これらについて出しなさいと。いつ

もは特別交付税というのは検査がないとい

うのが通常でございますけども、このたび

は大阪府が特別交付税の検査をされるとも

聞いておりますので、その検査のために必

要な書類は速やかに出してまいりたいと、

出す必要があると考えてございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そらそうでしょう。町長、そういうこと

ですわ。当たり前の話を当たり前として聞

きなはれ。税金というのは、日本の国は１

円からですわ。１円からでもきちんとすべ

きです。それは納税者にきちんと説明する

責任を、行政あるいは国も、市も府も皆持

ってるんです。そんな曖昧なことではだめ

です。もうちょっと心を入れかえなはれ。 

  次に、処理したという報告をされたんで

すけど、本当に処理されたんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  処理はしました。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  処理されたと聞きましたが、何月何日で

すか、全量処理されたのは。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ちょっと今、日付まではあれですけれど

も、業者について、二つ、２月と３月とい

うことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  どのようなルートで処理されたか。業者

の名前聞いてまへんからね。言いたくなか

ったら言わんでもええから。どのようなル

ートでこんなことになったですか。それは

副町長なり局長に聞いてますか。 

○議長（岩城重義君） 

  ルートいいましたらどない。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前１１時１０分 休憩） 

（午前１１時１１分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  処理されたという証拠、裏づけるもの、

あるいはまたは文書ですか。それともそれ

以外ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  文書でございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  まさか文書というのは、２月二十何日か

な、２３日にあった文書１枚だけじゃない

でしょうね。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  はい。１枚だけではないです。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何枚ですか。しゃあないわ、これは。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それでいいますと４枚ですね。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  ３月の、日にちがわからんのはちょっと

つらいんですけどね。３月１６日に特別委

員会でやりとりの中で、私はずっと三池精

錬と思っとったやつが、３月中にやります、

３月中にやりますというお話だったんです

よ。これははっきりいうて、町長もその３

月にやりますと。ほんで責任とるんか、と

りますといって、いわゆるしゃべりはりま

したわな。これは覚えてはりますわな。３

月１６日の予算特別委員会の中で。覚えて
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はりますな。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  本会議も。そうすると、それ、３月とい

うのは、その３月１６日以降ということで

理解してよろしいですか。 

○議長（岩城重義君） 

  処理された日ですね。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  処理された日はそれ以前でございます。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  そんな話あるかいな。それはあかんやな

いかい。３月１６日って議会ないんやで。 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午前１１時１３分 休憩） 

（午前１１時１３分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  全量わかりましたのは、その議会以降で

ございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  この問題については、総務特別委員会で

またこの問題やりますので、きちんとした

証拠というのを出してください。別に、こ

れはまた議論あると思いますけど、名前は、

それは追及しますけど、出せなかったら出

せないと言うても構わないですから。それ

は第一義的に施設組合でやる問題と、私は

それ理解しますから。しかしながら少なく

とも何月何日、４枚あるということは４枚

とも日付書いてますわな。それは書いてる

と思います。もちろんあて先は知りたいけ

ど、出せへんかったらそれはしゃあないわ

な。そういうことで出してください。これ

は議長にお願いしておきます。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  あのな、ちょっと待ってくれや。今ちょ

っと休憩して。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

  再開は１１時３０分とします。 

（午前１１時１４分 休憩） 

（午前１１時３０分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  マニフェストが最終的に最後まで届いた

のがその委員会の後でしたので、そういっ

た形、委員会の後に届きました。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  田中町長は施設組合のことについて、一

義的に施設組合言われましたけど、マニフ

ェストをつくったのは施設組合でつくった

んですな。豊能町でつくったんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  施設組合でつくっております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 
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  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それはいつですか。いつごろですかでい

いです。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  済みません。ちょっと今すぐにはわかり

ません。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  この件についても総務建設水道の中でや

りますのできちんと調べておいてください。

よろしいですか。 

  私は、ダイオキシンの処理問題、今も問

うていきましたけど、なぜ処理場所や業者

を隠す必要があるか本当に疑問に思うし理

解できないです。恐らく住民の皆さんもそ

うだと思います。貴重な町民の税金を使っ

ているにもかかわらず明細を示さないとい

うことは住民に対して背信行為です。また

は背徳行為ですよ。税金を使ってという行

政の責任をどのように住民に対して、説明

責任が求められております。だから私は首

長に求められている責任についてこれまで

お聞きしてきましたけど、何ら責任につい

て説明されてないように思います。僕は本

当に情けなくなります。もし、それは否定

されましたですけど、このダイオキシン処

理が、もし、反社会的な業者によって処理

されたかもしれないという不安も私は正直

あります。なぜならば、田中町長はささい

なことでもＰＲされてるじゃないですか、

住民さんに対して。本当に、こんなん出し

ていいんかなと思うようなＰＲもされてる

じゃないですか。懸念の、１８年にわたる

懸案のダイオキシンを処理されたら、もう

ちょっと胸を張って住民に説明してくださ

いよ。法にのっとって本当にダイオキシン

がきちっと処理されているなら胸を張って

開示してください。これはできますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これ当然ながら法にのっとって処理をし

ております。業者の氏名については、先ほ

ど来から申しますように、これを控えると

いうことでお引き受けいただいたというこ

ともありますので、今はしておりません。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ちょっと飛んでしまいました。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  何やったかな。説明につきましては、こ

れは、私まずこれ一番私の説明は、責任と

いう意味で言うと、これはダイオキシンを

処理する、かつ交付税を活用して安価で処

理するということがまず大事な話だと思っ

ております。それに当たっては、これをお

受けいただいたところの話もありましたの

で、今、控えさせていただいております。

ただこれは施設組合の議会からも御指摘あ

り、監査委員からの監査求められておりま

すので、この結果も踏まえながら、その公

表等の取り扱いについては今後検討はして

いきたいというふうに思っている次第でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  しかるべき時期に公表するとおっしゃっ



 

 2－29 

てますけど、めどってありますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  施設組合議会に説明をした後に、それか

ら検討したいと思っておりますので、また

それが、それがまだいつ開くかというのは

まだ決まっておりませんので、それについ

ては今現在明確にはお答えできません。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  町長、職務を考えてくださいよ。管理者。

公表する気あったら３日間ぐらいで議会開

けるのん違いますか。招集権はあなたにあ

るんですよ、管理者に。これは御存じです

よね。豊能町議会も町長にあるんですから。

そうしたらそれでめどをつけることはでき

るでしょう。めどというのは幅広いですよ、

ここから。そうでしょう。それについてお

聞きしてるんです。めどですよ。僕は何月

何日何時とか言うてまへんで。めどはどう

ですかと。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これはやはり議長、議員さんとの日程等

もございますので、私が一存では決めるこ

とにはならないと思っております。ですの

でそれについては、ここで明確にお話をし

て違うことになるとそれはそれでいけない

と思いますので、私はそれについては控え

させていただきたいと思いますけれども、

これ監査の結果が出て、それを受けて早急

には考えてまいりたいというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  法律読んでくださいよ、開催の。議会開

催権利者として。緊急の場合とか３日でで

きるんですよ。それが議員の問題あるから

日程を詰めなあかん。町長の判断あるいは

管理者が判断したらできる問題ですわ。だ

から僕は大きなくくれば私の任期中とかい

ろいろなやり方あるからめどはどうですか

と言うてるんです。僕は何月何日と言って

ない。それはどうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  繰り返しになりますけれども、監査の結

果を受けて早急に進めてまいりたいという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  早急ということは、そうすると７月中と

いうことで理解してよろしいですか。私そ

こまで責める気はなかったんだけど。今、

６月２４日の監査の請求を見て云々という

話があるから、当然それやったら７月中と

いうことでよろしいですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  施設組合議会にはそのあたりにはやりた

いと、早急にということではやりたいと思
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っておりますけれども、それはやはりまだ

日程の調整ということもありますから明確

にはお答えはできません。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  だから僕は７月中かと聞いてるんです。

ということは８月には定期の総会あるでし

ょう、施設組合の。ありますな。それまで

とか言えるでしょう。それを聞いてるんで

すよ。何も何月とは言ってない。早急にや

るとも言ってない。だからその話は覚悟を

決めてるんですよ。どうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然ながらその８月議会の定例議会のそ

の前には当然やってまいりたいというふう

には思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  御静粛に願います。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  それは７月ですか。８月ですか。どっち

ですか。それなら答えられるでしょう。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ７月にはしてまいりたいと思っておりま

すけれども、まだ決まっておりませんので

明確にはお答えできません。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  もう、だんだん疲れさして、疲れさしの

判定負けですか私が。 

  次に、今、先ほど国の予算について、国

の予算のある間にいきたいとおっしゃって

ました。ところが先ほど総務部長の話では、

やっぱり厳しい報告を求められているよう

ですね。府に対して。府から。僕はこれ大

きな豊能町のマイナスじゃないですか。能

勢の風評被害も大きかったかもしれんけど、

大阪府とけんかしてどうなりまんねん。市

町村課長は変わってるかもしれませんけど、

町長が就任したときに大阪府に副町長を頼

みに行ったときも結局うそついてはりまし

た。あこの課長に聞いたらそんなことはし

まへんとかいろいろな話ありまして、私も

指摘したことあります。何回も何回もそん

なことをしておったら豊能町の格下がる、

下がってるか知らんけど、下がってまいま

す。前向きな姿勢なんか、あるいは方針な

んかできっこないですよ。国の金を借りる

とか国の力をかりなければできないんです

よ。昨年も１８歳の医療費のときに、余り

目立つことをしたらあかんでと。各市町村

ではやりとうてもできないことを、目立っ

たらあかんことも言いました。僕は少なく

とも町長がこの件に関して総務任せやなし、

町長がみずから府に出向いて皆さんの前で

釈明する気はありますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  この件につきましては、当然施設組合か

らも大阪府の環境部局とも話をしながら進

めていっているところでございまして、私

としましては今回は新聞に出たりでありま

すとか、いろいろ聞きにいかれる方もいら
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っしゃったということもあったのかもわか

りませんけれども、 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  わかりませんけれども、大阪府から今回

特殊なケースで要望を求められ、資料を求

められているような形です。本来であれば

こういった資料の請求というのはないとい

うことに私としては思っておるんですけれ

ども、ただ、大阪府との関係については当

然ながら補助金、そういったことは確実に

とっていきたいというような思いでありま

すから、その関係については私は崩れない

ようには進めているつもりでもありますし、

それは丁寧にやっているつもりであります。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  私は、総務部長が苦労してはりますやん

か。だからあなたが行きますかって、単な

るそれだけしか聞いてまへんねん。釈明に

行きますかと、それだけですわ。他人任せ

にしたらあかんって。施設組合やってます

と、こっちはこっちと。府とか市町村課は

はっきりいうて一部事務組合の局長に命令

する権限あるんですか。あるんですか。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  何で。ちょっと時間流れてるから答えさ

せてくださいよ。そのぐらい。 

○議長（岩城重義君） 

  イエスかノーかだけで。 

  田中町長。 

  イエスかノーかだけ。国へ説明するのか、

町長が。国やら府に。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  それにつきましては、より丁寧にするた

めに施設組合から環境を通し、そこから市

町村課にということでやってます。確かに

言われるように豊能町から、本来は豊能町

から市町村課に行く話でございますけれど

も、よりやっぱり丁寧にということで環境

部局を通じ、またそこから市町村課という

形でやっておりますので、我々としてはで

きる範囲できっちり丁寧には対応している

つもりでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１３時ちょうどといたします。 

（午前１１時４４分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、イノベーションとよのの一般質問

を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

５０分とします。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  こんにちは。イノベーションとよのの永

並啓です。それでは通告に従いまして質問

させていただきたいと思います。 

  まずダイオキシン問題についてでありま

す。私は処理できて本当に喜ばしい、今ま

での町長にも集まってもらって、それでも

う一大イベントのように万歳したいんです

よ。でも今議会って処理後の、処理した後

の初議会なんですよね。でも町長から一切、

報告ってないんですよ。これはどういうこ

となのかなと。長年の懸案事項が解決した

にもかかわらずです。議員から質問されて

ようやく答えるような感じですよ。その感
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覚が全く理解できないんですね。まずお聞

きしたいのは、処理ができましたと。ほと

んど報告されてませんけどこれまでの町長

とかには報告をされてるのかどうかお聞か

せください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  全ての町長に報告したというわけではな

いですけれども、全ての町長には報告はし

ておりません。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  その感覚がわかれへんのですよ。今まで

この問題っていうのは歴代町長がもうこれ

ばっかりかかって取り組んできた問題です

よ。それがようやく何らかの方向性、処理

したということになってますからね。そう

したらやっぱり、僕は礼儀としてというか、

これまでありがとうございましたと、一応

こういう形になりましたということは、一

部の町長というのは僕は変やと思いますよ。

これまでの町長に、携わってこられた方に、

こういうことになってますというのは報告

すべきじゃないですか。お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  これまで９人の。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  携わってるということですね。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  そういう意味ですね。そういう意味では

全員にはまだできておりませんでしたので、

報告ということもしてまいりたいと思いま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  僕それがね、豊能町の今の代表している

人の、人としての常識の感覚っていうのが

僕は大きくずれてると思うんですよ。それ

で先ほどの質問の、これまでの答弁聞いて

ても、何かひたすら隠そう、隠そう、隠そ

うとするんですね。隠せば隠すほど、どん

どん疑念ばっかり出てくるんですよ。私が

気になるのは、本当に処理されてるのか。

処理後の試験というのがちゃんと安全に処

理されたのかいうのを知りたいんですよ。

でも業者名は伏せてます。業者名を伏せて

もらってかまわへんのですよ、それやった

ら。処理した結果というのはありますよね。

日下町長が土壌を処理したときも、処理を

した後のものにさえダイオキシンの検査を

して、ダイオキシン本当にないですね、そ

ういう試験までしてるんですよ。だからそ

ういう試験をされてるかということをお聞

きしてるんですよ。それは出せないんです

か。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  それにつきましては処理をしたというこ

とで、マニフェストというものは出てきて

おりますので、施設組合議会のほうでスラ

イドという形ではお見せはいたしましたけ

れども、今現在、監査のほう、施設組合の
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監査によりまして、公開につきまして、今、

検証していただいているところでございま

すので、それを踏まえまして今後について

は考えてまいりたい。処理については終わ

っておりますし、処理確認についてはマニ

フェストで処理されたということはきっち

りと確認はいたしております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それともう１点は、豊能町からなくなり

ゃそれでいいのかという話ですよ。今まで

は、処理をするってなると一般廃棄物でし

たから、そこの処理先の住民という方は知

ることができたんですね。でも今回、同じ

ものであるにもかかわらず、一廃を産廃に

することでそこの住民の方は全く知らされ

ていない。どこで処理したかわからないで

すよ。でもこれっていうのはいずれ明らか

になる話ですよね。それを知ったときに、

そこに住んでおられる方はどう思われるか

考えたことってありますか。聞きましたよ。

どこかわからないけど日本全国の、まだ二、

三人ですけどね。電話して聞いたら。そん

なんしたらイメージダウンなるやろうとか、

大阪市内の友人からは、だから町はレベル

が低いねんって。そんなことするんやみた

いなことで笑われたりとか。九州の友人か

らは、今それどころじゃないと、こっちは。

いろいろな全国からいろいろな協力もらっ

ている中でそんな失礼なことするわけない

やろうと怒ってましたよ。周りに対する影

響というのはすごいイメージダウンになっ

てるんですよ。なっていくんですよ。だか

らそういうのを払拭するためにも、出さな

かったら出さないだけどんどん悪いように、

悪いように広がっていくんですよ。だから

早急に、私はもう出していただきたい。処

理をしたことを証明するマニフェストです

よね。それでちゃんともうダイオキシンが

ないという確認をしているということを出

さないと、それが明らかになったときに、

いやいや処理はしましたけども、見てくだ

さい。こういうふうに試験をしてますから

大丈夫なんですよということを言うことが

せめてもの相手の自治体に対する礼儀じゃ

ないですか。早急に本当にしていただきた

いと思いますよ。あとはもう委員会等でも

ありますから、その件についてはもうそち

らにお任せしますけどね。もう本当にきち

んとした答弁をされていないと、本当何の

ために議会があるのか。議員てチェックせ

なあかんのですよ。処理しましたけどそれ

は見せれませんというようなことをしてた

ら本当に我々要らないです。そこら辺もよ

く理解してください。 

  次に、特別職の選任方法についてお聞き

したいと思います。 

  副町長や教育長についてですが、どのよ

うに選んでこられてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  特別職、いわゆる副町長と教育長の２人

でございますけれども、副町長は町長の補

佐、教育長は教育委員会のトップ、こうや

って役割は異なりますけれども、それぞれ

の行政経験とか知識、豊富な方を選任する

ということを基本として選んでおります。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、お願いするというのは、それはわ

かってます。僕が必要やと思っているのは、
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豊能町のどういう問題を解決するために必

要な方をっていうのが僕は重要なのかなと

思っているんです。予算のときに、豊能町

には専門官おられますよね。徴収専門官、

危機管理専門官、安全管理専門官について

質疑ありましたね。総務部長は、具体的に

こういう能力に適した方を、来てください

ということを要請しているということです

けど、それは間違いないですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  専門官につきましては今おっしゃったと

おりでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それが普通なんですよ。誰かを呼んでく

るというのは、そこの役割があるからそう

いう人を呼んでくるんです。人事のことを

知らない方っていうのは、国や府から、す

ごい大きなところから来るとすごい人が来

られたんだなというふうに感じられる方も

おられますけど、それは違うんですね。民

間企業が子会社などに人を出す場合という

のはどういった人かを考えればわかる話で

すよ。にもかかわらず、豊能町の経営的な

中心、中心的役割を担う副町長や教育長っ

ていうのはそこら辺を具体的に出してない。

漠然としたことでしか言ってない。僕はそ

こはもうちょっと町長のビジョン、豊能町

のビジョンを示して、これを解決するため

に、これを進めるためにっていう必要な人

というのを呼んでくる必要があると思いま

すよ。そこはいかがお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然ながら、いろいろまちづくりについ

ても話をしながら、共感する部分も当然あ

りましたので、この人ならということで選

ばせていただいたといったところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、本当に漠然としてるんですよ。そ

れは町長、副町長、教育長の仕事は全体の

ことを見ることですから漠然としてるのは

わかります。でも町において豊能町の抱え

る問題ってありますよね。そういった問題

に適した人、問題を解決してきた人、そう

いった人を私は選ぶ必要があると思うんで

す。実際に教育長は３月の予算審査のとき

に、３年たってようやく豊能町の現状がわ

かってきたと。それでこれから今年度ビジ

ョンなりを考えるって言われてますけど、

こうなんです。外から来られると、これは

教育長の問題だけじゃないですよ。ほかの

ところから来られると、そこの現状把握に

時間がかかるんです。通常の任期でしたら

４年ですよね。４年で３年を現状把握に使

って残り１年なんです。これほど無駄なこ

とはないんですよ。だから私はもうちょっ

と、これはもうビジョンがなければ何も話

にならない。だから私は常に町長が就任し

て以来ずっと、まずはビジョンを出してく

れということを言ってますけども、ちょっ

とあさっての方向の回答をされています。

そこは本当に、教育のまちという漠然とし

たことではなくて、具体的にどこに力を入

れるのか、どういった教育のまちにするの

かを明確にして、他市町村でそういったこ

とを解決した実績のある人に来てもらわな
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いと、そういったことが進まないというこ

となんですよ。 

  そこで一つ提案したいのは、副町長、教

育長のポジションの方を日本全国から公募

したらいかがですか。公募することでいろ

いろな人材が集まりますし、一番いいのは、

こちら側の町長の立場の人が選ぶことがで

きるということなんです。でもそれはもち

ろん町長に、どういう問題があるか、どう

いうところを解決したいかっていうのを具

体的に持ってないといけないですけど、公

募をすればそういうふうに選ぶ権限がこち

らに与えられるんです。そういったことは

どうお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  公募といった考え方もあるでしょうけれ

ども、先ほど言われたように豊能町の実情

をよく知っていただいている方を選ぶとい

うこともいろいろな視点もあります。外部

の視点もあります。そんなことも総合的に

判断して、今のところは公募ということは

考えておりませんでして、私がこの方とい

う方について選んでいきたいというふうに

思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  多分あなたに言っても基本そうだと思い

ます。ビジョンが示されたことはないです

から。そこは本来そういうふうに、実際、

上の組織から来る。どういう人がいいとい

うことを多分言われてないと思いますよ。

具体的にですよ。漠然としたことやったら

多分文科省にいる人なら全部そうですよ。

教育に携わっておられる方、全員そうです

よ。でもその中でも特化した人、それを解

決してきた人っていうのはいると思います

よ。日本全国そういう方がいっぱいおられ

るんで、そういった方にスポットをピンポ

イントで当てて、大都市ではそういうこと

をしてるんですよ。そういったことが僕は

必要になると思いますので、僕は次の町長

にそこは期待したいなというふうに考えて

おります。 

  次に進みます。 

  私は以前、２年ほど前に、その授業料で

すね。教育費の無償化ということを提案し

てまいりました。この背景は、本来子ども

というのは家庭環境で教育を受ける権利が

損なわれるべきではないと考えるからであ

ります。このときに、いずれ国も少子化の

影響もあるから考えてくるだろうというこ

とを言っていました、言いました。それで

そういったときに豊能町が取り組んでおけ

ばモデルケースになって、全国的にも教育

に力を入れている町としてＰＲすることが

できると言われました。そうしたら実際に

大阪市が５歳児までの無料化を実施するよ

うになってます。国においても、少しでも

教育環境を改善するために、奨学金、給付

型の奨学金というものを検討しようとして

います。この点に関して我々の会派イノベ

ーションとよのでは、奨学金を活用した学

生について、高校や大学卒業後、一定期間

豊能町に住んで、住民税を払った方には奨

学金の返還を不要にすることなども提案し

てきました。当然実施されてはいないんで

すけど。いろいろこちらから議員からいろ

いろアイデア出してるんですよ。でも実施

しないと意味がないんです。教育のまちと

言うだけで、教育環境すばらしい。先ほど

の井川議員の質問にも答えてましたけど、

もうわかり切った豊能町の魅力というのは
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いいんです。それで来ないじゃないですか。

現実的に町長になってどんどん人減ってお

るじゃないですか。そうしたらその魅力じ

ゃあかんということです。そうしたらどん

どん手を打っていかないと。その策がほと

んど、全くと言っていいほどないんですよ。

それで具体的に大阪市はそういう無償化を

提案してます。このことによってますます

大阪市の人口というものはふえていくかと

思いますけど、豊能町はどうお考えかお聞

かせください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  いろいろな策というのはあろうかと思い

ます。我が町につきましては、平成２７年

から医療費について、子どもの医療費につ

いて高校卒業までということで、これは大

阪府下でもトップレベルということではや

らせていただいたところでございます。で

すのでそれぞれの町、それぞれの町で必要

なこと、そういったことは取り組まれると

いうことで、他都市はそういったことをや

られてますけれども、我が都市といたしま

してもそういったことは府下のトップレベ

ルということでもやらせていただいており

ますし、そのほかについてもやっておりま

す。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いいんですよ。何も無償化を悪いと言っ

てないんですよ。それも我々要望したこと

ですから。でもそれだけで来るっていうこ

とないんですよ。それで、じゃあふえたん

ならいいですよ、人口が。実際ふえてない

ですよね。そうしたら、二の手、三の手で

どんどん入れていかないと。アイデアがな

いとできませんよ。これでだめなら、これ

だけで来るなんてことないんですよ。その

施策一本で。それで成果が出なかったら次

の施策、こっち、今度はこっち側からいろ

いろなことを取り組んで、ふえる結果ふや

すようなことがなる、結果として見えるま

でそれをしていかないといけない。でも何

か町長は１個したら、もう２年前、昨年度

ですよね。したことをずっと今でも、それ

をしました。それだけなんですよ。やっぱ

りその姿勢やと豊能町どんどん人口減りま

すよ。結果減ってるんですから。そこは本

当に考えていただきたいと思います。 

  続きまして教育問題に移ります。現在、

野間口スポーツセンターの運営について公

募をされていますが、もし応募がなかった

らどうされるのかお聞きします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  野間口青少年スポーツセンターにつきま

しては、財政健全化プランに上げられてい

るとおり、住民団体による自主運営を目指

して準備をしているところでございます。

町報６月号等、また自主団体。 

（発言する者あり） 

○教育次長（板倉 忠君） 

  はい。済みません。実施団体がもしなか

った場合には、財政健全化プランにのっと

り条例を廃止し閉鎖することになるかと思

います。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そうなんですよね。普通、入札なかった

ら、条件を緩和したりとか変えたりとかし
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て再度入札とかしますよね。なぜそれをさ

れないのか。例えば今は電気代から全部負

担するような形の応募要領ですよ。でもそ

れを、それだとまずは最初のハードルにし

ては高いなと。運営がいきなりうまくいく

かもわからないのにと。そしたら今度は入

札がなかった、応募がなかったんやったら、

まず最初の数年は電気代とかの負担はいい

ですよと。でも軌道に乗ったら支払ってく

ださいねみたいな、そういった取り組みが

僕は必要なことじゃないかなと思いますけ

ど、どうしていきなり廃止ということにな

るんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今回この公募を６月号でさせていただい

たんですが、それまでにいろいろな形で検

討しました。野間口青少年スポーツセンタ

ーにつきましては管理費もそんなにかかっ

ているわけではないんですが、その管理費

をも財政健全化プランにより削減するよう

にという指示というかプランでしたので、

それを検討しました。その結果、今回の公

募になったんですが、もしなかった場合に

条例を廃止し閉鎖することになるんですが、

有効に使える方法はないかというのは今ま

で教育委員会として管理してまいりました

ので考えていきたいかなと思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ほかの件では入札で応札なかったら緩和

するんですよ。してるんですよ。だから何

でこれだけされないのかが僕非常に疑問な

んです。だからそこの姿勢で、本当に残し

たい、何とか子どもたちに残したいんだと

いう教育委員会の姿勢というのが本当疑わ

ざるを得ないんですよ。このグラウンド使

ってるのってほとんど子どもたちですよね。

教育委員会は言われて、財政健全化で言わ

れたとしても、何とかそれを利用者を守る

ために、いかにしたら利用を守れるのかと

いうことを視点に考える必要があるんじゃ

ないですか。その交渉をしないと、財政の

ほうと。言われているから電気代も負担し

ないでこのままでいきます。応札が、応募

がなかったらやめますというのは、もうち

ょっとそれで教育のビジョンを考えるって

いったって、もうそんな上べっ面の、言わ

れたままのことを書くだけでしょうという

ふうに思えてしまいますよ。こういったと

ころに何か姿勢が見えるんですよね。 

  それでもう１点、この財政健全化推進プ

ランのこの出されている町報「とよの」の

５月号ですよね。ここに、今応募している

のにもかかわらず、２８年度中に廃止予定

って書いてるんですよね。ここにね。これ

どういうことですか。応募してるんでしょ

う、今。応募したら廃止じゃないですよね。

にもかかわらず、こういうことが書かれて

いるというのはどういうことか。お聞かせ

ください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  その廃止というところは、今回公募をか

けてるんですけれども、形としましては、

社会教育施設としての条例を廃止し一般財

産にして運営をお任せするという形になっ

ております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そんなの誰もわからないですよね。ここ
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に書いている１行は、２８年度中に廃止予

定しか書いてないんですよ。現在の状況が。

これで本当に今言ったこと伝わると思って

いますか。お答えください。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  財政健全化プランの一番の趣旨は、野間

口青少年スポーツセンターに管理費かかっ

てるので廃止しなさいということでありま

す。ですからそうならないようにというこ

とで自主運営の団体を探しているというと

ころが、教育委員会として公募していきた

いというところなんです。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  違う。今、公募を現にしてるんですよね。

応募、利用してくれる団体を探してるんで

すよね。じゃあその人たちがこれ見たら、

あれ、何かな、こちらで利用者団体を応募

してるのにここでは廃止ってなってるよっ

て。ここに括弧書きでも今言われたこと、

応募があったら存続ですとか書いてたら別

ですよ。ここに書いてる１行というのは廃

止としか書いてないんですよ。ここら辺の

感覚ですよ。そこをどういうふうになって

るのかというのを聞いてるんですよ。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  答えになるかちょっとわからないんです

けれども、プランには２８年度で閉鎖とい

うのがありますから、それは閉鎖予定って

書くのは問題ないと思います。しかし一方

で、自主運営の団体があったら、それでそ

の形で存続していきたいという両方持って

いるということでありまして、その予定と

いうのは間違いないことなんです。２８年

度で閉鎖するという方針があるんですから

書くんです。しかしながらそれと同時に、

要するに公の条例の伴う、条例設置のもの

は閉鎖というのはこれはもう決めて動いて

いるわけですから、予定と書いても特に問

題ないと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  僕それで本当に教育者かと思いますよ。

人に、相手に言葉を伝えないかん人がここ

の１文を読んで、１００人に聞いたら１０

０人の人が全部廃止って思いますよ。一方

で応募してるんですよ。それで条例は廃止

だから問題ないんだと。もう教育者じゃな

いですよ。行政マンみたいな答弁じゃない

ですか。本当それが、すぐに訂正文か何か

入れないと、今、応募を考えている人もこ

れ見たら応募しないですよ。何のための応

募なんだと。廃止ってここに書いているじ

ゃないかと。条例は廃止だけどこれから応

募があったら一般の方で利用してもらうな

んてことはここからは全然読み取れないん

です。そこはもっと慎重になっていただき

たい。ぜひともそこを、本当、感覚を疑っ

てしまいますからよろしくお願いします。

もしお答えあればお願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  応募がなければ、その辺の不備、不備と

いいますか、表記が十分ではないのではな

いかということに対しての御指摘について

は真摯に受けとめることにしたいと思いま

すが、本質的に２８年度末で条例を廃止す

る方針が出ていて、そして廃止予定である
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と。同時に最大限生涯学習課のほうですけ

れども、生涯学習課のほうできちんと公募

の手続というものを丁寧にとってるという

ふうに私は思っております。つまりそちら

の情報もきちんと出してるということがあ

りますので、そこについては不備があった

かもしれないけれども、教育行政のトップ

としては生涯学習課を含めて真摯に対応し

ているというふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  その感覚が本当理解できませんよ。一方

で応募して、これは法的に問題ないからっ

て。本当に教育者かと思いますよ。本当残

念ですよ。 

  続きまして、ユーベルホール。館長を置

いて２年経過してますけど、現時点での評

価。これは館長の力量という問題とは思っ

てないんですけど、余り変化がない。入場

人数とかについてですね。そうしたら今後

どうされるのかについてお答えいただけま

すでしょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  館長を置いて３年なりますかね。の間で

当初と比べますと利用者数は若干増加傾向

にあるというふうに思っております。自主

事業につきましては、余りそれも数がそう

変わったわけじゃなくて、昨年度は２６年

度は大分ふえたんですけども、２７年度は

若干また減りまして、補助金等の関係があ

りまして。ただ、簡潔明瞭にいきますと効

果が出ていると教育委員会としては考えて

おります。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今の状態だったら、またいずれ廃館論て

出てくるんですよ。だから僕はその館長を

置くときも、まず豊能町の文化の方針をつ

くった上で、それに基づいてそれに適した

館長を選べ。もう全て言ってること一緒な

んですよ。まず根本的なビジョンがあって、

それにビジョンを達成するために必要な人

を据えなければいけないと。それで今、館

長のほうから、たしか就任直後ですよね。

文化の、そのユーベル活性化の案が出まし

たよね。それで、僕そのときも、教育の、

豊能町の方針を出してくれと。そのとき教

育長は必要だとおっしゃられましたよ。い

まだに出てきません。その出ない理由は何

ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  教育委員会としましては、豊能町の教育

指針の中に４点上げておりまして、教育委

員会の文化振興の方針としてさせていただ

いております。その中に活動の場の提供と

いうことで、ユーベルにおいては貸館事業

を充実させようということで、リハーサル

室等の利用者がふえているかと思っており

ます。 

  また、すぐれた芸術分野に触れる機会の

提供ということで、教育委員会としては限

られた財源の中、現在は提携してますオオ

サカンの事業、これは結構満席近くなりま

す。それと地域の方の御協力を得ながら実

施しております。 

（発言する者あり） 

○教育次長（板倉 忠君） 

  済みません。教育委員会としましては、

教育指針の中で四つ、活動の場の提供、芸

術文化のすぐれた提供、モチベーションの
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向上、文化財の保護活用というのを大きな

柱としてやっているところで、これの具体

的なところまではまだ町としては出せてな

いかなと思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこをつくらないと、多分、教育長次長

が文化関係者の方と話をされているのも知

ってますよ。でもそういった方たちは廃館

という意識はないですよ。でもほかにこれ

から財政難になって、いろいろな行政サー

ビスが削られていってしまうと、じゃああ

のユーベル、毎年ほっといても三、四千万

かかるじゃないかと、まずそっち削れよと

いう声が出てくるんですよ。だからそのと

きのために、そうさせないスタンスで教育

委員会は動かないといけないんじゃないで

すかと。そのためには豊能町一度、今ユー

ベルを利用されてない方も含めて、豊能町

の文化をこうしていくんだということを全

町的に一度知らしめて、使ってない人にも

知らしめて、それで文化行政をすることに

よって健康の面でもこういった効果がある

よとか、子どもたちに文化意識をこれだけ、

触れさせて培うことができたよとか、そう

いったことを常に日ごろから準備しておか

ないと、そういった議論が確実に出てきま

すよ。だから、僕、残念な答弁ですよ。町

としての方針はまだ出てないと。それがな

いと何も進まない。今言われたことってい

うのは基本的に前からされてることにちょ

っとイベントが変わっただけで、僕は抜本

的に運営の方法なり住民にどこまで参加し

てもらえるのかを含めて。それでよく橋本

議員が言ってるように、ふるさと基金を使

って、ユーベルの運営ということに特化し

て、そういった寄附金を集めたりとか、そ

ういった友の会的なものをつくったりとか、

そういったできることっていうものをして

いかないと、いざ廃館論が出てきたときは

もう遅いですよ、今度は。だからそういっ

たことを常日ごろからぜひともやっていた

だきたいと思いますけどいかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  以前、ユーベルホールは本町の文化のシ

ンボルだというふうに答弁したことありま

すし、教育長として、町として文化の方針

を定めていく必要があるのではないかとい

うようなことも答弁させてもらいました。

今おっしゃったことはそのことだと思いま

す。それで、教育委員会とすると社会教育

を担って文化行政を担ってますから、教育

委員会としての方針、これはきちっと持っ

ているつもりであります。今後、町長が豊

能町教育大綱というものを決めていくこと

になります。私はこの教育大綱は教育行政

大綱だと思っています。ですから文化行政

も含めた大綱がつくられていくと思います。

現在、大綱の骨子がまとまりつつあります。

その骨子に私どもの教育委員会が掲げた方

針のアイデア、考え方が盛り込まれており

ます。よって、教育委員会の今までの方針

というものを十分にしんしゃくしていただ

き取り入れてもらいながら大綱ができつつ

あるものというふうに私どもは考えており

まして、今後、町長部局のほうと文化行政

の方針という観点からきちんとしたものを

つくり上げる、そうした取り組みはしてい

きたいと思っております。どうぞよろしく

御支援のほどお願いします。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  もうとりあえず大規模改修というものは
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先送りされて、多分財政のほうなんかはも

う必要なところを改修という。お金をかけ

ないようなスタンスに移動してますよね。

やはり教育委員会としては、そういったこ

とはいずれ、過去に示されたんだから、い

ずれそういった大きな成果が上げれなかっ

たらまたいずれそういうのが出てくるって

いう危機感を持って対応しておかないと。

それが、文化というのは見る人だけではな

くて、それを見ることで健康の増進にも効

果っていうものいろいろ、附帯的な効果っ

ていろいろあると思うんですよ。だからそ

ういったところを今のうちから調査してお

かないと、単年度だけで調べたってデータ

として成り立たないですよ。この年はこう

でした。１年間かけて触れた人はこういう

形になりましたとか、子どもの意識こうだ

ったけど何年後かたって豊能町のユーベル

でこういう文化を見ることによってこうい

った意識が高まったとか、そういうのは時

間がかかるんですよ。そういったデータを

常に集めておかないと、確実にそういう廃

館論が出てくるんで、ぜひともそういった

準備をよろしくお願いしたいと思います。 

  続きまして、３月議会でも質問しました

けども、ひかり幼稚園での公金に対する意

識についてですね。３月議会の答弁では、

精算しようと思っていたが忘れてたという

ことでした。しかし実際は、他の未精算の

費用があったので相殺しましたということ

で言われたんですね。そこの点は確認して

いただけましたでしょうか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今回、今、議員の後指摘の点につきまし

ては、退園という手続をとられたというと

きに、その金銭の明細をきちっと提示をし

て精算すべきというところが怠っていたと。 

（発言する者あり） 

○教育次長（板倉 忠君） 

  はい。怠っていたということで教育委員

会としては把握しております。そのときに、

園とその方とのお話の中にあったのは、相

殺でという発言をしたというところなんで

すが、これについては園のほうが、今言い

ましたようにきちっとした金額、１円まで

ですよね、の金額を把握した上での話では

なかったということで今の教育委員会は把

握しておりまして、それをきちっとすべき

であるというふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  僕、何でこれ質問するかっていうと、微

妙なうそつくからなんですよ。精算を忘れ

てたというのと相殺してしまったというの

では、多分違いってないと思うんですよね。

どちらも今後気をつけますみたいな感じで

終わると思うんですよ。でも想像するに、

この件が発覚したときに言われたんです。

その相殺しますって。いやでもそれって相

殺したらこっちが払わないといけないです

よって言われたんで、僕が、それはそんな

ことをしていいんですか。そうしたら公金

についてどう処理するんですか。不足分は

どう処理するんですかっていうことを言わ

れたから、その精算手続はまだしてないと

いうような形にされたんだと思います。ど

ちらにしてもその微妙なところの、何か守

るためのうそをつくという姿勢が僕は許せ

ないんですよね。実際、もしその手続をさ

れたっていうんであれば、当初はこちらが

支払うと言ってたんですよね。支払わない

といけない。でもよくよく精算してみると、

実はこちらに返さないといけないというの

がわかったんですね。でもそれっていうの
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は、それが事実だとすると今度は精算の能

力。精算したにもかかわらずそこが間違っ

てた。２度の精算をしているということに

なるので、そこら辺は僕はしっかりと押さ

えておいていただきたいと思うんですよね。

そこだけ御指摘してこの質問は終わりたい

と思いますよ。 

  それとこの件でもう一つの課題は、教育

委員会の調査能力のことなんですよ。だか

ら客観的な状況とかも考えず、何かどちら

かというと言われたことをうのみにしたよ

うな前回答弁されてるんですよね。こちら

はどうでしたというの。やはり調査という

のは両方から聞いて状況を確認して、こう

やったらやっぱりそこ違うよねっていうよ

うなことを、やっぱり中立的な立場で指導

していかないと、それはもう自浄作用とい

うのがなくなることになるので、そこはも

う本当気をつけていただきたいと思います。 

  それで、この発端となった事件について

はまた質問しますけどね。舛添知事が今、

連日報道されてますよね。辞任することに

なりましたけども。これって答弁がころこ

ろ変わっていくっていうことが信用ならな

いというふうに指摘されてるんですよ。テ

レビでも元検事の弁護士さんが、被告がこ

ろころ証言を変えるっていうことは、明ら

かにうそをついている。そういう客観的、

調査というのはそういう状況というのがあ

るんですよ。でもそういった状況を、そう

いったその証言が変わるっていうことはそ

ういったことだっていうのを踏まえて調査

のほうに入らないと、何が何でも身内を守

りたいというのはわかりますけど、やはり

指導するとこは指導するというスタンスを

持つことが、持たなければ教育委員会の存

在意義というのが僕はなくなると思うんで、

これは指摘にするところでとどめておきた

いと思います。 

  続きまして、これも以前からの質問なん

ですが、子どもを不審者から守るために、

東ときわ台と東能勢小学校ですね。ミマモ

ルメということを活用し、学校へ子どもた

ちが入ったかどうかの確認をできるように

してますけども、これを踏まえて、ほかの

学校ではどうされるおつもりかお聞かせく

ださい。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  平成２５年度にこういう企業からの御提

案があって２校が実施しました。そのとき

にはＰＴＡ等も御相談させていただいて、

そういうところでの、教育委員会として判

断でなくて学校ＰＴＡの中での判断でさせ

ていただきました。ただ、今のこういうい

ろいろな問題が起こっている、子どもの安

全確保という点においては、やはり必要な

部分はあるのかなと思っておりまして、今、

そのとき提案あって今町でやっております

業者に、教育委員会としてやりたいと、だ

からどれぐらいのお金がかかるのか、また

実現可能なのかということを、今、相談を

して見積もり等を上げてもらうようにして

おります。もしできることならしたいなと

思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも、子どもの安全にかかわるもん

なんで。どこでそれは、豊能町だから安全

ということはないんですよ。どこだって、

どんな田舎町だってどんな事件に巻き込ま

れるかっていうところわからないんで、で

きること。これだって設備はある程度一定

の設備は導入したら、あと利用するしない

というのは親の判断なんですよね。親の負
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担なんですよ。それっていうのはこれから

の行政サービスの基本なのかなと。できる

環境はするけれどもその利用料まで全部負

担するわけじゃなくて、そこは一部は持っ

てくださいねと。そういうことをしていか

ないと、全部行政の負担で運営することは

できないと思うんで、今の答弁を聞いてそ

れが実現できたらなということを期待して、

これはまた再度、後日質問させていただき

たいなと思います。 

  続きまして、小中一貫教育等の充実につ

いてですが、きのうの全協で答申が出され

ましたが、僕は正直この１年が何だったの

かなというふうな感想を持ちました。多く

の方だと思いますけど、もっと具体的なも

のが示されるのかなと思っていました。だ

から９月まで、私が福祉教育常任委員長だ

ったときに、答申が出てからやったらもう

具体的な形が決まってるやろうから、何の

意見を出しても反映されないから、それま

でに委員会としてこんな意見がありますよ

ということをとりあえず出してみようとい

うことで、何回か委員会を設けさせてもら

った経緯があります。途中からなくなって

しまいましたけど。というのがあるので、

本当に今回の答申を見て、あ、これからよ

うやくビジョンをつくるんだと。じゃあこ

の１年というのは、先ほど、先日次長もな

めたようなと言われましたけど、僕はそこ

は本当に残念ですよ。やっぱりもうちょっ

とスピード感というのを持ってもらいたい。

それで、これのやっぱり考えてる議論され

たメンバーというのが、やっぱり豊能町の

身内だけなんですよね。これだけ小中一貫

って日本全国でされてるにもかかわらず、

そこの声っていうのが本当入ってないんで

すよ。だからバスのことがデメリットに入

ってるんですよね。僕は正直言ってこれか

らはバス通学というのは必要なのかなと。

今まで起こっている、子どもたちが巻き込

まれる事件て、集団登校してるところに車

が突っ込んだとか、退園して１人になった

とこをさらわれたとか。だからそういった

とこを防ぐには、やっぱり学校の中は安全

だけど通学はもうバスですることによって

安全を守っていくというような時代に残念

ながらなっているのかなという感じを受け

てるんですよ。だから僕、全然デメリット

と思ってないんですよ。でもこの中で議論

されてる中ではデメリットという形になっ

てるんですね。やっぱりそれはもっと、能

勢でも何台もバスをしていろいろなところ

から呼んでますよね。何台のバス、遠くの

地域からも来るようにしてますよね。そう

いったとこの事例というのはもっと検討し

ないといけないと思いますよ。 

  それでもう１個問題なところが、教師が

減って活性化しなくなるなんてことを書か

れてるんですよね。そうしたら小中一貫校、

再配置などしたところは活性化してないん

ですか。僕それってしてるところにすごい

失礼なことやと思いますよ。だって既にそ

ういった問題というものはどこだってあっ

たはずなんですよ。学校を閉じる、一つに

集める。そうしたら教員の人数は減る。そ

うしたら活性化しなくなるっていう発想自

体が僕はおかしいと思う。そこを活性化し

なくなるような対策を多くの自治体がとっ

てるんですよ。でもそこも全くそういった

ところにも聞いてないんですよね。メンバ

ー見ると全員豊能町内の学校関係者と保護

者。やっぱり、井の中の蛙なんですよ。豊

能町の中で豊能町いいとこでっせって言っ

ても、ついてけないですよ。周りどんどん

進んでますから。やはりそれはもうちょっ

と、これからビジョンつくるんであれば、

もっとそこを先進的にしてるところが現に

たくさん、１校とか２校じゃないんですよ。
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もう近隣でも能勢もして箕面もして、いろ

いろなとこがしてるんだから、豊能町どっ

ちかっていうとおくれぎみなんです。そし

たらそこにもっと聞いていただくことが必

要かと思いますけどもどうですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  本当に勉強が必要やと思っております。

今回の委員の中に学識経験者ということで

２人の大学の准教授の先生入っていただい

ております。１名の方は兵庫県のほうで小

中一貫にかかわってこられた先生で、もう

１名が京都のほうで小中一貫を推進されて

きた教育委員会の関係をされた方です。そ

ういう方にお願いしまして、今回音頭とり

というか座長をしていただきました。今年

度はその方々にその議論の場を聞いていた

だいておりますので、その議論を受けた上

での研修を教員等に実施していただくとい

うことで今進めております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  方法についてはとやかく言うつもりない

ですけど、圧倒的に、学識経験者といった

って、この何十人いる中で２人だけですか

らね。やっぱりもっとそこに、半分ぐらい

は、あの答申の中で答申に書かれているよ

うに、デメリットのほうが多いような形で

書かれてるんですよね、項目の中では。メ

リットとデメリットとして。もうこんな時

点であり得ないですよ。それで小中一貫の

教育というのは必要なんでしょう。中１ギ

ャップを解消するということは、もう既に

学校を再配置するまでもなく施設分離型で

もされているところっていっぱいあります

よね。そうしたらそこはまずすべきじゃな

いですか。どうですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  豊能町はこんな小さな町ですので以前か

ら小中の連携、一貫ではないんですけど連

携ということでとても進めてまいりました。

その中で今回その委員会の中で話されたの

は、中１ギャップとか一般的に言われてい

ることは豊能町には余り当てはまらないな

ということでした。不登校でありますとか

そういうことについて。ただ、豊能町の教

育を今後充実させていくためには、やはり

小中９年間、また幼保を入れた１５年間の

教育をやっぱり見通したビジョンを持って

進めるべきであるという御意見を賜ったと

思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  やっぱりそこは実際に小中一貫をしてい

るところ、中１ギャップを解消しているた

めにしているところを見ていただきたい。

中１の先生が小６の授業を受けることで、

見ることで、ここまでしてるんだと。そう

いうことを改めて知ることができた。でも

今はされてないんですよね。小６の先生が

中１のところを見にいくとか、そこまで徹

底したことをされてないはずですよ。だか

らそこは実際にやってみてから。何も施設

ができるまで小中一貫的な教育できないわ

けじゃないんだから、分離型でも十分、教

師の交流でスムーズな教育ってできるわけ

ですから、そこはもう早急に、何度も言っ

てますけど、そこの部分だけして、すれば

また豊能町ならではの問題が出てきますか

ら、そうしたらそういったことで次に生か

していただきたい。ぜひとも早急にすぐ進
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めていただきたい。 

  それで今、お言葉で、保幼小中というこ

とを言われました。でも豊能町そうなって

ますか。幼稚園、続けていくつもりなんで

すか。そうしたら幼稚園の人材ってほとん

ど採用してないですよね。その中で今後も

幼稚園を公立でやっていくという、その言

ってることと実際の人の配置というのを見

ると、これはいずれ今の人退職してったら

とりあえずやめるんだなとしか見えません

よ。そこは、もし続けるっていうんだった

ら定期的に若い人を入れるというようなこ

とをしないと、僕はもう合ってないと思い

ますよ。それもしないで続けていくんだ。

じゃあどうやって続けるのっていう話にな

りますよ。僕はそこはもうちょっと慎重に

考えられたほうがいいと思います。 

  それでこのまま、幼稚園の民営化につい

てですね。私はもういろいろ聞きました。

調べました。僕も以前は幼稚園公立のほう

が質がいいと思ってました。でもそれが思

い過ごしでした。勘違いでした。いろいろ、

大阪府にも行き、現状の他市町村の方にも

聞いたところ、今は安いから公立、質が低

くても公立という方は非常に多いんです。

でも私立に行かすとでも高いよね。高いけ

ど質がいいから行かすよねっていう人と、

だから今、昨今の大阪府の事情っていった

ら、岸和田かなんかは５校ぐらいあった公

立幼稚園を４校民営化して１校だけ残して

るんです。１校残してる理由は、安くても

行ける人がいるため。それで箕面なんかは

徹底して公立をなくしたいというのがうか

がえますから、私立のほうにも補助を出し

て、公立と同じ金額で１万円で行けるよう

にしてるんですよね。そうしたらほとんど

の人が私立に行くわけですよ。そういった

世の中の事情があるわけですね。私立のほ

うが意識が高くなってる。そういったこと

を考えると、豊能町の中だけで、それで豊

能町の公立はいいんだって言ってても、そ

れはやっぱり現実を見ないと。現実見て他

市町村、特に北摂の地域の方は、すごいそ

ういう、豊中とかの方は幼稚園の毎月の費

用が何か２万とか３万の意識を持ってはる

ということも言われてましたよ。だからそ

ういう高い意識を持ってはるんで、その分

を例えば負担したとしても、国からの補助

金がありますから、民営の幼稚園には出ま

すから、それで１万円ぐらいで運営をして

いくことは可能なはずなんですよね。だか

ら僕はこれからはそういった民営化という

ことが必要だと思いますけどいかがお考え

ですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  お答えします。 

  幼稚園、保育所、こども園の正職員の数

の問題ですが、クラス担任といいますか、

そのクラスの担当する責任者を正職員で当

てています。子どもが減ってきたもんです

から。 

（発言する者あり） 

○教育長（石塚謙二君） 

  いいですか。申しわけありません。子ど

もが減ってきたもんですから正職員をとら

なくてもクラス担任間に合ってきたという

のが正確な言い方なんですね。ですから正

職員を積極的に取らなかったではなくて、

クラス担任が必要な分だけいたということ

が一番大きい。 

（発言する者あり） 

○教育長（石塚謙二君） 

  やってません。非常勤ではやってません。 

（発言する者あり） 

○教育長（石塚謙二君） 
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  非常勤は採用してますが、町としてクラ

ス担任はちゃんと正職員を入れようという

考え方で来たということです。ですから正

職員をとらずしてこれまでなってきたわけ

です。しかし、今後子どもが減少、それか

ら職員の退職等々さまざまなことがあると

思いますので、今おっしゃったことも参考

にしながら、今後どのようにこの本町の幼

児保育教育をどのようにしていくのかとい

うことは、町としての課題だと思いますの

で、その辺は考えていく必要があるかなと

教育長としては思っています。 

  一方、一つだけ。幼児保育教育の質とい

う問題は公立私立関係なく、それはいいと

ころもあるし非常に難しいところもあると

いうことがあります。ですから一概に公立

がいい、私立がいいとは言い切れません。

問題はどちらであれきちんと質の高い保育

がなされ、そして小学校等との連携がうま

くなされることが重要である。こういう教

育論を持って対応する必要があると考えま

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ４番・イノベーションとよのの橋本です。 

  冷静に質問いたしますので、理事者の皆

様にははっきりとわかりやすい、前向きな

答弁をよろしくお願いしたいと思います。 

  まず最初に、質問に入る前に、東京都で

は舛添都知事がみずからの政治資金の問題

等で真実を語らず、みずからのことを第三

者にゆだね、関係者の氏名を明かさず、後

手後手の対応となって、最終的には辞任に

追い込まれているというふうな都知事を見

て、同じ組織のトップとして町長はどのよ

うに感じておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  感想を言ってください。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  舛添さんの件については、私ども公金の、

要は私的な利用もしくは行き過ぎた出張、

そういったこと、それとあと、政治資金、

そういった話があったということで、今回

このようなことになったというふうに思っ

ております。ですので、そういった今の政

治資金もしくは過ぎた出張とか宿泊、そう

いったことというのは私は当然やっており

ませんけれども、厳に慎むべきことではな

いかというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  サービスの回答ありがとうございます。

私、今回この舛添さんの報道を見るたんび

に、このダイオキシン汚染物の処理に係る

町長の議会への対応と都知事の一連の議会

への対応というのが重なってしゃあないな

という感じするんです。ただ、それ以上言

うつもりはないけど、田中町長においては

都知事のようにうやむやにせずに、明確に

誠意ある対応をぜひともお願いしたいと言

いたいためにこの質問をしたので御容赦く

ださい。 

  それでは質問に入ります。 

  まずダイオキシン汚染物の処理について。

この点については先ほど福岡議員からの質

問もありましたし、また今後、常任委員会

でやっていくということもありますので、

相当割愛をしたいと思いますけども、まず

長年の本当に課題であったダイオキシン汚

染物の処理については、処理が完了したと

いうことであれば本当にうれしい、喜ばし
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いことだというふうに認識はしてます。こ

れは町長と私も一緒です。しかし、町長の

説明不足によっていまだに喜べないという

現状があるというのも事実だと思ってます。

私も支援いただいている方から、ダイオキ

シン処理できたんやなと、もうこれ以上し

ょうもないことを突っ込むなよというよう

な声もいただきました。けど、私はその方

にも申し上げたけど、いやちゃうと。しっ

かりと行政からその説明があれば問題ない

けども、今は余りにもうやむやにし過ぎや

と。だから申しわけないけど私はしっかり

と追及しますよと、それが議員の使命やと、

それをせんようやったらもう議員は要らん

というふうに言うたし、それやったら私は

もう議員やめますというふうに言いました。

やっぱりそんなこともあって、これ町長が

いろいろな思いを持って処理をしていただ

いたということはありがたいことやけど、

だからこそ、いうたら非常に喜ばしいこと

やのに、余りにも隠し過ぎてこんなことに

なってるというふうに思いますけども、今、

私が、ほかの議員もおっしゃってました。

町長に対して好意を持ってるというか、し

っかり応援している井川さんですら喜べへ

んと言うてるんですよ。それ含めてなぜ喜

べないかということは理解してますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずはやっぱり処理を終えたということ

については、これまでも重ねて言っており

ますし、マニフェストで処理をしたという

ことも確認はしております。それについて

は、再度ですけれども、ここで処理をいた

しましたということは再度申します。 

  今まさに言われていることに対してです

けれども、私は、繰り返しになりますけれ

ども、これを早急に処理をする、かつ２７

年度の交付税を活用して、町にとって必要

最小限の費用でやるというのが、これが最

大の命題だという位置づけの中で私は今回

動いてきたとこでございます。その中で、

残念ながら当初受けていただいてたところ

ができないという話になりましたので、そ

こで新たに事業者を見つけて、直前でした

けれども処理をしていただくことになりま

した。その際に、やはり急なこともありま

したし、これまでの豊能能勢の風評のこと

も御存じですから、名前を伏せた形で受け

ていただくということで受けていただいた

ということがございます。そういうことも

ございまして、今、皆様には名前について

は明かしておりません。しかし、それにつ

いて疑念を抱かれるということは、それは

もちろん理解はしておりますけれども、そ

れよりもより大事なのは、年度内にまた交

付税を使いながら処理するということは、

これが私の一番の使命だということで、今

回処理させていただいたというとこでござ

いまして、氏名についてはまだ明かせてお

りません。ただ、これは施設組合議会でも

そういう話がありましたので、今、監査の

中で話を、監査で指摘をしていただいて、

見ていただいているとこですので、その結

果を待って、また公表については当然検討

はしてまいりたいと思っております。です

ので今、明かせないということにつきまし

ては、申しわけございませんけれども御理

解をいただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これやっぱり、さっき舛添さんのことを
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僕聞いたときに、公金の利用について明確

に説明されてないと。僕はこれ、この点と

全く当てはまると思うんです。やっぱりそ

の辺はしっかりと行政のトップとしてしっ

かりと説明をせなあかんというふうに思っ

てます。 

  ただ、私が疑問に思う点。これは多分住

民の皆さんも一緒やと思うけども何点かあ

ります。あえて挙げると、まず一つ目。町

長、これまで新たな取り組みやとか少しで

も改善されたら、喜んで広報されたり述べ

られてきた。阪急バスの件だって、こない

だの議運でも話しし、きょうの挨拶でもき

のうの挨拶でもされてた。けどそんなこと

よりも、このダイオキシンの処理なんてほ

んまに喜ばしいことじゃないですか。けど

広報は一切しない、議会での挨拶でも全く

述べない。しかも新聞社から出てる情報し

か住民には知らされないいうふうな、能動

的な広報をされないということについては

非常に、何でせえへんのかなという疑問は

持ってます。あと、きょう内田部長からも

答弁あったけども、大阪府から報告を受け

てる。なのにいまだに連絡をされてない。

私も何回も大阪府の環境管理室に問い合わ

せしました。大阪府も実はこれ新聞報道で

初めて知ったというような状況。豊能郡環

境施設組合に対して４月下旬に報告を求め

てるけども明確な回答がないと。きのう現

在でも、僕確認しましたけど、いまだにな

いとおっしゃってました。大阪府にすらな

ぜ報告されてないのかと非常にそこが疑問

を持ってます。 

  あと、大阪府も心配をされてました。私

も心配してますけども、高濃度での汚染物

が処理をされたと。処理をいただいた自治

体には迷惑を多分かけてるはず。だから名

前も一切明かさないという、多分ロジック

やと思うんですね、町長。本来、これは産

廃やからかまへんけども、今までのように

産業廃棄物が豊能郡の産業廃棄物で、産業

廃棄物として処理をしたダイオキシン汚染

物でも環境への調査というのは多分してた

と思います。そこらは本当にされたのかと

いうふうなこと。 

  あと、一般廃棄物から産業廃棄物に処理

をされた。けど同価格でされてる。そのと

きに本当に金額の検証はされたのか等々た

くさんの疑念を私は持ってます。そんなこ

ともあって大阪府にも環境省にも総務省に

も私、問い合わせしました。けどそのとき

に言われたのは、私じゃなくて、いや実は

そんな電話たくさんかかってますねんと言

うてはりました。これ多分住民の方か議員

かわからへんけども多分問い合わせしてる

んでしょう。きっと国だって府だって疑問

を持ってると思いますよ。それは全てはあ

なたがしっかりと説明をしないからこうい

うことになると。それはトップとしての責

任を全く果たしてないというふうに思って

ます。 

  そこで振り返って質問しますけども、こ

れ私、議員になったときに、施設組合議会

の議員をさせてもらいました。そのときに、

一般廃棄物を産業廃棄物として処理をでき

ないのかというような質問をした。その当

時は、大阪府からの指導で産業廃棄物とし

ては処理できないんですという答弁がされ

た。これ私、議員になって全くほとんどの

ことをわかってない私でも、一般廃棄物じ

ゃなくて産廃に変えたらすぐ処理できるの

ちゃうのと思ってきました。けども、歴代

の町長は、されてこなかったのかできなか

ったのかわからないけども、あなたはそれ

を決断し、やられた。今回は一般廃棄物で

はなくて産業廃棄物として処理できたのは

なぜかお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これまでにつきましては灰とか煤塵、焼

却炉を解体するときに既に貯留されていた

もので、その他の、他の廃棄物と区分する

ことができるということから一廃に該当す

るとしておりましたけれども、昨年８月に

業者と契約をしドラム缶を搬入したところ、

地元の自治体からも、これ鉄くずとか金属

片、耐火物、くずなどが混入しており、こ

れ一廃とは言えないのではないですかとい

う指摘がございました。また、業者からも

中身を確認したところ、これ産廃ではない

のかなという指摘をそのときは受けておっ

たと。これまで廃棄物の取り扱いについて、

私たちが扱っていた廃棄物についてどうか

なということはこの時点で疑義が、ちょっ

とどうかなという思いは持ったというのは

事実でございます。その後、組合としても

これまでに焼却炉の解体に伴って発生した

金属片とかれんがくず等が混入しておりま

して、産廃が含まれているということも認

識はしていたんですけれども、これまで外

部からそういった指摘も受けることなく、

ドラム缶の内容の性状等についても具体的

に検証したこともなかったことから、今回

外部からの指摘も踏まえ、改めまして廃棄

物の扱いについて検討し、考え方を整理す

ることとしたものでございます。考え方を

整理する際には当時の資料等をもとに、ド

ラム缶を保管した当時の作業の状況やドラ

ム缶の内容物の性状等について確認を行っ

たもので、結果としてドラム缶には灰や煤

塵以外に金属やれんがくず、流動砂などの

焼却炉の解体物、ブラスト材やウエストな

どの解体作業に使用してた廃棄物が混入し

ていると思われ、当時の作業状況からも、

灰や煤塵だけを取り出して、他の解体廃棄

物と区別して保管していたとは考えにくい

ということから、他の解体廃棄物と同様、

産廃という扱いが適当であるという考えに

至って、組合としては産業廃棄物というこ

とで判断いたした次第でございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点については、田中町長がえらかっ

たのか、今までの職員が何も考えてなかっ

たのか。普通に考えたらそうしますよね。

僕だってそう思ったもん、最初。それがで

きなかったのって理由があったと思います

よ。開けたらとか、向こうへ行って向こう

に開けてもうたら産廃ちゃいまっか言われ

て産廃にしましたって、そんな子どもだま

しみたいなこと言うたらあきまへんで。そ

れ、百歩譲ってよしとしましょう。仮にそ

れが産廃として処理できるとなったときに、

もともと大阪府の指導があって一廃やでと、

一廃で処理せなあかんでと言われてきたに

もかかわらず産廃で処理した。大阪府はど

う言うてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その点については、今、大阪府にも話を

しているところでして、最終的にはまだ結

果ということは結論はいただいてないとい

うことでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 
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  この点については、大阪府に今言ってる

とおっしゃいましたけど、いや、本来大阪

府からそういう指導を受けて一廃でやって

る。確かにこれはそれを一廃かどうか、産

廃かどうかって決めるのは自治体やという

ことはこれ確認もしてます。けど、当時大

阪府の指導を受けてそういうにしてるにも

かかわらず大阪府に事後報告。本来やった

ら、もし私が町長やったら、事前に報告を

し、そこで調整協議し、当然そこでねじ伏

せて産廃としてやりますよ。にもかかわら

ず、大阪府にはいまだに報告されてないと

いうことですけども、その辺は当時、もと

もとその産廃でいけるかなってなったとき

になぜ大阪府に確認しませんでしたか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  繰り返しになりますけれども、これが当

時、当初の事業者でできないということが

わかりましたのは、もうことしに入ってか

らの話でした。もういとまがなかったとい

うこともございます。そんな中で、我々本

当に今年度中、昨年度中に処理をする、ダ

イオキシンを処理するというふうな命題の

中で、これを実施するためには一定決断し

なければいけないということで、我々、一

廃か産廃かを決めるのは施設組合が決める

話です。我々も、先ほどの答弁と重なりま

すけれども、外部の意見も今回いただいた

ところでもございましたし、そういったこ

とから再度考え直して、我々施設組合とし

ては、これはもう産業廃棄物として位置づ

けて処理したいということで、いとまがな

かったので相談はできてなかったというこ

とでございます。 

  それと、これを決めるのは施設組合が決

めるものだと私は理解しております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今、町長、残念やけど外部の意見お聞き

してって、外部なんて大牟田市とか産廃業

者ちゃうんですよ。普通は外部といえば、

自分たちの上位団体の大阪府であったり国

に相談するんやったらわかりますよ。意見

聞くんやったらわかりますよ。何でそんな

他市町村の、市の言うことを聞いて、産廃

業者の言うことを聞いて判断するんですか。

それはあり得へんと思う。 

  今おっしゃったように、確かにいろいろ

調べても、聞いても、最終的に判断するの

は自治体やとおっしゃってます。それは当

然、そんないきなり一廃を産廃に変えるな

んていうことは、僕も環境省に問い合わせ

たけどそんなことは普通あり得ません言う

てました。それを裁くことはできへんのか

といったらできへんと。それは自治体が決

めるべきことやから。それは全部性善説に

立ってるからですよ。特別交付税の申請だ

ってそう。申請をして大幅に内容が変わり、

金額が仮に落ちていうことなんて全く想定

してないですそんなことは。きのう内田部

長が言ってくれたように、僕も総務省にも

確認したら、もし仮に金額が大幅に減った

場合は、それは返還請求というのはないで

す。ただ翌年の交付税で、さっき言った精

算をする場合はありますというふうに言っ

てました。けどこれ、やっぱり町長がおっ

しゃってるのは、いつも、３月末までにせ

なあかんから、せなあかんからとおっしゃ

る。いち早くやりたいのはわかりますよ。

それは僕らも一緒ですよ。けども余りにも

そのステップを飛ばし過ぎてるんじゃない
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かと。いうたらウルトラＣですよ。今まで

誰だって思ってる、産廃にして処理するな

んて誰でも思ってますよ。それずっとでき

ずに今までの歴代の町長困ってきはったの

にそれができたと。非常に疑問にしか思え

ない。しかもその結果をしっかりと公表し

てくれたらええけどそれすらも公表できな

いと。それは疑義出るのは当たり前ですよ。

そこはしっかりこれからやっていきたい、

追及をしたいと思いますけどね。 

  もう１点、これ大阪府も心配されてまし

た。一つは、なぜ一廃を産廃にしたのかと

いう、その考え方をしっかりと報告せいと

言ってますというのが１点。こんなことく

らいすぐ報告できますよね。こないだから

言うてる、監査を待って待ってという話は、

それは市町村課に対してはそうかもわから

んけど、大阪府の環境課に対する答弁なん

て簡単にできると思いますよ。それすらま

だされてない。先ほど申し上げたように、

一廃から産廃にされた経緯、何でなんかと

いうこと。もう１点は、大阪府が心配され

てるのは、私も心配してます。自分とこが

処理できたらええって、そんなもんちゃう

んですよ。できてやったやった、バスだっ

て一緒ですよ。うちは便利なった、便利に

なったって、不便になったとこもたくさん

あるんですよ。自分とこがよかったらええ

って、そんなの行政の考えじゃだめですよ。

これ何を心配してるかというと、処理した

ときにこの高濃度汚染物も含むドラム缶を

処理されたときのその環境調査というのは

されてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  これは一般特殊廃棄物の、一般特殊管理

廃棄物、いわゆる特管の処理ができるとい

う事業者にお願いをしておりますので、そ

のあたりの定期的なチェックというのは当

然されているものだと理解しております。

ただ、先ほど来から言いますけれども、こ

れは別に能勢豊能のものだからといって廃

棄業者にとってはそれは違う話であって、

関係のない話であって、一定の濃度のもの

を処理する、それは別に能勢であろうが豊

能であろうがどこから持ち込まれようが、

そこの事業者が自分たちの一定のルールの

もとに処理するという話ですので、私は特

殊なものではないと思っておりますので、

それは一定管理会社の中で定期的な管理を

されてるというふうに私は理解しておりま

す。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それ、町長もう論理破綻してるんですよ。

特別なものやからわざわざ業者の名前まで

隠さなあかんのでしょう。それやったら名

前隠す必要ないじゃないですか。何言うて

るんですか。僕らも特別なもんやって思っ

てるんですよ。だから本来これを業者の名

前を明かす、どこの自治体でやったかわか

る、そこの住民心配しますよね。能勢のダ

イオキシン、豊能郡のダイオキシンが処理

されてほんまに大丈夫やったんかと。それ

大丈夫でしたっていうことの証しも出すっ

て当たり前じゃないですかそんなこと。そ

れを特別でないっていう、その僕は、あな

たの姿勢自体僕は疑いますよ。ダイオキシ

ンの処理というのはもう今、技術的には確

立されてる、それはわかりますよ。けども

一世を風靡した豊能能勢のダイオキシンや

からここまでナイーブにやってきたんじゃ

ないですか。だからこそ当然それを産廃と
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して処理するにしても、その検査結果は証

明書としてもらい、当然、今されてると思

いますということは確認されてへんという

ことじゃないですか。本来はそれをもって、

僕が町長やったらそれを見て、わかったと、

よかったなと、これでちゃんと処理もされ、

ここの自治体にも迷惑かけてないなと、万

が一言われても大丈夫でしたという報告で

きるなというようなことなんて当然やと思

いますけど、それすら確認されてないんで

すか。されてると思いますという答弁やっ

たけど。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  特別なものには二つ意味がありまして、

まさに科学的な意味での特別か特別じゃな

いかと。私は最初は科学的な意味での特別

か特別じゃないかという意味で言いました。

豊能のものであろうがほかのものであろう

が、濃度によって変わりますから、そうい

う意味で私は特別なものという言い方を言

いました。 

  次に、もう一つは、先ほど来から他都市

の話ございました。なぜ公表をどんどんし

ないのかという話ありました。それは私も

それは一定名前を伏せてほしいということ

もおもんぱかってます。そんなこともあっ

て、特に今、取り立てて報告とか、議員の

皆様には報告はいたしましたけども、今の

時点では報告はしてないとこでございます。

ですのでやはり、特別という意味には二つ

意味があって、科学的な意味、もう一つの。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  検査結果につきましては、ですから科学

的にはそういうものではないという意味で、

その定期的な形での検査をしているという

ことで私は理解をしております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  ちょっと暫時休憩します。 

（午後２時１６分 休憩） 

（午後２時１７分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど来から申してますように、一般特

殊管理廃棄物。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  一般特別管理廃棄物の、それを処理する

業をもってやっておられるところですから、

そこの中で処理は、要は安全の管理またそ

の後の管理もその中でやってるということ

でやっておりますので、私はそれで十分だ

というふうに理解しております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりそれが、あなた、全部において

人ごとなんよ。ちゃうよ。出した側の行政

のトップとして、それが問題なかったかっ

ていう最後確認をして、相手の自治体に対

して胸張って言えるんじゃないですか。そ

れやってると思います、やってると思いま

すって、ほな確認してへんいうことでしょ

う。どうでもいいと思ってます。あなたは

逆の立場だったら絶対言うと思うよ。何で

うちでやって、うちで大丈夫か、大丈夫か

って。それは普通確認するじゃないですか。
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それを、と思いますっていうその人ごとな

んが、それで一事が万事ですよ、全てがそ

う。全部人ごと。成果だけは自分のもの。

許されへんって、そんな。これ一部町民の

方からは、議会は町長の揚げ足ばかりとっ

て建設的な意見全然せえへんってばかにさ

れてますねん。心外ですよ。それは全てあ

なたのせいや。あなたがごまかして、ごま

かして、しっかりした答弁せんからこんな

ことなんねん。それを言うつもりないけど

ね。もう言うたけど。けど、そこやとほん

まに思いません、逆に。町のトップとして

他市町村に対して迷惑をかけてへんかどう

かという最後のチェックというのは本来す

べきやったと思うけど、どう思いますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  繰り返しになりますけれども、そこは管

理の免許を持ってやっている。そこで安全

性の管理はされておりますので、それで十

分だというふうに理解しております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  残念でなりませんわ。けどそんなんは人

として、町長とかちゃいまっせ。お願いし

た人として、そこは最終その自治体に迷惑

かけてないということの最終確認ぐらいは

するのが、僕は人として当たり前やと思い

ますので、もし次そういうことがあったら

ちゃんとしてもらえますようにお願いをし

ておきます。 

  もう１点。過去にダイオキシンの汚染物

を三重中央でしたとき、あのときは処理費

用が単価トン１２万円で処理をされていま

す。今回、同じ産廃として処理してトン３

００万円。２０倍以上の費用をかけて一般

廃棄物から産業廃棄物に変更して処理をさ

れてる。もともと一般廃棄物で積算したと

きの費用そのままをしてる。これ産廃とし

て処理するに当たって費用の積算、または、

今、名前を明かされてないという業者以外

に見積もり等とったのかお聞きします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずはこの値段については、これ限られ

た時間の中で業者と協議を進めていく中で

決めたものです。それと一廃だから産廃だ

からといって、要は値段が変わるというも

のではなくて、あくまでもダイオキシンの

濃度がどの程度なのか、そういったことが

基本的には重視されるというふうに理解を

しております。それと、これ時間的にもい

とまがなかったので、何社かには声をかけ

ましたけれども、この業者しか受けてくれ

なかったので、この業者にお願いをしたと

いったところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、町長は全ていとまがない、時間が

なかったというふうに済ましてます。けど

これ、自分の金やったらそんなことを多分

せえへんと思いますよ。これ人の金。税金

やし、国からの交付税やからそういうこと

ができる。普通やったら１円でも、産廃と

してもう処理するんやったら１円でも安い

とこ探そう。こんだけかからんでもいける

んちゃうかというふうな精査は本来しても

当然かなと思いますけど、その精査ってい
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うのはされてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  私は、繰り返しになりますけれども、こ

のダイオキシンをまず処理する、また年度

内に処理するということが最優先に取り組

んでまいりました。それをなくしてないと

思っております。その中で価格の交渉もし

ながら、今現在こういった形で進めてきた

といったところでございまして、特別交付

税いただいた金額内でもやっておりますし、

また特には私は全く問題ないというふうに

思っております。ですから値段についても

当然ながら交渉しながら進めていきました

ところです。ですから無駄に支出している

つもりは全くございませんし、まずは処理

する。まず年度内にするっていうのが、こ

れ以上に、これを、これがだめじゃない、

これをしないうちに何が終わるんですか。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  まずはこれを私はするということが使命、

そのもとで合法的な形であると私は認識を

しながら今回進めてきたとこでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  まあ、ちょっと待って。 

  町長、今、感情的になられた。僕は冷静

に言うけど、そんなん適正にしっかりとし

た手順を踏んでやる、それが当たり前じゃ

ないですか。僕はエスカレーターのときも

言うた。本来エスカレーターの議論が３分

も待たれへんという議論でほとんど何もさ

れずにエレベーターの採用もなくなった。

それは行政の手続として僕は全然だめやと

思いますよ。これは別にエレベーターにせ

いいうことちゃいまっせ。本来全ての検証

をし、コスト、実現性、採算性含めて評価

してどれにするかっていうのを決定する。

その中に住民の声も入れていいでしょう。

けど今回そういう手順が全て抜けてるんじ

ゃないの。大阪府との調整、協議、報告。

報告すらしてない。当然調整もしてないか

らできへんけどね。全てがよくわからん、

時間までに終わらさなあかんから、時間ま

でに終わらさなあかんから。これをなくし

て何が始まるんですかって。格好いいこと

言うてるけど、全然ですよ。何をやっても

ええと思ってます。どうですか。僕自身は

そんなんじゃ全然あかんと思いますけどね。 

  これ今、あなたはトップやからあれかも

わからへんけど、これがもし町長なる前の

住民団体の一員やったらどう言うてます。

多分僕が言うてる以上にあなたは言うてる

はずや。多分鬼の首をとったように言うて

ると思いますよ。ほんまに今やられたこと

が。法的には確かに問題はなさそう。ただ、

これは何でかというと、自治体は悪いこと

をせえへんという前提のルールのもとに論

じてるから。けど、道義的責任というのは

すごい大きいと思いますけど、そのあたり

どう考えてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  私の中ではまず道義的というのは、この

処理を、まずはダイオキシンを処理する。

これはもう大事だと思っております。これ

も交付税を活用して、まずはこれがありき

の中で考えていきたいと思っておりますの
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で、その中で合法的なことをやってきてお

りますし、また、道義的という話ありまし

たけれども、おっしゃられる方によっては

そう受け取られるかもしれないです。それ

については、合法的。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  それについては、そういう理解されてお

られるんであれば、それはもう申しわけな

いとしか言いようがない。ただ、これを処

理せずして、もう僕は多くの住民の方はこ

れ処理してほしい、処理しかないというふ

うに僕はもう考えております。その中でこ

れをやって、ルールにのっとって、法を守

って私はやっておるつもりでございます。

確かに道義的な面では問題があるかもしれ

ませんけれども、それについては御理解い

ただきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  この際、暫時休憩いたします。次の開会

は３５分といたします。 

（午後２時２６分 休憩） 

（午後２時３５分 再開） 

○副議長（高橋充德君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  本件、この件は、議員もそうやし住民も

そう。みんながやっぱり関心持ってるんで

すよ。当然、処理ができる、できた、いう

ことに対して誰も文句言ってない。けどや

っぱりその公表の仕方、開示の仕方に大き

な問題があるというふうなことを、多分皆

さんが言ってるんやと思います。 

  それと町長は、自分とこのやつで処理が

できたからよかった、そんなこと思ったら

絶対あきませんよ。さっきも僕、申し上げ

たように、多分これを処理場所を公表する。

企業名がわかり、どこでやったかわかる。

そのときにきっと向こう側も迷惑こうむら

れる可能性、多分ある。そのことの責任も

自分は負ってるんやということをしっかり

と念じなあかんし、なおかつ、さっき述べ

られたような、やってると思いますという

ような人ごとじゃなくて、自分の目でもし

っかりそこは確認し、迷惑をおかけしてな

いというようなことは、僕はトップとして

人としてやるべきやというふうに思います

けど、それを聞いてどう思いますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  繰り返しになりますけれども、まずは処

理をさせてもらいました。これが前提で動

いてます。その中で公表については、まさ

におっしゃったように地元の話もございま

す、業者の話もあります。だから名前につ

いては今現在は公表はしておりません。そ

んなことで、今、施設組合のほうからも監

査ということで今受けてます。またそれを

受けて公表については考えてまいりますの

で、それは御理解いただきたいと思ってま

す。 

  それと環境調査についてですけれども、

これについてもそれぞれの企業さんでそれ

ぞれ定期的に検査をしておられるわけです

から、当然これ豊能能勢というのは特別な

ものじゃないと。要はもう科学的性状でい

うと変わりませんので、それはそういう理

解です。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、町長、それ間違っても、万が一取

材が来たときに、そんなものほかのどこの
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ダイオキシンでも変わりありませんなんて

絶対言わんといてくださいね。恥ずかしい。

それは排出元としてしっかりと産廃として

処理はしたけど、それを私の目でもそれは

環境に影響がないということは確認してま

すというのと、任せたとこがやってますと。

ちゃいますよ、全然。僕はそれを言うてる

んですよ。そんな、繰り返しになりますけ

どって、そんなことどうでもええねん。も

う耳にたこできますよそんなん。僕はそん

なん言うてるんじゃなくて、企業名を公表

し、どこの自治体でやったかってわかると

多分問題になる可能性だってありますよと。

そのときに、みずからがしっかりそれを確

認してるってことを言い切るか、言い切ら

ないかでは違いますよ。口が裂けても、い

やそれはもう企業にお任せしてるからそこ

でちゃんとやってます、大丈夫です、金も

払ってます。そんなことは言わないように。

もうこれ以上豊能町が笑われないようにし

ていただきたいと思います。 

  また、あと大阪府への報告含めて、あな

たは監査請求をされてるから、施設組合議

会を軽視したらあかんからと言うてますけ

ど、もう豊能町議会立派に軽視してますや

んか。だからそんなことじゃなくて、議会

も大事やけど、やっぱり大阪府への報告と

いうのは、そんな監査を待たずしてもいち

早くやるべきやというふうに思いますし、

今までタッグを組んでやってきたとこに後

ろ足で砂をかけるようなことはしたらあか

んと。それも人として忠告しておきます。

これ以上言うても一緒なんで、あとは本件

については常任委員会でしっかりと追及を

したいというふうに思いますが、町長もで

すし会計管理者もしっかりと心して臨んで

いただきますようによろしくお願いしたい

と思います。多分、こんな一般質問の、時

間が過ぎたら終わりということではありま

せんので、心していただきたいなというふ

うに切にお願いをしておきます。 

  時間もったいないので次に移ります。 

  順番変わりますけども、まず交通問題に

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

  先般の議運の挨拶、昨日の開会の挨拶で

も町長はうれしそうに東能勢線のグリーン

ロード経由便のことをおっしゃってました。 

（発言する者あり） 

○４番（橋本謙司君） 

  ごめんなさい。北大阪ネオポリス線のグ

リーンロード経由便の話をしていただきま

した。この点については確かに行政職員の

皆さん、また、前中井副町長が御尽力され

てるということは十分認識してます。また、

阪急バスもやっていただいた。ただ結果し

て、一部議員の方は喜んでおられますけど、

僕は逆に反対です。僕はもともとこれは要

望もしたことないし何も書いたこともない。

確かに通勤通学の人が便利になるというこ

とはわかってたけども、これ今現在、これ

６月６日に運行されて１週間以上がたちま

したけども、運行後の住民の声、どのよう

にお聞きしてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたびのトンネル便、路線変更後の住

民さんの声というのはまだ特に聞いており

ません。利用なさってからまだ日も浅いと

いうことでございますので、そこまでには

至っていないというような状況でございま

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この件について、私のとこにはいろいろ

な学生、保護者からたくさんの意見をいた
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だいてます。何が問題かというと、一つは

トンネル経由して千中へ行く方向について

は便利になった。ただ茨木側は朝便なんか

は今までの待ち時間よりも相当長くなった。

また帰り側は最大５０分待たなあかんよう

なダイヤになってしまっている。相当不便

になったと、議員さんどないしてくれまん

ねやと言うてくるから、いや俺はそんなん

言うてへんでと、それは違う議員に言うて

ということで言うてますけど。やっぱりそ

こらも含めて、これ当然一長一短あります

よ。便利になったとこもあれば不便になる

とこもあるかもわからへんけども、僕はこ

れは、やっぱりせっかく学区編成で茨木側

にも通えるようになったのに、せっかく、

今までそれを言い続けてきて何とか何とか

縮まって縮まって、もうほとんど待ち時間

がなく５分も待たんと行けるようになって

たのに、それががらんと変わって不便にな

った。これやっぱり学校の生徒が通うにあ

たってかわいそうやなというふうには感じ

てます。そこら辺の影響というのはどのよ

うに把握し、また阪急バスに交渉されてき

たのか。交渉されてるんであれば教えてく

ださい。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに箕面市域並びに茨木市域において

便が減るバス停があるということはもう最

初からわかっておりましたので、それにつ

いては配慮をしていただくということで、

特に乗り継ぎ、これについても配慮をして

いただくというようなことは申し上げてま

いりました。今もちょっと議員もおっしゃ

いましたように、朝、茨木方面に行かれる

方については千提寺口で乗りかえができる

というようなダイヤになっておりますけど

も、帰りについてはおっしゃるとおり、夜

の便は乗り継ぎに５０分程度待ってもらわ

なければならないということで、千提寺口

で乗りかえることなくそのまま忍頂寺回り

で余野まで帰ってもらうしかないというよ

うなことになってございます。これについ

ては便数が減ったかげんでそうなるという

ようなことでやむを得ない面があったとい

うふうには思っておりますけども、今後と

も阪急バスにはその乗り継ぎについて要望

はしてまいりたいというふうに思っており

ます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、千提寺口で５０分待つ。あそこ真

っ暗けなんですよ。冬なんかはもう風吹き

さらし。例えばその５０分待たなあかんと

いうことを認識されて、その対策について、

明るさの問題、防風の問題、防寒の問題、

どのように対応されようということで今現

在動いていただいてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  走り始めてまだ日もたっておりませんの

で、今のところこの乗り継ぎ等の対策につ

いて阪急バスとの接触はしておりません。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ接触してほしいなと思いますよ。僕

ですら阪急バスには電話し、話ししました。

そんなんやっぱり行政として、それはよく

なるためにやってもうたというのは十分わ

かってますよ。けどやっぱりそこでいろい

ろなひずみが出て、迷惑をこうむってると

ころがあるんであれば、やっぱりそれに向
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けて前向きに交渉をすぐに始めるというこ

とが誠意やと思いますよ。やっぱりそこが、

僕はもう完璧に抜け落ちてると思います。 

  きょうも町長、先ほどおっしゃってた。

議員の答弁に対して、ほぼ満席、きのうも

挨拶かな、でもほぼ満席で立っている方も

いられる便もあるというふうに報告を受け

てると。それはそうですよ。２便分が１便

分になってんねんもん。そこらってわかっ

てます。ただ単に、今まであった便がどん

とふえた、人ふえた、やっぱりやな、ちゃ

いまっせ。２便分、１便は向こう１便はこ

っちやから、２便分が１台に乗ってるから

ふえたように見えてるだけ。そこで聞きま

すけど、彩都向きに行ってる朝の便、乗車

数ってどうなってるかわかります。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  そのバスを見た担当によりますと、私が

見たわけではないので申しわけないんです

けども、彩都経由便についてはお客さんは

少ないというふうに聞いております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、行政の仕事。今、町長は

やっぱり断片的に見てるなと思いましたよ。

いいとこしか見てない。やっぱりよくなっ

た後はふえる。それ当たり前ですやん。２

便が１便になってんねやから。けど一方で

は、そこは減ってる。合計としてどうなっ

てるかということをやっぱり見なあかん。

それがバランスですよ。そんなん見たらわ

かるし。もともとやる前からわかってたけ

ど、トータルでは多分ふえてないと思う。

けど、一方、この辺の木代、余野の方は、

今まで保護者の方が車で送っておられたの

がこの近辺で乗れる。ただ、一方では、も

うここの木代や余野で乗ろう思っても立た

なあかんから、結果して送らなあかんと言

うてる方もおられます。とか、もう一方で

は定期の話。スクールバスの定期やったら

ええけども、例えば今まで森町に送ってた。

森町から千中やったら４１０円いうことは、

年間のフリーパスじゃなくても５００円の

定期で行けるんですよね、区間定期で。け

ども、ここから乗ろうと思ったら５００円

で行けんから、結局追い銭せなあかん。だ

から結局森町まで送ってますねんという方

もおられる。やっぱりそういういろいろな

声聞かんとわからないですよね。多分、よ

くなると思ってされた。一方では当然、よ

くなったという方もおられます。けど、僕

のとこに電話かかってくるのは、それはえ

え人はかかってけえへんからあれかもわか

らんけど、基本はみんな、何でなん、何で

なん、何ともならないんですか。いやそれ

はなりません、それは阪急バスがやったこ

とやからと。ただ、今、次がチャンスある

とすれば、北大阪急行の延伸でダイヤ再編

される際には当然そこら辺はできるだけ配

慮してもらうようにはお願いしておきます

ねということでは答えてますけど、やっぱ

り行政としたらバランスを見てほしい。特

にいいほうじゃなくて、そんなことどうで

もいい。もともとそれが目的でやってんね

やから。そっちじゃなくて、悪くなるほう

がどうかということを見るのが、僕は行政

の仕事やと。いいほうがふえたから、やっ

た、やった。それ住民ですよ、そんなん。

議員や職員、行政マンはそんなことではあ

かん。やっぱり、そっち側の不便になった

ほうをどうするかということを考えること

が、本来の行政、議員のあるべき姿やと思

うけど、議員については聞きません。職員

としてどう思いますか。 
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○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども申し上げましたけども、今度の

トンネル便を実現すると、茨木市域並びに

箕面市域のバス停で便が減ると、これはも

う初めからわかっておったことでございま

すので、便が減ってもなるべく不便になら

ないようにというようなことを考えていた

だくということで阪急バスにはお願いをし

てまいったつもりでございます。ただ、朝

の便は乗り継ぎができても夜の乗り継ぎは

できない。これも事実でございますので、

今後そういう問題についても解消していた

だくように努力をしてまいりたい、要望は

してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり、さっきも申し上げた、帰りの

５０分。例えば今、私の近隣の希望ヶ丘４

丁目のバス停でいくと、森町グリーンロー

ド経由便ができて実質早くなったといった

ら１０分ぐらい。１０分もないんかな。な

おかつ料金は当然一緒。確かに行くのは楽

になった。けど一方で、その５０分待たな

あかんという人がおるということを聞くと

非常に何か辛いな。僕もいろいろ調べまし

たよ。仮に茨木に行くにしても、千中方面

に行って向こうからバスを乗り継いで行っ

たらどうやとか、彩都あかね３街区で乗り

かえていったらどうやとか、いろいろ調べ

たけどやっぱり３０分以上かかってまう、

待ち時間が。やっぱりそこはそんな一面を

捉えて、よかったよかったではなくて、や

っぱりあれをせなあかんなと。やっぱりそ

の辺も含めて僕は行政はそういうところも

見てほしいなというふうに本当に心から思

ってるところです。ただ、当然行政もある

一方そういうような要望を受け、みんなの

意見を聞いてやったということはそれは評

価はしてますけども、ただやっぱりもう１

個踏み込んで、そういう悪さがあるという

ことは認識いただいて、認識するだけじゃ

なくて、やっぱりそれを少しでも改善、も

し改善できへんのやったら、その待つ人、

５０分待つ人をちょっとでもそういう環境

を改善してあげようかなというようなこと

が必要やなというふうに思いますけど、町

長、今、その５０分待たなあかんようにな

ってるということは知ってましたか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  最近まで知りませんでした、事実。そん

な話があったということはつい本当、先日

伺いました。それは本当改善できるもので

あればしてあげたいとは思いますけれども、

これ阪急バスとの話は、やはりそういった

話は当然含めて要望はしてまいりたいと思

っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりさっき僕も申し上げたように、

やっぱりその辺、一長一短あるのは十分わ

かってます。ただ、やっぱりそういう一長

を選んだばっかりに一短がある。やっぱり

そっち側の場合はそれをどうするか。それ

を必要最小限の費用で済むんであれば、そ

こも投資をしながら改善をしていってあげ
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る。当然ダイヤの部分は無理やと思うので、

そこはしゃあなかったら、それは何らかの

手を差し伸べるということをやっぱりやっ

ていただきたいなと思うし、逆にそっち側

を見るのが行政や議会の仕事やということ

だけは申し上げておきたいなというふうに

思ってます。 

  一方で、やっぱり高山便が同時に廃止に

なりました。この点について、その代替策

についてはどのように考えてますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたび廃止になりました高山の便は、

７時５２分発の高山の便が廃止になったと

いうようなことでございます。これにつき

ましては、デマンドタクシーがございまし

て、高山８時０５分発のデマンドタクシー

がございますので、そちらで対応が可能と

いうふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  そこは十分わかってました。 

  あと、今、デマンドタクシー言われるや

ろな思ってあえて聞きます。デマンドタク

シーについてですけど、今、基本余野起点

になってると思うんですが、それを中止々

呂美まで延伸する。例えば中止々呂美起点

にするとかいうふうなお考えはないのか、

お聞かせいただきたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ただいまの御提案につきましては、以前

にも議会で御意見頂戴いたしまして、先般

の４月にありました豊能町地域公共交通会

議でも議会の御意見を報告いたしまして、

各委員から御意見を頂戴し議論していただ

くという機会を設けましたが、ただ、この

問題につきましては阪急バスの営業路線と

競合するというような問題が発生するとい

う意見がございまして、実現は難しいと考

えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この辺やっぱり東西連絡バスがなくなっ

て不便になった。これは別に確かに乗車数

が少なかったから仕方ないかもわからへん。

ただ、これから先を考えたときに、高齢者

というのは今まで以上にどんどんふえてく

る。多分今まで東西連絡バスがなくてもよ

かった人がそうでなくなるケースだってあ

る。やっぱりその辺は時代に応じてやっぱ

りしっかり見直していくべきやと思うし、

逆に今、現在リレー便がときわ台から箕面

病院まで走ってる。今後どうなるかわから

へんけども、そのまま阪急バスがときわ台

の駅前まで行くというようなことを仮定し

たときに、やっぱりここからの便はどうや

って行くか。バス便もある。確かに朝だけ

は今、グリーンロード経由でこっち回りま

すけど、ただ、高齢者の方が移動したいの

はそんな朝早くじゃなくて、実際今、グリ

ーンロード経由便がない時間帯に移動した

いという方おられるんですよね、たくさん。

今もともとのコンセプトは当然通勤通学の

ためやから、ラッシュ時でええんやけど、

ただ、もう僕のとこにも言われてるのは、

やっぱり若い人のためだけかという話も実

際聞いてます。その時間帯をどうするか。

多分、全数、バスは彩都経由じゃなくてこ

っち回します、そんなん多分無理でしょう。

そう考えたらやっぱり一番手っ取り早いの

は、そのデマンドタクシーを有効に使うと
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いうのは一つの策やというように思ってま

す。ただ、公共交通会議の中でそういう結

論になったというのは非常に残念ですけど

も、ただ、その辺も含めてしっかりと今後

の協議はぜひともしていただきたいなとい

うふうに思うし、今、ある一定そういう通

勤通学の担保ができたということで評価さ

れてるんであれば、高齢者の移動を今後ど

うするかということは一方で考えていかな

あかんというふうに思ってますけどもいか

がですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  本町におきましてはもう既に「おでかけ

くん」がございましたり、ほかのタクシー

の利用の際の一部補助とか、ＮＰＯの運営

されている福祉の有償運送とか、そういう

ものもございますし、福祉タクシーの事業

所もあるというようなことで、一定整備は

されてきていると思っておりますし、今お

っしゃいましたバスの路線とかデマンドタ

クシーの運行等もやっているということで、

本町の交通体系はある一定までは構築はさ

れてるというふうに思いますけども、今の

御指摘のように高齢者の方の昼間の移動と

いうようなことで、これ以上の交通体系の

増便とかそういうことを拡充をするという

ようになりますと、先ほど申し上げた地域

公共交通会議、こちらでの議論が必要にな

ってくるだろうというふうに思っておりま

して、今後ともその会議を活用してより便

利なようになるように検討してまいりたい

というふうに思っております。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりその辺も含めてしっかりと今後

もっともっと。先般の交通会議の中でも評

価をしていただいて、デマンドタクシーに

ついては利用者はふえてる。ただ、一部の

方がたくさん使ってるというような報告も

あったと思います。やっぱりその辺が、や

っぱりもうちょっといろいろな方にたくさ

ん使ってもらうというようなところは、し

っかりと広報も含めてやっていただきたい

なというふうに思いますのでよろしくお願

いします。 

  もう一方、先ほど申し上げた５０分待ち

に対する対応、多分ダイヤを変えることは

難しいと思いますので、その辺は町として

の誠意をぜひとも見せてほしいというふう

に思いますのでよろしくお願いしたいと思

います。 

  質問を次に移ります。 

  順番ばらばらになりますけど、次は自転

車駐車場の無人化・無料化についてお聞き

したいと思います。 

  これまで何度も提案し、行政のほうから

は検討しますというふうなお声をいただい

てますけども、今現状の進捗についてお聞

きします。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この３月議会でも申し上げましたけども、

無料化・無人化について今年度内に結論を

出したいというふうなことを申し上げまし

た。ただ、この無料化・無人化については、

無料化の問題と無人化の問題は別の問題か

というふうに思っておりまして、まず、お

わかりでしょうけどもう一度言うと、とき

わ台は地下式であるので無人化が難しい。

光風台はエスカレーターの監視があるので

無人化が難しいと。それぞれ無人化が難し
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いという課題を持っておるわけでございま

す。このときわ台はまず地上化をするとい

う必要がございますので、その土地の確保

が必要ということで、今、能勢電にも協力

を求めまして、そういう適当な土地、適地

を選定をしているというところでございま

す。 

  一方で光風台はそのエスカレーターの監

視、これを駐輪場以外ですることができな

いかということで、その方法について模索

中という状況でございます。また、無人化

とは別の問題ですけども、光風台は調整池

の上に建っておりますので、あれを使い続

けるなら塗装のやりかえが必要ということ

になりますから、そういう塗装とかのメン

テナンスの必要のない地上でできないかと

いうことで、光風台についても代替地を検

討中というようなところでございます。と

きわ台も光風台も共通いたしますのは、履

正社の専門学校がやってくる。それから箕

面森町の方々が、能勢電の利用をなさって

いる方がだんだんふえてきているというこ

とで、若干でございますけども駐輪場の利

用者数が増加もしているという傾向もござ

いますので、今の利用台数のスペースを確

保をしたらよいというもんではないので、

もしもつくり変えるならば、将来、そうい

う履正社とか箕面森町とかのことを考えた

台数も含めてスペースの確保が必要という

ことで、その点も考慮しながらやっている

ところでございます。ただ、この無人化を

いたしましても、定期的な見回りですとか

不法駐輪の撤去とか、こういう業務は残り

ますから、経費が全く要らないということ

はないので、その経費がどれぐらい、無人

化した場合でもどれぐら要るのかなという、

その精査もしています。 

  一方で無料化のほうでございますけども、

この無料化につきましては、川西市など隣

接するとこ、近所も研究をしておりまして、

能勢電の沿線ではどうなってるかというよ

うなことも研究をしているところでござい

ます。豊能町においても無料化した場合に、

無人化の後も必要な、先ほど申し上げたよ

うな経費、この財源をどうするかとか、料

金を徴収するためには、例えばコインボッ

クスを１台に１個つけるとか、そういう設

備投資が要りますが、そういうコインボッ

クスを設置する経費と料金の収入が見合う

のかとかいうようなこと。それから、それ

ならばいっそ無料化したほうがいいのかと

か、その辺もあわせて検討しているという

ところで、何とか今年度中には結論を得た

いというふうに考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点は多分、無人化・無料化というの

はセットで考えんと、多分今のまま委託費

を払い続けて無料化するなんていうのは多

分ない。今でも赤字やのに無料化して運営

するというのはないと思います。やっぱり

だから無料化と無人化というのはセットで

ぜひとも考えていただきたいなというふう

に思うし、やっぱりこれ相当なやっぱりそ

の費用削減の効果があるにもかかわらず

早々に取り組まへんというのは、財政が厳

しい、財政が厳しいと言うてる割には危機

感がないんちゃうかなというふうに感じて

なりません。先般の予算委員会やったと思

いますけども、でも、照明の省エネについ

て提案があったと思います。あんだけとま

ってるけどもほとんど、僕も夜しょっちゅ

う通りますけど、もうがらがら、やのに照

明は全部ついている。それについて、あん

なもん消したええんちゃうかというふうな

提案がありましたけども、今現状どのよう

に対応されてますか。 
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○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  確かに議会でそのような提案いただきま

して、現場に確認をいたしましたところ、

もう既に間引きによる節電はやっておると

いうようなことで、またスイッチによる部

分的な消灯も、これも過去からやってきて

おったというようなことでございますが、

全て消すと防犯上やはりそこだけ見えない

ところがあるので、防犯上のことを考えて

全域全部を消すということではなくて、間

引きのそういう節電をしているということ

でございました。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これやっぱり発想が全然違うんですよ。

ゼロ発想から考えたときに全て消す。ただ

これは危ない。当然ですよね。けどあんだ

け、僕ら夜、通ったときでも５０台もとま

ってへんぐらいをばらばらにとめてある。

だから電気全部つけとかなあかんのですよ。

１ゾーンに区切ってそこだけを指定したら、

もっともっと削減できるじゃないですか。

その辺も含めて、できない理由じゃなくて

どうしたらできるかっていうことを意識し

て仕事しなければ、多分何も変えられない

し、いや変えたら危ない、危ないってなっ

てしまう。当然安全第一やから、安全を冒

してまでやる必要はないけども、電気を消

すにあたっては、それこそもう区切ってし

まって入れないようにするというのも一つ

の手やと思いますよ。そういうなんがぱっ

と聞いたときに、こうしたらええなという

ふうに普通やったら、自分の家やったらそ

うすると思うんですけど、その辺ってそう

いう考えありません。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員がおっしゃったそのままのことを言

うたことがございます。ロープ等で区切っ

て使えないようにしてそこを消したらどう

かというようなことも、そんな議論をした

ことがあったというふうに思ってるんです

けど、そのときに、そのロープで区切って

使わないスペースをつくってそこを消すと

そこが真っ暗であると。そこが防犯上問題

やというような、そんな話があったように

ちょっと記憶しておりまして、議員のおっ

しゃることは私も同じことを思っておりま

すので、もう一度検討してみたいと思って

おります。 

（発言する者あり） 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりそれ、逆にいうたらそこらも含

めてどう区切ったらどう有効利用できるか、

危なくないかということを考えて区切って

いけば、多分それってできると思いますよ。

それがそのできへんていう発想自体、いや

僕全然そのイメージすらわかへんねんけど。

それって、僕ら高校しか出てへんけどそれ

ぐらいわかるねんけど。その辺はやっぱり、

でけへん理由じゃなくて、どうやったらで

きるかということを、これは別に一事が万

事で、職員の皆さんが一つ一つ考えていけ

ば多分もっともっと、今、財政健全化推進

プランのような、あんな微々たるもんを削

るということだけではなくて、もっとでき

ると思いますよ。その辺はやっぱりしっか

りと、そういう意識で取り組んでいただき

たいというふうに思いますので、よろしく

お願いします。先ほど今年度中にというこ
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とがあったので、余りは期待はしてません

けど、しっかりと検討していただくという

ことで、ぜひとも早々のコスト削減を含め

てお願いをしたいと思ってます。 

  続きまして、光風台駅前エスカレーター

について御質問します。 

  本件については本年４月から障害者差別

解消法が施行されています。この点につい

て光風台駅前の障害者、高齢者への対応を

どう考えておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  私のほうからは、道路を所管している部

として答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

  障害者差別解消法では、新しくエスカレ

ーターを設置する場合には、法の趣旨を踏

まえた構造にすることが求められるという

ことはわかっておりますが、今回は修繕と

いう位置づけでやっておりますので、エス

カレーターでの対応ということはできない

と考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  今年度４月から施行されました障害者差

別解消法でございますが、その第５条の中

に、社会的障壁の除去の実施についての必

要かつ合理的な配慮に関する環境の整備と

いう項目がございまして、その中で、行政

機関等は社会的障壁の除去の実施について

の必要かつ合理的な配慮を的確に行うため、

みずから設置する施設の構造の改善及び設

備の整備に努めなければならないというよ

うな項目がございます。私どもとしまして

は、今回のエスカレーターにつきましては、

先ほど建設部長の申し上げたとおりですけ

れども、そのような修繕に当たるのではな

いかということで合理的配慮にはひょっと

すれば該当しないのではないかというふう

に考えております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点、合理的な配慮、しかもこれ改善

する場合についてはやっぱり費用的な面を

含めてしっかりと検討せなあかんと。それ

が費用的な面でかかる場合はいたし方ない

というふうな書きぶりをされてますし、こ

れ厚生労働省に僕、確認はしましたけど、

そういうような答弁でした。ただ、今回の

場合は、同じように修繕やけども当然相当

な金額をかけて費用を投資するというよう

なときに、この障害者差別解消法を念頭に

置いたことをする必要がないかというふう

な質問でありますので、再度答弁をお願い

します。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  こちらにつきましては先ほど来から話ご

ざいましたように、この法律であります、

には、我々やっておりますのは修繕という

ことで該当しないということで扱っている

とこでございます。確かに費用面等もとい

うこともありますけれども、これについて

は我々総合的に判断をいたしまして、修繕

という形で、現在この法律には抵触しない

というもと進めているとこでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 
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  この点については、当然私も何とかこの

町のためにならへんかという思いでいろい

ろな調査をしましたけど、残念ながらこの

差別解消法でエスカレーターの更新をとめ

ることはでけへんということはわかりまし

た。ただ、今、町長がおっしゃったように、

修繕やから大丈夫です、法的にはひっかか

りません。それはエスカレーターを更新す

るという大前提のもとで考えるからそうや

ねんけど、本当はこの障害者のためにどう

かということを考えたら違う選択も僕はあ

ったというふうには思ってます。これ先般

の議会報告会でも、ああ、あの方は勇気あ

るなと。エスカレーター賛成派の人ばっか

りおる中で、高齢者の女性が、元気なとき

はエスカレーターでいいと思ってたと。け

ども自分が足を悪くしてからエスカレータ

ーはつらいと。何とかなりませんかと。た

だ、もう予算も通ってるのでならへんと思

いますけどというふうにおっしゃった。自

治会は総意やというふうに言っておられる

けど、僕はこの方の声こそが本来行政が拾

わんとあかんかった声ちゃうかなというふ

うには思ってます。ただ、議会として将来

を見据えなかった判断ができなかったこと、

これについては情けなく感じますし、僕ら

にも責任はある。それが今、豊能町議会の

現状なので仕方ありませんけども、やっぱ

り今後、大きな投資をするときは、やっぱ

り行政としてしっかりとしたバランス感の

ある対応をしていただくことをぜひとも次

の町長にはお願いをしたいというふうに思

ってます。これはもうこれ以上言うても仕

方ありませんので、後悔はしているという

ことだけをお伝えして終わりたいと思いま

す。 

  次に、小中一貫教育についてお聞きした

いと思います。 

  昨日、小中一貫教育等の充実について答

申、これホームページに載っていたので、

大分前には見せていただいてました。ただ、

やっぱりこれ先般申し上げましたけども、

最後の、今後の課題としてというところで、

やっぱり豊能町としての小中一貫教育のビ

ジョンをつくり上げることが早急な課題で

あるが、再配置を早急に進めるということ

ではないというふうに書かれてます。ただ、

やっぱりきのうも申し上げたように、この

答申そのものに何が意味があったのかとい

うふうなことは非常に疑問に思ってます。

というのが、ここに書いてあるんですね。

この小中一貫教育等の充実について答申の

中に、はじめにのところに書いてます。教

育委員会の小中一貫教育に移管する方向性

は、ずっといろいろな課題が書かれていて、

あります。しかし、具体的なビジョンを示

したものではないため、さまざまな視点で

の自由な意見を求めるものであると書かれ

ている。ということは、これ答申なんやけ

ど、結果して皆の意見を聞いたというふう

なことにとどまってしまっているんじゃな

いかなと。やっぱり中身を見ると結果して

このことはこの答申をかけなくても十分に

予測がされた内容ばかりが羅列されてると

いうふうに僕自身は感じたんやけども、そ

のあたりは教育委員会としてどのように受

けとめておられますか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  ２２年度に一度答申をいただきました。

その結果、動いていないということで、２

６年度、教育委員会として再度、教育委員

の皆さんで御検討されて、ある程度の方向

性というのを出されました。ただその間に

は４年という年月がたっておりまして、教

育長からの御指示で再度、その全体の答申
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をもう１個つくるのではなくて、現状の把

握をしなさいというふうなことの意味合い

でさせていただきました。ですから同じよ

うな課題、また新たな具体的な課題等が出

てきたのかなということを思っております

ので、これをもって早急に動きたいなと思

っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、もともと今、２２年度と

おっしゃいましたけども、その西地区の適

正規模及び適正配置についてというものと

本当にどうだったんかというふうなことを

含めて、やっぱりもうちょっとそのやり方

を、今の現状の確認、それも大事でしょう。

けど多分、その２２年度のときの話と大き

くは変わってなかった。結果として中身見

るとそういうことになるけどね。ただ、変

わってるのは子どもの数がどんどん減って

きてるというふうなことが違うという観点

かなというふうには思ってます。ただ、こ

れについては当然これを受けて、今もとり

あえずは答申として受けてるもんやから、

早くそれを成就できるようにしっかりと進

めていただきたいなというふうには思って

ますけども、ただ、この小中一貫教育につ

いてはこういう答申を受け、ビジョンをつ

くることも当然大事やけども、一方でこの

ビジョンができてなくてもできることって

いうのは多分多々あると思うんですが、そ

のあたりについて２８年度の特徴はどうい

うところに置かれてるのかということにつ

いてお聞きしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  子どもが減ったことによる学校での子ど

ものコミュニケーション能力の育成につい

て課題であるとか、また、中学校のクラブ

活動が活性化していないのではないかとか、

いろいろな課題は保護者からの声が出まし

た。でもそれは想定された話で、教育委員

会が２６年出した中にも書かせておりまし

た。今回、今年度特徴としましては、実際

に教員に集まっていただいて、推進委員会

という名前で、小中一貫を推進するための

具体的な取り組みを進めるようにというこ

とで、今、担当課が進めてもらっておりま

す。ですから今年度何かそのことの具体的

なことができること、今、見つけてもらっ

ているところでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ確固たるビジョンをつくる

ということも大事やけども、やっぱり一方

では子どもはどんどん成長していくし変わ

っていくから、その実態に合わせた教育を

しっかりやっていくということも重要やと

思うので、その辺はやっぱりタイムリーに

迅速にやっていかなあかんというふうに思

いますので、余りその考える考えることば

っかりに時間をかけるんじゃなくて、やっ

ぱりその辺を、今できること、何をすべき

かということをしっかりと念頭に置いてや

っていただきたいなというふうに思ってま

す。 

  その中で、この答申にもありましたけど

も、小集団での課題とか再配置での課題

等々は書かれてましたけども、当面その対

応としてどのように対応していくのか。再

配置は特になかなか難しいと思うけども、

その小集団の課題に対して、これはもうず

っと今でもあり続ける課題やと思うので、

それについて当面どのように対応していく

のかということについてお聞きしたいと思
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います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  先ほど申しましたように、できることを

やろうということで、今年度、今もう既に

計画しておりますが、西の３小学校で集ま

って芸術鑑賞会しようと。今まで各校の体

育館でしてたんですけども、ユーベルを集

まって皆でやろうというふうな発想であり

ますとか、小学校同士の連携、それから中

学校同士の連携というのを具体的に教員を

集める場を設定しまして、今、検討を進め

ているところでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  そういうふうなことも含めて、やっぱり

一つ一つ積み重ねていくということと、や

っぱりここの町の特徴であるそういう東西

の距離格差というか、移動せなあかんとい

うところもあるしね。その小小連携という

のは、多分今、向こうの西の３校というこ

とを多分念頭に置いてはると思うんやけど

も、やっぱりその辺、特にその小集団とい

うことでいくと、こっちの東の小学校はず

っと多分そのリスク問題というのは抱えて

いかなあかん。それを小中一貫、仮に建物

も一体化にしたって、きっとその課題は解

決でけへんと思うんですよね。全町的に一

体化せん限りは。その辺は多分、僕自身は

少人数制のメリットもあるというのを十分

認識もしてるし、ああ、こういうとこいい

とこやなっていうふうに思うとこもある。

ただ、やっぱりその人数の少なさをどう改

善していくかというとこについては、多分

今もやっておられると思うけども、やっぱ

りその複数学年での取り組みみたいなこと

をやりながらやっていく。そういうのは事

実僕ら、ボランティアの活動の中でも、実

質子どもが少なくなって、一つの学年で編

成できへんから２学年で編成したり３学年

で編成したりやってます。それをやること

によって、多分下の子らは伸びるし、上の

子らは下の面倒を見なあかんという意識が

出てくるという、多分よさがあると思うん

で、その辺が、まだ今、そんなに一桁台じ

ゃないんで、まだ今二桁台いるからなかな

か難しいとこあるかもわからんけど、やっ

ぱりその辺の複数学級でのいろいろな取り

組みみたいなことはぜひとも進めていただ

きたいなというふうに思ってます。 

  あと、先般申し上げましたけど、やっぱ

りその再配置の関係で、やっぱりこの学校

の統合等々どうしていくかというのは、多

分一方でその小中一貫教育ということと多

分イコールではないけども、多分出てくる

可能性は多々ある。そこは結果してやっぱ

り最終的には政治的な判断で進めないと、

きっと意見を聞いて意見を聞いてというこ

とでは多分前に進まへんのちゃうかなとい

うふうには感じてますけども、そのあたり、

ここ５年後ぐらいを見通したときに、本当

にどういうふうな考え方で今進めようとし

ているのかという考えについて教育長にお

伺いしたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  石塚教育長。 

○教育長（石塚謙二君） 

  難しい質問を投げかけられたと思ってお

ります。ただ、私ども教育委員会、今でい

うともう教育長は教育委員じゃありません

ので教育委員会構成員の１人なんですけれ

ども、教育委員会構成員の５人を中心に事

務局と一緒に平成２６年度、平成２２年度

の答申をもとに検討を続けておりまして、
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そこでは、結論的にはやはり、これは私の

個人の考え方ですが、平成３０年度初頭、

子どもの数が極めて少なくなるということ

など含めて、東西交流でありますとか、そ

れも含めながら、新しい教育の形をつくら

なくちゃいけないんじゃないか、教育環境

をつくらなきゃいけないんじゃないかとい

うことを考えまして、少なくとも事情が違

うんですけども、東西に小中学校、中学校

区を置いて、その中学校とできるだけ近い

形で、隣接するような形で小学校をつくり、

できれば幼児施設もあるといいんですけど

も、そんな思いを込めてあの方向性を書い

たつもりであります。できれば私は幼児の、

赤ん坊を預かっている幼児施設に中学生が

始終行けるとか、そういう、そのまとまっ

たところで兄ちゃん姉ちゃんが見られたり、

ちびが見られると小さい子が見られるとい

うか、そういうような豊かな優しい環境の

教育というのはとても大切なんではないか

と思っていたこともありまして、方向性に

ついてはそんな方向性がやはり３０年代初

頭には、ことし生まれた子どもが、去年生

まれた子どもが５０人でありました。そん

なことも考えると何らかの手を打つ必要が

あるんではないかということで、教育委員

会としてはそれを課題として示した、お示

ししたつもりであります。それについて、

まだ醸成されてない。それが十分皆さんが

そうだそうだというような状態でないとい

うことがありましたもんですから、御指

摘・御批判を受けましたけれども、一旦そ

れをもう一回読んでいただいて、本当にそ

れでいいのかどうか。学校の教員、校長そ

してＰＴＡの方々がどう思うのかというこ

とを、本当に数年後を見通してどう考える

のかということを語り合っていただいたり、

専門家の意見を聞いたり、視察をさせても

らったというような経過であります。です

からあの方向性は保幼小中一貫教育はしっ

かりやれと、東西交流も含めしっかりやれ

と。しかし学校統合等についてはじっくり

考えてという答申だったと思いますので、

それを受けて町当局とも教育委員会相談し

て、総合的な施設設備のビジョンというも

のを近いうちにつくらなければならないの

ではないかというふうに教育長としては思

っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点については今、後ろからもありま

したけど、教育大綱をもちろん早くつくっ

て、新町長のもとで即スタートを切れるよ

うにぜひともお願いをしたいなというふう

に思ってます。 

  一つ、やっぱりこの答申の中にも書かれ

てたけども、これは僕が議員になったとき

から言うてた。もう７年たって、やっぱり

もう言うてたとおりになったけども、やっ

ぱりもうその団体競技ができるクラブ活動

が東地区においてはなくなってしまった。

多分もう吉川中学校のエリアでも、僕が聞

くところによると、もう多分そういうよう

なクラブが出てくるというのはもう明らか。

やっぱりその辺受けたときに、別にクラブ

活動が全てではないけど、やっぱりそうい

うような好きな運動が長く続けられる環境

というのは、やっぱり子どもたちにとって

残してやるべきやとも思うし、僕はそれは

大人の役目やろうなというふうには感じて

ます。やっぱりそれを、確かに今、一方で

は中学校のクラブ活動を土日は休みにせい

とか、先生の負担減らせという話も出てる

けども、やっぱりそこらをうまいことやっ

ぱり大人がフォローし、子どもたちの環境

を整えてあげる。僕はそれも含めて教育環

境の充実とか、いい子どもらの環境やとい
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うふうに思うけども、やっぱりそこの部分

が著しく今、低下していっている。クラブ

なんかでも見てたら、顧問がつかんと子ど

もらが勝手にやってたり、あれ安全上大丈

夫なんかなと思ったりするとこもあるけど、

やっぱりその辺も含めて。確かにそれは学

校の先生が今厳しい状況に置かれているこ

とは十分認識はしてますけど、やっぱり子

どもたちのためにやっぱりしっかり汗をか

いてほしいなというふうに思ってますけど

も、そのあたりはどのようにお考えですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  社会的な状況としまして、学校教育に求

められるものというのはとてもふえてるな

と思います。家庭教育の部分でありますと

か社会性の部分でありますとか。ただ、子

どものためにとってはさまざまなやっぱり

そういう課題を学校の中でできることはや

っていきたいなと思っておりますので、前

向きには取り組んでまいりたいなと思って

おります。そういうことも教育環境かと思

っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  町長、やっぱり教育環境なり子育て教育

の充実というのは、勉強ができると、いい

大学に行くということが僕は全てじゃない

と思ってます。多分そんなことよりも大切

なことって多分たくさんある。けど時代が

そうじゃなくなってきてるのも事実。だか

らこそ豊能町は違うというふうな、やっぱ

り教育のビジョン、姿勢を示してほしいし、

今、町長がいつも言わはる自然が多い町や

ということを、今、子どもたちなり私たち

住民が気づかなあかん。多分みんなそれざ

っくり思ってるけど、ほな自然にどんだけ

親しんでるかって、すごい少ないと思いま

すよ。そういうようなことを学校の教育の

中でも取り組みながら、やっぱりこの豊能

町ならではの教育を充実していただきたい

というふうに思いますので、ぜひとも早々

にスケジュール感を持って早期に対応いた

だくことをお願いをしておきます。 

  次に、７番目の計画の策定と実行につい

てということで、豊能町のまち・ひと・し

ごと創生総合戦略についてお聞きしたいと

思います。 

  今、立派な冊子がつくられて絵はできた。

あとはそれに魂を込め実際動かしていくこ

とが必要やと思うけども、今後のスケジュ

ール感についてまずお聞きしたいと思いま

す。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  総合戦略につきましては、御存じのとお

り平成３１年度、この、今から４年後でご

ざいますけども、そのときにおける目標達

成に向けて取り組んでいるというとこでご

ざいますけども、年度ごとにまち・ひと・

しごとの総合戦略の審議会、これを解散せ

ずに置いておきまして、そこで検証とか改

善、いわゆるＰＤＣＡでございますが、こ

れを行いまして、内容の改定とか新たな重

点施策の取り組み、そういう取りまとめを

行っていくということにしてございます。

特にこの総合戦略のうち重点化するものに

ついては、これはアクションプランとして

既に取りまとめてその工程を定めておりま

して、各プランにおける推進体制を活用し

てメニューのほうを進めていくということ

をしているものでございます。 

  また、国の交付金、もう既にもらうこと
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が確定したものもございますけども、それ

についてはその国の交付金を活用して事業

の構築・推進を行っていくというものでご

ざいます。いずれにしましても、申し上げ

たとおり平成３１年度、これが目標年度で

ございますので、ことしを含めて４年間で

成果を出すということを念頭に、スケジュ

ール感を持って取り組んでまいります。特

にまだアクションプランでも予算化できて

いないもの、これがございますので、この

予算化できていないものについては早急に

国の交付金を獲得した上で補正予算を計上

して着手していきたいというふうに思って

おります。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  部長、これ、当然今、絵はできた。一応

ざっくりとしたスケジュールもできた。そ

れに向けて３１年度に向けて進めていくと。

それはもう当然やと思うんですよね。ただ

一番大事なのは、これのどういうふうに進

捗していくか。先ほど１年ごとにっていう

ふうにおっしゃったけども、いや僕はそう

じゃなくて、やっぱり月次月次の進捗、本

来の計画を立てて、それをいつまでにやる

か。それが今できてるのか。おくれてるの

は何が要因かということをやっぱりしっか

りやっていかないと、以前にもちょっと指

摘したことあったけども、財政健全化推進

プランでもやっぱりそこのチェックがされ

てなかったということがあったけども、そ

のあたりについてはもちろんチェックはさ

れると思うけども、どれぐらいの頻度でさ

れるんですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  審議会におきましても、当然進捗管理を

行っていくわけでございますけども、町内

部におきましても、その頻度どれくらいか

ということはちょっと答えられないんです

けども、常々担当は集まってやっておりま

すし、例えば秘書政策課だけでできる事業

なんてございませんし、農林商工課だけで

できる事業なんていうと、これもございま

せんのです。やっぱり担当する課が合い寄

りまして、私も含めてそういう担当の者が

それぞれおくれている部分、進んでいる部

分、やらなければならないことを整理をし

て、それぞれの所管の中で取り組んでいく

というようなことは常々やっているという

つもりでございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  別に手抜いてるとは言いません。一番怪

しいなって今感じたのは、常々というとこ

ろが一番怪しい。常々というのはことがあ

るごとにということなんですよね。じゃな

くて、ことがなくてもしっかり進んでいる

かどうか。今どこまでいってるかというの

は最低限やっぱり１カ月に一遍はやらんと、

幾ら３１年度が目標達成ができてるかとい

う評価年度にしても、やっぱりそこは年間

の期じゃあかんし。僕、逆に町長の立場や

ったら不安やと思いますよ。僕やったら多

分聞く。毎月１回、これどうなってんのや

と、どこまでいってんねんと、何が問題や

ねんと、これどうしたええんやということ

を聞くけども、もちろん町長、その辺は聞

く予定にしてますよね。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 
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  今は割と報告等が上がってきております

ので、ヤーコンしかり、これからチャレン

ジショップしかり、そういったことも報告、

常々上がってきてます。ですからその報告

をもとに、当然、私が指示することは指示

をしておりますし、そういった形でやって

ます。また部長会議等もございますので、

総合的な話であればその中でも聞けます。

今は決裁等も通じながら、その都度説明を

受けながら進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ今、珍しく部長と町長、言ってるこ

と一緒やったけども、ただ、残念ながらち

ゃうねん。僕が言うてるのはそういう、

常々とか、決裁の都度とか、上がってきた

ら、ではないんですよ。それはもう形にな

ってきそうなやつ、ええやつだけ見てる。

それはさっきも一緒。ええやつだけ見てる

んですよ。進んでないやつのチェックがで

きへんのちゃうかと。そこをしないと、上

がってきてるやつ、職員さんが一生懸命や

ってくれてる、そんなん、それは逆にいう

たら、よっしゃ、よう頑張ってると、それ

でいいねん。そうじゃないところを見とか

へんかったら、結果して何も動いてへんか

ったとか、進捗がやけに遅いとかいうのが

あるんじゃないのと。だから、ことが進ん

でる進んでへんというのも含めて、月１回

ぐらいのはそういうチェックというのはす

べきじゃないのかと。本来それが、僕は、

このまち・ひと・しごとの創生総合戦略の

会議をすべきちゃうかというふうに思って

ますけど、そういう会合はもちろんあるん

ですね。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略につい

て、そういう会議体は審議会しかないのは

ないのでございますけども、御指摘のとお

り定期的な進捗管理、これは当然必要だと

いうふうに思っておりますので、そのよう

に取り組んでまいりたいと思います。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これやっぱりこういう５年間をかけてや

るビジョン、計画に対して、本来そういう

チェックの期間も決めてないというのは今

の現状やと思いますよ。これは５年後を見

据えてやる。だから５年後が大事じゃなく

て、日々が大事やということをやっぱりし

っかり認識してやらなあかんし、そのチェ

ックを怠ったらあかん。じゃないと多分絵

に描いた餅になってしまう可能性もある。

職員の皆さんがそうじゃなくて一生懸命頑

張ってるのも僕もわかってますよ。けどや

っぱりそれが、先ほど予算化できてないも

んもあるという話やから、その辺も含めて

しっかりチェックをしながらやっていって

ほしいし、これは別に内田部長と町長だけ

じゃなくて、各部長の皆さんにはぜひとも

そこはチェックをいただきたいというふう

に思うし、多分そんなこと町長が言わんで

もわしやるわいというふうに南さんなんか

思ってもうてると思うけど、やっぱりその

辺はしっかりと覚悟を持って、やっぱりそ

んだけの費用を投じてやる。町の運命を左

右するというまで言うてはるぐらいなんや

から、そこはしっかりとチェックをぜひと

もしていただきたいと思うし、逆に職員の

皆さんを、ほめるとこはほめ、叱るとこは

叱るというめり張りをつけてやっていただ

きたいなというふうに思いますので、ぜひ
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とも総務部長には継続して頑張っていただ

きたいなというふうにお願いだけ申し上げ

ます。 

  次に、シティプロモーションについてで

すけども、シティプロモーションとはとい

うことで質問を上げてますけども、もうこ

れは割愛します。シティプロモーション、

シティプロモーションいうことで、きょう、

先ほども内田部長がおっしゃってました。

このシティプロモーションの実施、また成

功に必要な要素というのは何だとお考えで

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほどの答弁でも申し上げましたけども、

やっぱり需要と供給、これをマッチングさ

すことが一番、プロモーションには大事だ

ろうなというふうに思っておりますから、

ターゲットを絞ることもも大事でしょうし、

市場調査に基づいたものをするということ

も大事というふうに思っておりますので、

そういういわゆるマーケティングとよく言

いますけども、そのマーケティングに基づ

いたシティプロモーション、これを効果的

に展開してまいりたいと思っておりますの

と、もう一つは、行政だけが頑張ってやっ

ても効果があるというふうに思えませんの

で、地域と連帯をして住民さんと一緒にと

いいますか、商工会も観光協会も全てが同

じイメージを持ってプロモーションをする

と、豊能町はこれやということを行政だけ

がやるんではなくて、みんなでやるという

ことも大事だろうと思っておりまして、そ

っちの面も取り組んでいただきたいという

ふうに思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ごめんなさいね。今ちょっと割愛します

言うたけども、部長、ほなシティプロモー

ションて何かというのを十分認識されてま

すか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今回のシティプロモーションの目的は定

住促進といいますか、豊能町を知っていた

だく、そしてまた来ていただく、いいとこ

ろだと感じていただいて住んでいただく、

これがもうシティプロモーションの最大の

目的でございますし、また一方で観光が目

的で来られる方もおられますから、そうい

う交流人口をふやすということもシティプ

ロモーションの大きな目的。それらを全部

備えたものができないかというふうに思っ

ておりまして、それをことし、予算を認め

ていただいたシティプロモーションプラン

に盛り込んでいきたいと思っております。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ一般的には地域再生やとか観光振興

やとか住民協働、またこういうシティプロ

モーションというのは地域の売り込みやと

か自治体の知名度向上みたいなことが言わ

れる。けど、そう思ってたらあかんよとい

うふうに僕が読んだ本には書いてました。

一番大事なのは、ちらっとおっしゃってい

ただきましたけど、やっぱり地域住民。観

光協会とか商工会ではなくて地域住民の愛

着度の形成が一番のキーファクターと。そ

れがないと、何ぼ行政が旗振ってもついて

きまへんでと。一部だけがやってるだけ。

じゃなくて、地域住民がこの町を愛すると

いうことが一番の必須条件やというふうに
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私が読んだ本には書いてました。やし、僕

自身もそう思ってます。やっぱりこの町を

住民みずからが愛し、そのよさをわかり、

それをみんなに口コミで伝えるということ

がなかったら、多分このシティプロモーシ

ョンプラン策定支援業務いうて、また今、

出してはりますけど、これプロポーザルを

かけてもまたほかとよく似たものが出てく

るんではないかと。そうではなくて、やっ

ぱり住民みずから、職員の皆さんが、当然

町長もはじめですけども、この町のよさ、

また愛着をしっかり持ってこういうプラン

を策定していくことが一番重要ではないか

というふうに私自身も感じていますけども

いかがですか。 

○副議長（高橋充德君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  やはり地域も一緒になってやっていく、

それが一番大事だなと思っております。そ

んな中で今、吉川とかではすごく積極的に

やられたりでありますとか、高山とかでも

高山右近をベースにやっておられる。それ

と今回、我々でも公募とかするに当たって

も、地域の方に出てきていただいて、観光

でありますとかまた地域の起業とかそうい

ったものを公募させていただいて、住民の

皆さんがみずからやっていただけることを

後押しするということも去年からもやって

おりますし、今回もやっております。そう

いったことが、みずから考えていただいて

やりたいことをやっていただくということ

が、それぞれの地域での愛着を生むという

ことにもつながると思っておりますし、や

はり行政だけでは私もだめだと思っており

ますので、住民の方と一緒になってやって

いきたいというふうに思っている次第でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○副議長（高橋充德君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱり今、私、申し上げたように、そ

の地域住民の愛着度の形成ということをや

っぱりしっかりやっていかなあかんし、例

えば高山でやっておられること。やってる

けどもどんだけの人が絡んでやってるか、

吉川でやってるけどもどんだけの人が絡ん

でやってるかいうことが大事なんです。そ

れがやっぱり最終的に豊能町のものになら

ないと、今は一部地域のとこでやってるだ

け。それではあかん。それをうまくＰＲし、

人を呼んでくるのが町の仕事ですよ。実際

そこでやるのは地域住民の人でいいけども、

それをうまく知らせないと。そこにしっか

りと力点を置いてやるべきやというふうに

は感じてます。 

  もう一つ大事なことは、やっぱり営業と

いう要素が必要になってくると思います。

これはやっぱり行政職員の一番下手なのは

そこがないこと。だからうまくいかないで

はないかなと。やっぱりそういう意味では、

僕が読んだ本には、営業の要素をやっぱり

必要とすると。そういう意味ではやっぱり

外から人を呼んでくることも大事。それは

職員の中にですよ。旗を振る人に、外の住

民もしかり、やっぱりそういう外からヘッ

ドハンティングしてくるのもしかり、やっ

ぱりそういう旗振り、営業のセンスのある

職員が必要やと感じてます。私自身ももう

相当前から営業に特化した、町を売ること

に特化した部署を立ち上げるべきちゃうか

というふうなことを申し上げてきましたけ

ども、町長の任期中にはかなわなかったと

いうことで、次の町長にはぜひとも期待を

したいというふうに思ってますけども、私
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も残念ながらあともう残す任期はあと１年

しかありません。その中でしっかりとこれ

からの町のために頑張っていきたいなとい

うふうに思ってますけども、やっぱり一番

頑張らなあかんのは町の職員の皆さんがし

っかりと引っ張っていただくこと、次に議

会がもっとしっかりすること、一丸となっ

てやること、最後にはやっぱり地域の住民

の方々が、みずからのことやというふうに

感じて、行政や議会を批判するんじゃなく

て、みずからの手でやっていくと。それは

我々も住民の一部ですから、そういうふう

にやっていかないと多分この町は変わらな

いんじゃないかなというふうに感じてます。

その辺も含めて、ぜひとも議会もぜひとも

一丸となって、これからいろいろなことに

対処していくということをお願いしまして

私の質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○副議長（高橋充德君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  この際、暫時休憩をいたします。再開は

３時５５分といたします。 

（午後３時４５分 休憩） 

（午後３時５５分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は議事の都合により延長

したいと思います。これに異議ございませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（岩城重義君） 

  異議なしと認めます。本日の会議時間は

延長いたしました。 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

００分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  １０番・竹谷勝でございます。ただいま

御指名をいただきましたので、通告に従っ

て一般質問を進めてまいりますので、的確

な答弁を期待をいたします。 

  平成２８年４月１４日２１時２６分に熊

本県及び大分県で大きな地震が発生しまし

た。亡くなられた方の御冥福を祈りますと

ともに、被災された多くの方々に心からお

見舞いを申し上げます。 

  さて、豊能町においても平成２６年２月

２５日、木代地域において土砂崩落事故が

発生し、住民の皆さんに大変御心配をおか

けいたしました。住民の安全・安心を守る

ことが我々にとって最も大切な使命である

ことを痛感をさせられました。 

  そこでまず１番目に、新光風台４丁目山

側の安全対策について質問をさせていただ

きます。 

  山麓から高代寺方面の山を見上げると、

異様な景観が目に入ってきます。緑豊かな

美しいこの町に出現しました急斜面に土砂

を搬入し造成、既に太陽光パネルが設置を

され、事業が開始をされております。地域

の住民にとって大変な状況になっておりま

す。そこで昨年８月３１日に田中町長が現

場を視察されたと聞いております。視察を

され、現状どのように認識をされています

のかまずお伺いをいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今、御指摘いただいたように、新光風台

の４丁目の山側のソーラーパネル設置され

ている現場につきまして、昨年の８月３１
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日に現場視察させていただきました。この

現場につきましては、宅地造成規制法に基

づく是正計画書が開発者より提出されてお

るんですけれども、まだ現在その計画書に

ついて、一部は改善見られるものの、まだ

まだ完全には履行されていないといった状

態で、そういうことは認識しております。

したがいまして、引き続き是正指導を行っ

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今、町長言われたことはまさにそのとお

り現状だと思うんですけれども、特にあの

下にあります４丁目山側直下にお住まいの

皆さんにとっては、日々不安な思いをされ

て生活をされております。特にこれから大

雨シーズンになりますけども、雨が降れば

一層不安な状況になられて、夜を徹して過

ごされておるというのが現状でございます。

この状態から一日も早く解放し、安全・安

心な生活を送っていただけるような安全対

策が重要になっています。それで、現在に

至るまでのこれまでの行政の対応、また

我々の対応について少し検証させていただ

きたいと思います。 

  まず、平成２５年１月ごろに工事が始ま

りました。これは土砂搬入などの異状性を

感じた住民から通報があり、そして豊能町

と大阪府、池田土木事務所に通報の結果、

即応いただいたのが池田土木事務所でござ

います。そして平成２５年１１月５日、砂

防地行為違反で業者への指導が始まりまし

た。これは池田土木事務所の指導で始まり

ました。そして平成２７年２月２６日、こ

ういった適切な指導がされていないと判断

をし、砂防区域内行為許可技術審査基準を

もとに、具体的項目を上げ、質問状を提出

をされています。これは池田土木事務所、

豊能町田中町長、大阪府等々に提出をされ

ました。平成２７年３月１２日、これまで

指導していたのは、砂防指定地域を前提に

指導をされていましたが、砂防指定区域で

はないことがわかって、いわゆる法的根拠

がなくなり、指導ができないというような

回答がありました。それゆえ池田土木事務

所は対応できなくなりました。しかし平成

２７年５月、調査をした結果、当該地は宅

地造成規制法と市街化調整区域規制区域、

ともに規制がかけられた土地であることが

わかりました。こういう砂防法や宅地造成

規制法の目的は、災害の防止を図るため、

地方自治法や自治法に基づいて都道府県知

事から許可などの権限を移譲された市町村

の責任、いわゆる豊能町長の責任というこ

とになります。そこで、行政は、当初から

宅地造成法の技術審査基準に準拠した、い

わゆる法律に準拠した指導が行われていれ

ば、現在の住民の不安は全て払拭されたの

ではないかと私は考えますが、行政の考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  御指摘の新光風台４丁目のソーラーの発

電施設が建設されているところでございま

すけれども、確かに当初から宅地造成規制

法等による規制の区域であって、その規制

対象であるということが明らかになってお

って、行政として指導をしておれば今の状

態ではなかったというふうには認識してお

ります。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  砂防地、砂防法の場合は池田土木事務所
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が対応していただいてたんですけども、こ

の宅造法というのは、先ほど言いましたよ

うに市町村の責任なので、非常にこの辺が

しっかりと対応していただければ、恐らく

もう少し違った形になっていたんではない

かなと思います。非常に残念に思いますけ

ども、これが見逃されたっていうことはど

こに原因があったんですか。されてなかっ

たということは。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  宅地造成規制法等の事務につきましては、

大阪府の権限移譲に基づきまして、大阪府

の権限から豊能町のほうにおりてきた事務

でございます。その範囲につきましても、

大阪府からおりてくる場合に、豊能町では

宅地造成等規制法についての事務ができな

いということから、広域でやろうというこ

とで、分担処理として今池田市にお願いを

してやっておるところでございまして、な

かなか豊能町では宅地造成等規制法に関し

てプロフェッショナルがいなかったという

ようなことがございましたので、原因の一

つとしましてはそういうところが考えられ

るのではないかと考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  ということは、プロフェッショナルがい

なかったということは、その人材がいなか

ったということやと思うんですけども、そ

れはそれで、そうであるならば対処のしよ

うがあったんではないかなと。それがため

にできないというのは、私は少しこういう

重大な問題で理解できないんですけども、

その辺についてお答え願います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  先ほど答弁したとおりの状況でございま

したので、当初から指導することができず

に、池田土木の砂防法の指導に一緒になっ

て行ってたというのが実情でございました。

そのあと池田土木が砂防指定地ではないと

いうことから、全く指導権者から離れられ

ましたので、豊能町として宅地造成規制法

について、工事が始まっておりましたので、

是正をしていただくということで是正の処

置をしていただくという行政指導をしてお

るところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今、部長のほうから答弁がありましたよ

うに、平成２７年の８月２６日、宅地造成

等規制法に基づく是正計画の提出要請をさ

れています。そして、造成主のエイトライ

ン、工事請負のタスカルですか、ここに要

請をされています。そして７項目の是正指

導をされています。この７項目について、

当初の目標どおりできたのか、実施状況と

今後の対応についてお伺いをいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  是正計画の７項目についての今現在の是

正状況でございますけれども、明確にでき

ましたのは１項目だけでございまして、あ

とについてはまだ現在できていない状況で

ございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  ７項目の１項目ができてると、その他が
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できてないと。できてない理由というのは

どういう理由でできなかったのか、その辺

をもちろん把握されてると思いますけども、

どういうことで是正にしたがってないのか、

その辺お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  業者とは直接会ってちゃんとした指導を

したりとか、現場で指導をしたりとか、電

話による指導をしたりとかということで都

度指導をさせてはいただいておるんでござ

いますけれども、業者のほうはできるだけ

お金をかけたくないというのが本音のよう

でございまして、先に工事を進めてしまい

たいという思いから先に工事を進められて

しまったと。それで現在、発電が始まって

おる中でございますので、なかなか当初の

７項目についてこちらが言うような是正を

進めていただけないというのが現状でござ

います。それではいけないということで、

今度は具体的な例を示して、ここの排水に

ついてはこのパイプをこのように入れなさ

いとか、ここののりについては角度が少し

急なところがあるので、このような植生マ

ットをつけなさいとかというような新たな

指導方法を変えまして指導していきたいと

いうふうにしておるところでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  費用の問題、工法の問題あると思うんで

すけども、やる気がないんじゃないかなと

思うんですけども、造成主のほうからは豊

能町長宛に誓約書も出されてますよね。最

後のほうを読ませていただきますと、別紙

是正計画に基づき速やかに是正工事に着手

し、工域外へ土砂や汚泥を出さないように、

周辺美化と安全対策に努めながら是正措置

を実行しますという、こういう誓約書も出

されているようです。やはりこういった誓

約書に基づいて、やっぱり行政の権限で、

強い指導力で対応していく必要が私はある

と思います。やはり人の命というんですか、

これが一旦崩落すれば、直下におられる住

民の皆さんはあっという間に汚泥で被災を

受けてしまいます。そういった重要な場所

なので、行政の指導力、強力な指導力が必

要だと思うんですけども、その辺について

どういうような認識をされているかお伺い

をいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  やはり強い指導力というのが必要だと思

っております。今までからも業者を呼び出

して、しておりますけれども、今後もやっ

ぱり呼び出して、また現地で直接指導する

ようなことで、きょうしなさい、あすしな

さいというようなやっぱり期限をきっちり

切った指導をして改善に努めていきたいと

考えておりますので、今後も指導のほうは

頑張っていきます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  先ほどの答弁で今後の対応のこともお話

をされてましたけども、やはりまずはこの

７項目の是正を確実にやっていただく必要

があります。 

  繰り返しになりますけども、次に、地域

住民の方は本当に、我々もよく耳にするん

ですけども、雨が降れば崩落の危険性にお

びえてられるというか心配をしながら日々

過ごされております。町として今後どのよ

うにこの指導、是正を進めて安心・安全を
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確保していくのか、事業者を指導していく

のか、再度お答えを願います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  まず今は宅地造成等規制法に適合するよ

うに是正をしていただくということがまず

第一。それが終わりましても太陽光発電施

設は今後何十年も続く話でございますので、

毎年のようにそのどこが傷んだとか傷んで

ないとかという現場を確認をしまわって、

指導はあの施設がある限り続けていきたい

と考えております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  ずっと時系列に見ていくと、本当にこれ

までの町の対応が適切に対応され十分であ

ったのかということはちょっと疑問に思う

ところもあります。住民の安全・安心のた

めにさらに強い指導力、行動力で住民の安

心・安全を確保していただきたいと思いま

す。町長、そのことについて答弁を求めま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに、斜面の非常に見た感じで急斜面

ということもございますし、そのあたりに

ついてはこれまでのちょっと指導のうまく

いってなかったといいますか、最初のボタ

ンがうまくかかってなかったということも

あったかのようにも思いますけども、今後

は、今申しました、今、担当部長からも申

しましたように、具体的にこうしなさい、

ああしなさいということもきちっと示しな

がら、これまではここをこうしなさい、こ

こというか、割と抽象的といいますか、業

者で判断するだろうということで指導はし

てまいったとこでございますけれども、や

はりそれですとなかなか進まないというこ

ともこちらも感じましたので、そこはもう

より具体的に示しながら、これからまた雨

の多い季節にもなりますし、その都度指導

をしてまいりたいと思っておりますので、

その都度指導をしてまいります。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  部長に確認したいんですけども、立米ブ

ロックがちょっとぐいになってるんですけ

どね。２段積みになってそれが土どめみた

いになっている、そういう工法というのは、

私が知る限りではああいう場所ではあり得

ないっていうふうに理解してるんですけど

も、そういう工法についてはまかり通るん

ですか。 

○議長（岩城重義君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  宅地造成規制法等によりますと、立米ブ

ロックの多段積みをすること自体がその法

に違反しているということになります。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  法に違反してるやつを放置しておくとい

うのは、これはもう許せないことですよね。

常識ですよね。これはもう強力に指導して

いただきたいと思います。 

  それと、先ほど部長も言われましたけど

も、これはもう太陽光パネルが稼働してま

す。これから１０年、２０年、３０年続い
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ていく事業です。それが今のような状況で

果たして安全が確保されていくんかなと。

住民の皆さんにそれを許していただけるん

かなと。私はとてもできないと思います。

今やっておかないと、先々なるととんでも

ないことになると思います。そこはやっぱ

りできませんでしたって、お金がないから

できない言うてますって、そういう問題で

はないと思うんですよね。それをやらすの

が私は行政の仕事であり、法律があると思

うんですよね。その辺について答弁をお願

いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  何度も繰り返しになってしまいますけれ

ども、まず是正措置をさせるということを

目標にやっておりますので、強い指導力を

発揮してやっていきたいと考えております。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  長期にわたるので、私はやっぱり何らか

の恒久対策をとっていく必要があると思い

ます。恒久対策。それが何がええかという

のは私は専門家じゃわかりませんけれども、

やっぱりあの斜面にああいう状態で放置さ

れているというのは、私は異常じゃないか

と思います。その下の直下の皆さん、どう

いう思いで日々生活をされているかと。そ

こをしっかり捉えていただいて、最後にな

りますけども何らかの恒久対策を、指導事

項と合わせて恒久対策をしていただくよう

要望したいと思いますが、その辺について

答弁をお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  安全性、これは非常に重要なことだと認

識しておりますので、本当引き続きこの指

導についてはやってまいりますので御理解

くださいませ。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  今の答弁に期待をしておきますのでよろ

しくお願いをいたします。 

  次に、二つ目の交通弱者対策について御

質問をさせていただきます。 

  豊能町も高齢化がどんどん進んできてお

ります。こういった高齢者の外出支援につ

いての考え方をまず、お伺いをしたいと思

います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  私のほうからは、もしも、私のほうは福

祉でございますので、外出支援、高齢者の

外出支援というよりは移動困難者といいま

すか、高齢であれ障害であれ移動が困難な

方の手段については福祉事業の施策の対象

となっております。もしもお尋ねの件が健

常な方であるならば、電車、バス、タクシ

ーなどの公共交通機関及び自家用車、その

ような移動手段になるのではないか、そう

いうふうに考えております。したがいまし

て、福祉の考え方といたしまして、移動手

段が、再度繰り返しますが、移動困難者で

あるならば、私どもの支援が必要である、

そのように考えております。 
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○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  上手に答弁されましたと思いますけど。

今、部長言われたことはそのとおりで間違

いでもないし、事実で、よくやってもらっ

ていると思います。 

  少し違った観点からですけども、「おで

かけくん」とか福祉車両というのは、介護

あるいは障害のある方以外は利用できない

と。私が部長に言いたいのは、そうではな

い高齢者ですわ。今、高齢化がどんどん進

んできていると。そういう方の足を、外出

支援が必要やと思ってます。無理な課題か

もしれませんけども、その辺についてはど

のように考えられてますか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  御指摘のように、高齢者であるなしにか

かわらず、体が不自由であるなしにかかわ

らず、交通手段がなければ外出の意欲がそ

がれる、そのように私どもは考えますけれ

ども、全ての住民の方の移動手段を確保す

る、そのことの必要性は認めますけれども、

今、私の立場といたしましては、先ほど申

し上げた移動困難の方の手段を確保する、

それだけでも大変な事業なのかな、施策な

のかなというふうに考えておりますので、

健常な方につきましては可能な限り電車、

バス、タクシーなどの公共交通機関、そし

て自家用車で移動してほしいというふうに

望んでおります。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  先ほども言いましたように、介護あるい

は障害の方は、「おでかけくん」あるいは

福祉車両、また有償福祉輸送ですか、こう

いう制度もあって、それなりに対応できて

るかなと。私はやっぱりこれから高齢化が

進んで、元気な高齢者、健康長寿をやっぱ

り目指していくべきかなと。そのためには

やはり適度な外出等々も必要やし、買い物

も必要やと。スーパーが近くにあるとか駅

の近いとこにお住まいとかいう方は問題な

いと思いますけども、かなり離れてる方も

結構おられると思います。そういう方たち

も利用できる。それは公共交通機関を利用

すればそれでいいことだと思うんですけど

も、やっぱりそういった施策も必要かなと

思ってます。例えば特区を設けて個人タク

シーをそういうなんに使ってもらうとか、

あるいはＮＰＯを立ち上げてそういう高齢

者の足を確保するようなことをやっていた

だくとか、そういうことを考えていくのも

私は行政の仕事かなと思うんですけども、

今は国の制度があるからこれとこれとはや

ってますよと、そういう時代ではないと思

うんですけども、その辺についてお聞かせ

いただきたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  個人のタクシーとかＮＰＯとか特区をと

いうようなお話もございましたけども、先

ほども答弁、橋本議員のときでした、高齢

者の交通というようなことでお答えをいた

しましたけども、ある一定豊能町では交通

体系は形成はされているというふうに思い

ます。先ほども地域公共交通会議で検討し

ながらその点については検討していきたい

というふうに申し上げましたけども、この

地域公共交通会議は「おでかけくん」の運

行をどうするかというのも議論はいたしま

すし、バス路線をどうするかということも
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議論いたしますけども、そもそもは利害関

係者の会議体ということでございまして、

新たな交通体系をつくるということはそれ

までの利用者の、利用者を奪うといいます

か、バスから何かに移ればバスのお客さん

が減る。タクシーから何かに移ればタクシ

ーのお客さんが減ると。いずれはその路線

が撤退されたりタクシーの営業所がなくな

ったりということの現象が起きないように

利害の調整をしながら、デマンドタクシー

は飲もうとか、「おでかけくん」は飲もう

というようなことを調整しているというと

ころでございますので、先ほどもお答えし

たとおり、今後とも地域公共交通会議でお

諮りをしながらそれらについて充実を目指

していきたいというふうには考えてござい

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  私も相当年がいってきたんですけどね。

これからどんどんどんどん高齢者がふえて

きます。また障害の方もおられます。そう

いった方が気楽に車と外出ができるような

施策を、車を運転できる間はいいんですけ

ども、車を乗れなくなったときの対応。そ

うかといって早く介護になるというのもお

かしな話なんで、できるだけ介護を受けな

いで健康長寿を全うできるという、やっぱ

り姿が非常にいいかなと思いますんで、こ

れからもそういった人の交通手段も考えて

いっていただきたいと思います。 

  ちなみに、先般新聞に載ってたんですけ

ども、これは過疎地が対象みたいですけど

も、京都府の京丹後市なんかはそういった

ことも、元気な高齢者がＮＰＯを立ち上げ

て輸送されてるというふうなこともされて

おります。これは過疎地なんで特例がある

かもわかりませんけども、そういったこと

もやっぱり法律のすき間を見ながら前向き

に考えていくことが私は必要やと思います

んで、ぜひ前向きに考えていっていただき

たいと思います。町長、何かありましたら。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  議員御指摘のとおり、これから高齢者の

方がたくさんふえてくるというのは十分認

識しているとこでございます。また、先ほ

ど事例で申されたその京丹後市、あの事例

についても新聞等でも拝見させていただき

ました。やはりおっしゃるように過疎とい

うことで特別にという話があったのも見て

おります。ただ、これからそういったこと、

今、高齢化によって問題が生じてくるとい

うことも十分認識しておりますので、今後

その法律上できるかどうかという網はある

んですけれども、例えば地域での助け合い

としての生活支援のボランティア団体が生

活支援で行われるような外出支援の取り組

み、そういったことでもし法的に許される

んであれば、またそういった団体の方がい

らっしゃるんであれば、助成金等も今後そ

の地域の課題について、問題解決すること

について、起業等される方については助成

制度等もやっておりますので、そんなこと

も活用しながら、法的に許せば、そんなこ

ともできないかということも今後勉強させ

ていただきたいというふうに思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  それでは次に三つ目なんですけども、就

労支援について。実はこれ、ひきこもりの

方のことについてです。さまざまな理由で
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自宅から出られない、いわゆるひきこもり

と言われる方が新聞等々を見てますと非常

にふえていると言われています。豊能町と

してこういった方々の人数等を把握されて

いるのか、まずお聞きをしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  町ではひきこもりの人数は、申しわけご

ざいませんが把握できておりません。私ど

ものほうが把握できるのは障害者そして及

び生活の困窮者ということになります。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  私はこの問題難しいと思ってます。だか

らあえて問題提起をさせてもらってます。

だから今そういうことを把握されてないと

いうのは、それは私はいいと思うんですけ

どもね。やはり引きこもってる方は本人も

家族にとっても非常に苦しい。不幸なこと

だと思います。やっぱり地域社会にとって

も大きな損失ですし、何とか社会生活に戻

れるような指導を行っていただけることが

必要だと思います。 

  二つ目に、私が通告してるのは、そうい

う方がおられるんでしたら、支援はどのよ

うにされてるんですかということを通告で

出してるんですけども、それについてはお

答えしていただけませんので、私のちょっ

と事例を紹介させていただきます。多分皆

さんもたくさん御存じやと思います。秋田

県の藤里町、世界遺産の白神山地のふもと

の人口3,６００人の町です。そこに社会福

祉協議会がされてるんですけども、菊池ま

ゆみさんっていう女性の局長さんがおられ

まして。あるときヘルパーさん、家庭訪問

されてる方が、非常に引きこもってる若い

人が多いということで、社協に何とか調査

してもらえませんかと。調査をされた結果、

3,６００人の町で、１００人以上こもって

る方、１８歳から５５歳ぐらいまでおられ

た。びっくりされて、何とか家の外へ出し

てあげたいということでいろいろ苦心され

て、最初はカラオケとか卓球とか楽しい事

業を計画してそのポスティングして、ほと

んど集まってこなかったと。それじゃだめ

やいうことでいろいろ。やっぱり働く場が

欲しいんじゃないかなということで、介護

ヘルパーの２級の講習会があるからってい

う案内を出されたら、ほとんどの方が出て

こられたという。今はそういった方たちも

含めてまちおこしに非常に熱心にして、仕

事もされてるというそんな、話せば長いん

ですけど、そういう事例もあります。それ

は全国紹介もされてますわ。やはりひきこ

もりというのは外からは見えないんで、そ

この家の方はすごく悩んでおられると思い

ます。やっぱりそういうところにも行政は

目を向けていって取り組んでいく必要があ

るんじゃないかと。この町はいらっしゃら

ないかもわかりませんけど。だけど私も耳

にします。そういう隠れたとこら辺にもそ

ういうことがあるということをまず私は認

識をしていただきたいなということで、本

日通告に出させていただきましたんで、取

り組んでいただきたいと、考えていただき

たいと。部長何かありましたらお願いしま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  議員の御心配の気持ちは、私どもは福祉

を担当するものとして理解いたします。そ

のお気持ちを受けとめまして、とりあえず
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はそのような社協が取り組んだその事例を

勉強させていただきまして今後の課題とさ

せてください。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  最後に、豊能町の財政状況についてです

けれども、何人かの方もされてましたけど

も、財政健全化プランの進捗状況と今時点

の評価についてお聞きをしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  財政健全化推進プランにつきましては、

平成２６年３月に策定いたしまして、現在

進めております。平成３０年度までの５年

間ということで進めておりますが、当初の

効果額の見込み額は総額で１３億9,５００

万円を見込んでおりましたが、進捗の状況

といたしましては、関係者との調整とか委

託状況の変化、また項目によっては実施年

がおくれたりというようなこともございま

して、現在の見込んでおります効果額は当

初よりも１億4,７００万円低い１２億4,８

００万円の効果額というふうになっている

ところでございます。このように一定の効

果はあるというふうに認められるものの、

３月議会でもお示ししました財政推計にお

きましては、平成２８年度今年度から毎年

基金を取り崩してやりくりをしていくとい

う状況が想定されるということから、この

今やっておりますプランを最後までやり切

るということが必要であるというふうには

思っておりますと同時に、さらに新たなプ

ラン、財政健全化策、これもつくっていく

必要があるというふうな評価をしておりま

す。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  それで、きょうも朝から熱のあるやりと

りがあったんですけども、ダイオキシンが

処理が終わったということで、私は大変喜

んでおるんですけれども、いろいろプロセ

スの点でいろいろと意見があるようでござ

いますけど。このダイオキシンが解決、一

応したとして、今後の町財政への影響とい

うのか、その辺についてお聞きをしたいと

思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  毎年３月にお示ししております財政推計

でございますが、実はあの財政推計にはこ

のダイオキシン類汚染物の処理費用は見込

んでおりませんでした。したがいまして、

毎年のことでございますけども、どれぐら

いこれから費用が要るのかというような心

配をしてきたわけでございますけども、今

後はその心配がなくなったというようなこ

とで、財政計画が立てやすくなったという

ようなことを思っております。また、汚染

物の処理が完了いたしましたので、今後の

町財政への負担も減ると、軽減が図れると

いうふうに考えているところでございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  一時、４億、５億というような試算がさ

れてまして、特別交付税の措置はあります

けども、町として大変な事業だなと私自身

は心配をしながら今日まで来たんですけど、

幸いそういう形に終わりそうなので非常に

よかったなと思っておりますので、少しは
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財政に良い影響を及ぼすということはうれ

しく思っております。 

  次に、それに絡みまして、家庭ごみの有

料化が去年認められなくて、財政健全化プ

ランもそれが織り込めなかったということ

ですけど、これについての今後の取り組み

についてお聞きをしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  ごみの有料化についてでございますけれ

ども、現在は実施年が未定ということにさ

せていただいております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  できれば計画したものについてはしっか

りと取り組んでいくということが大事やと

思いますので、今後もそういう方向で取り

組んでいただきたいと思います。 

  最後に、財政健全化プランもそうですけ

ども、自主財源が年々下がってきている、

これはもう事実。いろいろな要因があると

思うんですけども、歳入の確保には限界が

あると思います。企業誘致等の確保が重要

になってまいります。こういったことにつ

いて、やはりプロジェクトみたいなことを

立ち上げて、やはり中心になって考えてい

く必要があると思うんですけども、その辺

については現在どのように取り組んでおら

れるのか、またこういったことについてど

う思われるのかお聞きしたいと思います。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  歳入の確保に企業誘致をということでご

ざいます。これ非常に大事なことで、全く

同感でございます。またプロジェクトチー

ムをつくるということも一つの手であろう

というふうに思うわけでございますが、こ

れ以前にも申し上げたことがあるかと思い

ますけども、ちょうどインターチェンジ、

新名神も開通するというようなことで一番

チャンスのときが来ているとは思うものの、

残念ながら豊能町には土地がないと、あっ

ても山と田んぼであるというようなことで、

造成からしていかなければならないとか法

の規制を解除しなければならない、そのよ

うな問題がございまして、土地の用意がで

きない中でプロジェクトチームをつくって

まで、今、企業の誘致をという段階にまで

は至っていないというところでございまし

て、まずはそういう法規制でありますとか

土地の問題、この解決が先であろうと認識

をしております。 

○議長（岩城重義君） 

  竹谷勝議員。 

○１０番（竹谷 勝君） 

  徳島県の神山町なんかは6,５００人の町

で、徳島空港から１時間ぐらい、過疎地で

すわね。非常にインターネットの環境がえ

えということで、古民家を活用して若いＩ

Ｔ関係の人なんかが来て結構活性化されて

るみたいですけどね。やはりこの町は私は

うまく取り組んでいけば非常にそういう要

素はあるんじゃないかなと思います。やっ

ぱり確かにこう見た限り、私はいつも言う

んですけども、平たい土地がないなという

のは、少ないなというのはそれは実感して

ます。だけどやっぱりそれもうちの町の一

つの特徴かもわからないので、やっぱりそ

ういったことも、短所を長所に変えるぐら

いの気持ちで取り組んでいっていただきた

いと思います。特にベンチャー企業とかＩ

Ｔ企業とか研究所、何か能勢町には何かロ

ケット関係の研究の何か基地ができるとか
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新聞にものってましたけどもね。やっぱり

そういったことでどんどんどんどんこの辺

の町も取り組んできてますので、ぜひ豊能

町も負けんように取り組んでいただくこと

を要望します。町長、その辺について最後

答弁になりますけどもお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  おっしゃるように新名神、また第３工区

等それぞれいろいろな、周り変わってきて

います。前向きに変わってきておるんです

けれども、そんな中でやはり企業の誘致と

いうことも当然大事だと思っております。

プロジェクトチーム、そういったことも考

えていかなければいけないと思っておりま

すし、一つは今の沿線等で、市街化調整区

域でも開発ができるようにということで地

区計画の制度等も調えたところでございま

すけれども、なかなか名乗りが上がるとこ

ろもないですし、用地も民地ということも

ありますので、そのあたりこれからＰＲと

かもしていかなければいけないのかなとい

うことで、企業誘致ということについては

非常に大事だということは認識しておりま

すので、そのあたりについてまた町内でも

考えながら適切な手を打ってまいりたいと

いうふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  次に、西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た西岡でございます。 

  通告順にいきたいんですけども、今まで、

きょうはラストなんですけども、各議員さ

んがいろいろ質問した中で順序変わります

けども質問させていただきたいと思います。 

  まずこの、ここに通告している中では施

設組合への出資金、責任についてというこ

とでありますけども、午前中からこれまで

にいろいろな質問が出ております。私は今

回、委員会のほうに入ってませんので、違

ったとこからちょっと質問させていただき

たいんですけども。 

  どう考えても中井副町長が３月議会の前

にやめたと、わからないんですね。これに

ついて、どうして中井副町長をやめさせた

のか、町長は家庭の事情ということを言わ

れましたけども、今までのいきさつを聞い

てみますとどうもそうじゃないんじゃない

かな。これは私だけじゃなくてほとんどの

議員さん、住民さんが思っていると思うん

です。それについて真意を聞かせてほしい

と思います。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これはもう再度これまでずっとお話しし

ておりますように、中井副町長につきまし

ては御家庭の事情でおやめになられたとい

うことで、私も非常に残念ですけれども、

御家庭の事情で退職されたということでご

ざいます。それはもうそのとおりでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、誰もそういうふうには思ってない

ですよ。そんなんはっきりいうて、副町長

の立場で、それでこれから新しい１年の財

政を立てると、その町長の右腕、片腕とし

て１年間やろうというそういう人が、そん

な家庭の事情でやめるなんて考えられるわ
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けがない。それだったらはっきりいうて中

井町長はダイオキシン、 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  副町長、ごめんなさい。副町長は１人で

向こうへ行っていろいろやってきた。その

経過報告をここでしてください。 

○議長（岩城重義君） 

  ちょっとわかりにくいと思いますよ。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  町長が任命をして、中井副町長に大牟田

へ行ってこいということで、大牟田でいろ

いろやってきたと。我々はその処理に関し

てもいろいろ疑問があると。ただ、町長は

私の判断でやったんだということですけど

も、これまで中井副町長とどういう経過で

ここに至ったのか説明してほしい。私は町

長が任命して中井副町長をやったんだった

ら、この責任は町長の責任であります、は

っきりいうて。その中井町長を、副町長を

やめさせて、副町長には苦労させて自分は

成績を得るというふうに私はとれるんです

よね。本来なら、責任はわしにあるから好

きなことしてこいと、だからその結果は私

がとるから全部報告してここまでやったと、

おまえはほめたると、これがトップのやっ

ぱり部下に対する愛情ですわ。それがわけ

のわからん急にやめて、私はあのときに副

町長ひょっとしたら町長に出るんちゃうか

なと思ったんですわ。何で今やめんねんと、

家庭の事情なんてとんでもない話です。そ

れが副町長のここへきて、町のために一生

懸命やるんだと、今までも答弁してはった。

家庭の事情ぐらいでやめるわけないと私は

思います。だから、みんな中井副町長の責

任にせんと、ここで明らかにしてほしい。

こういうことです。 

○議長（岩城重義君） 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  中井副町長が御家庭の事情でやめたとい

うのは、私はもうそうとしか聞いておりま

せんし、そのようにしか認識しておりませ

んので、それ以上お答えしようがないです。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それやったら私が納得できないので、ど

ういう経過でこのダイオキシンの処理をや

ってきたか、その経過を報告してほしい。

私はそこが問題だと思っておりますので、

それを明らかにしてほしい。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩いたします。 

（午後４時５３分 休憩） 

（午後４時５４分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  通告に出してますように、支払済で相手

を明かさないのは法的な違反ではって、こ

れは違反ではないっていうことやね。それ

は聞きました。だけどあなたは法的な違反

も道義的な違反もないと、こういうことを

言われたけども、何で公費を、その支払先

も相手先も公表せんと払えるのかと、それ

に道義的な責任がないってどこからそうい

う認識があるんですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずはこの処理すること、また年度内に
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やる、これを最優先にやらせていただいた

という、これがまず大前提でございます。

その中で法的にも、これは我々は適用して

いると思っておりますし、この氏名等の公

表、これにつきましては我々これはこれで

我々としては適切ということで判断して説

明を差し上げたところでございますけれど

も、今回、施設組合議会からも監査の要求

ということで、今、監査の中で請求を、話

をしていただいているところでございます

ので。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ですから今現在、道義的なものについて

は、そう思われるということについては御

理解いただきたいというしかないのでござ

いますけれども、一つは。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  もうこれは道義的な責任、その前にそれ

よりも私は果たさなければいけないことが

あると思っておりますので、それを優先し

てやらせていただいたと。その中で道義的

なことについてはもう御理解いただきたい

というふうに思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時５６分 休憩） 

（午後４時５７分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  道義的についてはいろいろ考え方あろう

かと思いますけれども、私はこれについて

はもう御理解いただきたい。私としてはも

う最優先してやらせていただいたので、道

義的なことについてはもう御理解いただき

たいというふうに思っております。ですか

ら私としましては。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  私としましては道義的にはないと、責任

はないというふうに考えております。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ですから道義的には私は責任はないとい

うふうに今は考えておりまして、そのあた

りについては大義を実現するためにやりま

したことですので御理解いただきたいと。

それについてはまた、今、監査のほうでも

見ていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  動議。休憩動議。 

○議長（岩城重義君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

（午後４時５８分 休憩） 

（午後４時５９分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから我々のほうとしては七十何％の負

担金負うてるわけ。その収支に関してきち

っとせえへんかったら、皆さんに、税金使

うてるのに納得できへんで、させられへん

でしょ、わしら。ほんで、じゃああそこへ

持っていった費用、一廃から産廃になった、

単価どんな契約しました。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 
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  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  単価については、一廃、産廃ということ

で値段は変わるものではないというふうに

理解しておりますので、また、それについ

てはこの期間の中で事業者と話をしてその

中で単価については決めていたといったと

こでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  単価が同じいうのは、私ら解せへんねん

けど、それはそれでよろしいがな。じゃあ

その三井精錬でっか。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  三池精錬でっか。三池精錬に一廃として

持っていったわけです。それではなぜ三池

精錬が断ったのかというたら風評被害やと

言いはった。風評被害なんか。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  関係団体。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  何でその三井精錬が断ったんですか。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  三池精錬、ごめんなさい。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  ですので、関係機関と調整がつかなかっ

たと、処理に当たって、そういった理由で

断られましたということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  関係機関て、三井精錬はもう既にやるい

うて決めたんやから、契約したんやから、

じゃあ契約不履行になるわけ。契約不履行

に対して違約金とりまへんのか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これについては支払い等はしておりませ

んでしたので、ある意味不履行ということ

で、違う意味では取れるかもしれませんけ

れども、私どもとしてはお金も支払ってお

りませんし、それについては、取れるかと

れないかということについてはちょっとわ

かりませんけれども。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩します。 

（午後５時０２分 休憩） 

（午後５時０３分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ、弁護士でもあれして確認してくだ

さい。こんなんおかしいやん。契約して向

こう行って、あかんかったら、契約不履行

でっしゃろ。あほでもわかりますやん。契

約不履行やったら再度契約し直さなあかん。

そんな。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  一般論で。わかるわけ誰でも。ほんなら

弁護士でも雇ってきちっとやりなはれ。向

こうがどない言うてるか知らん。何が原因
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でこないなったんかもわかれへんわけや。

私は最初、もう何もわからんと、中井さん

がやめるからあんたの後、町長に出るんや

思った、私は。さっきも言うたけど。違う、

だんだんいろいろなもん出てくるねん。そ

んなことは、豊能町がやったんやったら議

員に報告せなあかんわけや。今の状況はこ

うですよと。我々一般の人から聞かれたと

きに何も言えませんやん。ほな議員あほと

ちゃうか、何しとったんやと、こうなるわ

けです。だからそれを、何でできまへんね

やって言うてんのや。豊能町が責任を持っ

てやったことは責任を持って報告せなあか

ん。そんなもん常識ですやん、町長。せや

ないと豊能町議会の存在価値ないのよ。わ

かる。わかる。 

  それと、大体あなた、どない思ってるか

知らん、あなたは公的な人材で住民さんの

ためにやらなあかんわけや。今、私は一生

懸命やってるのに議員さん何もわからんと、

これふいにしたらどないすんねんとか言う

てるわけ。わしはこんだけやってるやない

かと言うてる。議員も皆頑張ってんねや。

だから住民さんのために、ただそう思って

今やってるわけや。それをはぐらかして、

いうたら中井さんを盾にして、おれへんか

ら何もわかれへんがな。じゃあ私に言わし

たら今度の委員会で中井さん出てきてもう

て真相を明らかにせなあかんなりますやん。

百条委員会で参考人として来てもらわなあ

かん。そういうことになりますよ。どうで

す。今ここでやったらそれせんでええねん。

どうです。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  質問が理解できないと思うんです。最後

の。ちょっと聞こえにくかったと。 

○１３番（西岡義克君） 

  聞こえへんかった。だから、今までの、

何でその解約したのに違約金とれへんかっ

たんか。中井さんとどんな相談でそういう

ふうにしたのか。全て明らかにしてくださ

い。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  違約金の検討、そういったこともありま

したけれども、ただ、今回はそのまま、も

しやらないからということで違約金を求め

たとしてもダイオキシンの処理というのは

できないわけですよね。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  いや、そういうことなんです。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ちょっと聞いてくださいよ。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  だから。 

○議長（岩城重義君） 

  暫時休憩します。 

（午後５時０６分 休憩） 

（午後５時０８分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  処理ができないということで違約金をと

るという選択肢もあったかとは思います。

ただ、この年度内に、お金をもらってもそ

れは処理することにはすぐにはつながらな

いので、我々としては。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  我々としては、いや、関係ありますよ。
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我々としては処理を、違約金をもらっても

処理はできないわけですよ。それは大きな。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  御静粛に願います。 

  暫時休憩いたします。再開は１７時２５

分とします。 

（午後５時０９分 休憩） 

（午後５時２５分 再開） 

○議長（岩城重義君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  違約金の話ですけれども、我々も弁護士

にも相談しながら、ただ、不可抗力による

場合は取れないという見解もございますけ

れども、引き続き検討についてはしていき

たいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  弁護士に相談しました。余裕あるやん。

急ぐからぱっぱ、ぱっぱ進めたいうて、余

裕ありますやんか。わし、今ずっと聞いて

おって、何かこのままいったら責任は中井

に、成果は町長にいう感じや。それは何で

かいうたら明らかにせえへんからですわ。

みんな中井さんにかぶせるんちゃうかみた

いな感じを私は感じてます。やっぱり、何

で中井さんにやらしたんかいうのは、私も

中井さんやったらでけへんと思うから、私

も中井さん頑張りやという話はしてました。

ほんで直接話ししてるのも知っとったし。

ところがだんだん変わってきた。６億から

４億になり１億になり。だからそれも中井

さんがやったんかなと思っておったけど、

私は町長なんかできへんと思っておったか

ら、中井さん頑張りやというて応援してお

ったんやけども、突然やめるという話にな

ったんで、何でかなと。それにつけても今

回のずっと話聞いていると、それは公金を

そんな形でやったらあかんやろと。ちゃん

とせえへんかったらあんたの責任になる。

責任おまへん。法的にも道義的にも責任お

まへん。そんなこと言うておったら町民そ

んなんついてきまへんで、はっきりいうた

ら。この件は、私、委員会入ってないけど

委員会のほうで徹底的にやってほしいと。

さっき言うたように解明できへんようやっ

たら、私はやっぱり百条委員会で、申しわ

けないけど中井さん、それから高木君、来

てもうて真相を明らかにしてもらわんと、

町民に対して申しわけない。そのことでも

し処理ができないと、もう終わったってい

う話やけど、終わってるんやったら、どな

いなろうと終わってもうてるんやから住民

さん喜びますわ。でも明らかにせな、これ

住民さんついてきまへんわ。そうすると今、

私が質問出してるここの人口ビジョンにつ

いても総合計画ありますわな。第４次豊能

町総合計画、それから第３次の福祉計画、

こんなんも全部、基本いうたら何やと思い

ます。町長がいつも言うてる協働ですわ。

協働が基本になかったらできませんわ。協

働というのはさっきも言いましたやろ。橋

本議員の質問で、まち・ひと・しごとの中

でシティプロモーション、どないして進め

んねんと言うたときに、総務部長が、必要

要素としてはマーケティングやと。需要と

供給を勘案して、住民とともにやっていく、

住民がベースや言いはった。住民と協働せ

なできまへんねや。ところが町長、協働の

意味わかってますか。前からずっと言うて

るの、私、協働いうて。あんたも使うては

る。協働。協働の基本は何やと思います。

答えてください。 
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○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  協働というのは、住民と行政がともに一

つの目的の中でできること、それぞれやっ

てまいるといったことだと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  協力するのはええけど、一つ抜けてるこ

とがある。まず行政がやるいうことや。ま

ず町長がやる。そして足りない部分を住民

さんが補完して協力するのを協働という。

まずやらなあかんわけ。そのためには何が

必要か。情報の共有。情報を一つにせな、

相手のことわからんでしょう。お互いに。

その情報を今回のダイオキシンでもしてな

いんですよ。何でその処理ができんねんと。

今回のこの総合計画にしたって、これここ

に何冊かつくってくれてますわ。まち・ひ

と・しごと創生総合戦略アクションプラン、

三つ出てますわ。それと福祉のほうで第３

次のこれ出てますわ。これを実行しよう思

ったら、成果を上げよう思ったら、住民さ

んの協力なかったらでけんでしょう。書い

てあんねんこの中に。全部書いてある。住

民とともにって。協働して。タウンミーテ

ィングもでけへん。住民さんに対して道義

的な責任も感じてない町長に何ができます。

それを行政の方皆知ってるから、大分いこ

うとどこ行こうとほっとけと、全部責任は

町長にあんねんから、フォローもあれへん。

全部この人の責任やと。あんた裸の王様や

わ、はっきりいうて。誰も助けてくれへん。

一生懸命やった中井さんまでそっぽ向いて

もうたという形になるわけ。これは委員会

で、百条委員会やったらすぐわかることや。

あなたが個人的に家庭の事情でやめたいう

のははっきりわかりました。もしそうやっ

たとしたら、家庭の事情でやめたとしたら、

あの人が悪いことしてやめたということに

なりまんねん。あなたが責任とらんでええ

ねんから。それはもうあれに委員会の中で

やってもらうということで、あとは委員会

のほうでよろしくお願いしたいと思います

けども。 

  次に、今やったこのプランですわ。それ

はええもんつくってくれて、何ぼやったか

な、４００万近うかかってんのかな。こん

なもんほとんどいうて悪いけどコンサルで

すやん。ところがこっち見たらちょっとち

ゃう。なぜか。これは社協が協力してやっ

てんのか、社協がつくってんのか、まずお

聞かせ願いたい。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  これは第３次の豊能町の地域福祉計画は

町、それから第３次の豊能町の地域福祉活

動計画は社協ということで、お互いにタッ

グを組んで作成したというものでございま

す。 

  以上です。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だからその計画は豊能町でやって、実践

のほうは社協にやってもらうということで

協働体制をとるいうことでっか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 



 

 2－92 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  お答えいたします。 

  この部分の上の部分ですが、地域福祉計

画は豊能町、そしてまたその表裏一体とな

る、今度は豊能町の地域福祉活動計画は社

協ということで、一冊のものにまとめるた

めに、同じような表裏一体のものですので、

豊能町と社協が協働して作成したというも

のでございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  福祉計画を進めるのは、プランづくりは

豊能町ちゃいまんの。どっちが主体ですの、

福祉計画を進める。 

○議長（岩城重義君） 

  計画と活動計画やね。 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  地域福祉計画は豊能町が作成するもので

ございます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  正解ですわ。ただ、それを協力して実行

していく部隊が社協と。それで社協がこれ

動いてるから、これ読んだって、なるほど

なと思う。悪いけどこっち、ＫＰＩやった

かな、あれ。目標。物すごい低い。これＫ

ＰＩ達成せえへんかったら予算くれまへん

のか。どうです。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ＫＰＩの設定についてでございますけど

も、それと、国の交付金をもらう、もらわ

ない、これは直接関係ないとは思っており

ますが、後ほど会計検査でございますとか

府の検査、このときにＫＰＩを達成したか

どうかなどは関係してくるかもわかりませ

んし、これから検証していく中で、当然Ｋ

ＰＩについてみずからも検証していくと、

こういうことになります。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それやったらやっぱり、高いところに設

定して、やっぱり住民さんの協力を得て、

やっぱり協働してやっていかなあかんのち

ゃうかなと思うけど、町長がそんな責任も

何も負わないと。そのままやったらタウン

ミーティングもできないと。前に言うたよ

うに、タウンミーティングも一つの、協働

の一つの手段やと。それが全くできないと。

なぜできないのか知りませんけども、情報

の交換もなしに、情報の共有もなしに、相

手もわからずに、何でまちづくりができま

すか。こんなもん言うて悪いけど、高い金、

３００万か４００万使うて、言うて悪いけ

ど絵に描いた餅ですわ。だからやっぱり、

そのトップのあり方、基本的にやっぱり、

協働というのは別に住民さんだけでなくて、

職員さんでもそうでしょう。議員ともそう

でしょう。協働でけへんかったら何もでき

ませんで。さっき竹谷議員が質問したごみ

の有料化の問題でもそうですやん。先に住

民さんと話し合いしなさい、あかんかった

ら我々が後バックしますよ言うたけどせえ

へんかった。我々も信用してない。住民さ

んにも全然責任を負うてない。それでこん

なもん高い金かけてつくったって、何の効

果もない。やって何ぼかとれたらええわい

うような程度ちゃう。職員さんはどんだけ

のあれをしてこの資料をつくったか知りま

せん。だけどこっちと見たら、読みました

か。ここの一番最初の挨拶文、見たらすぐ
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わかる。町長の挨拶文とこの協議会の向井

会長、挨拶全然ちゃう。具体的に物を言う

てる、ここは。やりますいう意欲が出てる。

ここは、ただ福祉がどうのこうのって書い

て。全くやる気が見えない。儀礼的に挨拶

してるだけですわ。そんなことでこのまち

づくりができるわけない。だから、これか

ら、町長、次やんのかどうか知りまへんで。

もしやる気やったら、こんなことではあき

まへん。住民の前に職員さんから信頼を得

な動きまへんで、職員なんて。やっぱり相

手に厳しく、優しく、優しいときは優しい

にせなあかんけど、ほったらかしやったら

できまへんで。 

  どうです。私が前に、町長に権威がない

いうことを言いました。人格的な権威がな

いって言いました。覚えてないでしょう。

町長が町長としてあるべきことをするから、

ああ町長頑張ってるな、ついていこうと、

こうなるんですよ。町長の名刺の肩書なん

て何もえらいことないんですよ。そういう

権威は全く意味ないの。だからみんなが一

緒についていこういうことは、やっぱり初

めて示してみんながついてくる。だからこ

の、これについては、部長、つくったんや

から、ＫＰＩも出してんねやから、どこま

で行くんか知らんけども、町長は別として、

部課長一丸となって住民さんのために頑張

ってほしいと思うので、ちょっとその辺の

意欲だけ聞かせてください。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたびのまち・ひと・しごと創生総合

戦略につきましては、コンサルタントにも

依頼をいたしましたけども、職員があれこ

れ考えてくれまして、ああでもない、こう

でもないと、いろいろな知恵を絞ってつく

り出したものでございます。また、つくっ

たからには、絵に描いた餅ということでは

なくて、当然それを実行するべく、またＫ

ＰＩについても達成するべく、全職員一丸

となって取り組むという決意でございます

ので、よろしくお願いをいたしたいと思い

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  一つ、町長、提案しておきましょうか。

この創生の中にも、人材支援制度いうのあ

りまんねん。中央から人材派遣してくれる

んですわ。こんな立派なもんできて、３０

０万か何ぼかかけてやったの、これをちゃ

んと実行するために、そういう人材派遣し

てくれる制度があるんですわ。御存じ。じ

ゃあその人に来てもて、あんたがあかんの

やったらその人中心に、僕は一丸となって

やったらいい。協働できないんやから。で

しょう。だから今までずっと言うてきたん

や。ほんなら、言うて悪いけど、ええこと

言うてくれる人は、それはいいやろ。悪い

こと言う人は毛嫌いしたらあかん。その人

のために言うてんのやから。そういうこと

がなかったらだめ。だからここにもこの中、

それはあれでっせ。私が前に言うた、大阪

では田尻町、田尻町いうたら地方交付税を

ほとんど取ってないとこですわ。今まで箱

物やってきた町長が、赤字の土壇場まで行

って、今、女性の町長ですわ。全部やめて

教育中心にやって立ち上がって、今、給料

も一番高いと思う、職員。でも頑張ってる。

だから地方交付税とらんでもやっていける

とこですわ、ここ。その町がこれ申し込ん

で中央から来てるんですよ。なお一層頑張

ろうっていうことですわ。そういう基本的

な意識がないと町なんかよくならない。だ

からこういう方法もあるということを言う
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ておきます。採用するかどうかはあなたの

あれやから。だからそういうことで、これ

は部長の力強いあれを聞いたんやから、部

長が要請してもええと思う。やっぱり豊能

町のために、やっぱりこれからの豊能町ど

うするかいうことを考えてほしい。それと

今回のこの福祉計画、この中で、やっぱり

高齢化は避けられないもんですわ。各自治

会が私たちの地区の抱負、プラン、いろい

ろ書いてますわ。これに全部共通してある

のは、さっき出ましたけど交通手段ですわ。

それはこれから高齢化が進んでくる、免許

のとり上げもある、交通手段しかない。西

は電車ある、東はバスしかない。そこで、

財政が厳しいのはわかります。今まで質問

してきたけども、リレー便の件もそうです。

リレー便があって、私また年甲斐もなく乗

ってみました。言うて悪いけどリレー便ほ

とんど乗ってない。乗ってるのはときわ台

から箕面森町に行く人だけです。一番ぎょ

うさん乗ったのは５人。全然乗れへんかっ

たんが５回ありました。２人乗ったんが４

回ありました。そんな状況ですわ。そんな

便に1,５００万円払うてますねん。豊能町

のバスも提供して。ほんで交通会議の中で

会長が言うてますわ。それ走らしたら１人

当たり何ぼかかりますいうて。１人1,００

０円ですいうて平気で言うてますねん。そ

の会長が、いやこれ二、三年続けな人ふえ

ませんわって。ふえません。何でかいうた

ら、ときわ台から箕面森町行く人は千里中

央へ行きたいから乗ってるわけです。将来

的にそれを通そういうことであれを暫定的

に走らしてるわけ。でも、あれ暫定的に走

らさんでも、今の西走ってる、1,０００万

円の補助金出してる便で十分フォローでき

ます。その便が乗る人がふえるだけです。

それやったらその1,５００万、高齢者のた

めに東西バス通したりいよ。東西バスやの

うて老人バス通したりいよ。さっき言うた

ように、やっぱり年いっても出ていかなあ

かんやろうと。元気な老人を保護したりい

よ。元気な福祉をやらなあかん。寝た切り

の人は、言うて悪いけど大分金食いますや

ん。元気な人はセーブできますやん。だか

ら、財政が厳しい中、そういうこともある

と思う。だから部長、そういう考えでこの

福祉計画、この全部書いてるのはやっぱり

交通の便書いてます。どないです。 

○議長（岩城重義君） 

  リレー便の答えはよろしいですか。 

（発言する者あり） 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ４月の地域公共交通会議においての議論

は、もう議員が今、御紹介なったとおりで

ございまして、まだ需要ができていないの

で、しばらく続けるべきであろうというよ

うな結論となったわけでございます。議員

は従前から東西バスの復活というようなこ

とをおっしゃっていただいておりますけど

も、それにつきましても、先般開いた会議

体、地域公共交通会議で議論をしながら協

議をするものというふうに認識をしており

ます。 

○議長（岩城重義君） 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  東地区においては足の確保というのが非

常に重要な問題だと認識しておりまして、

もしも先ほど議員提案のようなことができ

ましたら、私もそれを実現したいと思いま

すので、御協力よろしくお願いいたします。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 
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  これは東西バスということやのうて、福

祉バスとしてやっぱり今後考えなあかんや

ろなと思ってます。やっぱりその高齢化が

激しい中で、特に東なんかは今のデマンド

バスのことも含めて、やっぱり。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  タクシー、ごめんなさい。デマンドタク

シーも含めてやっぱりきちっとやらなあか

んと思う。この今回の報告の中でも書いて

ますけども、この目的、リレー便の目的で

すわ。東能勢乗り継ぎによる東西間移動の

実現と、箕面森町を活用した広域的な幹線

移動、ときわ台駅を起点としたシャトル便、

これはちょっとおくれてますわな。これが

あるまではときわ台の問題が、まだ道路や

いろいろなことありますやん。それまでは

この箕面森町線の活用いうのはこれダブっ

てるわけですわ。はっきりいうたら。こん

なとこへ財政が厳しい中へほうり込むとこ

とないわけです。それやったら福祉バスと

して東西間の移動の実現、これが同じよう

にフォローできるわけです。ただ半分にな

るだけです、便が。半分なってもそのほう

がずっと豊能町効果出ます。福祉的な面で

も。一般の人も乗るし。ほんでその、今言

うてる千里中央に走るバスの、その今の西

線、あれは朝は十分それで行ってるわけで

すよ。間に合うてるわけです。これ８時何

ぼから走るわけですよ、リレー便は。それ

は通勤通学からもう外れてるわけです。そ

うすると今、今回千里中央へ行くのに彩都

通って、バスが通ってますやん。あれ私も

この間乗りました。あれは箕面市にとって

物すごいプラスのバスですわ。はっきりい

うて。彩都の、箕面市の彩都の部分、物す

ごいプラスになってます。じゃあこっちか

ら、今その箕面の便を何でときわ台通すの

をバーターでやれへんかったんかなと。よ

っしゃ、そこ通したらええがな、うちはこ

っちやってよと、そういう交渉もしていか

んと、何でも箕面におんぶにだっこ、はい

はい言うておったらあかんと思う。それは

やっぱり交渉やと思う。それは箕面にして

僕も乗ったけど、ときわ台、買い物に行く

おばちゃんが、箕面森町の人が乗りはった。

どこへ行くんですかいうたら、いや、豊能

町のときわ台のオアシスへ行きまんねんっ

て。ほな、なかなかですなと言うたら、い

やあそこにスーパーできる言うてんのいつ

ですかねいうたら、いやちょっとわからん

ですないう話ししておって、プラスになっ

てるわけです。じゃあ箕面のバスをときわ

台へやってもらうように、うちがやるんじ

ゃなくて、そのかわり向こうは向こう通し

たらええやんかと、そういうやっぱり交渉

もしてもらわんと、だから、誰か言うよう

に、阪急におんぶにだっこやないかと、こ

うなる。だからやっぱり財政が厳しい中、

やっぱり知恵を出して。 

  それともう一つは、 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  だから、きちっと、やっぱりみな一丸と

なってやってほしいと。その辺今後の交通

体制について、そのリレー便にかわって福

祉バスを検討して、交通会議の中で検討し

てほしいと思うんですけどどうですか。 

○議長（岩城重義君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この御質問は、先ほどからの橋本議員と

か竹谷議員の質問に通ずるものがあるとい

うふうに思います。先ほどから申し上げて

おりますとおり、地域公共交通会議で諮っ

た上でやっていくべきものというふうに思

っております。これは営業路線というもの
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がありますので、それとの重複をすると競

合してしまうという面がどうしてもござい

ますから、路線バスとの競合でございます

とかタクシーの利用客を奪う面でございま

すとか、そういうものも全て勘案した上で

福祉の面からのバス、福祉の面からの交通

体系、これは検討してくれるであろうとい

うふうに思っておりまして、今後とも、議

員のおっしゃっているその会議で協議は続

けていくということになろうというふうに

思っております。 

○議長（岩城重義君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それと、私ら知恵もないし能力もないか

ら足で稼いだんやけど、行政マンももう知

恵出してほしいし、知恵もあれもなかった

ら足で稼いで。一回乗ったらわかる、これ。

何ちゅう無駄なバス走らせてんのか、わか

ります。運転手さんが言うたもん。何でこ

んなバス走らせますねん。ほんで会長、今

回の会長、どうも箕面に住んでるみたいや

ね。こっちへ来るのに乗ったという話。で

もあの人は違う形で乗ってるわけや。でも

ここに住んでる人が乗って初めてその利便

性がわかるわけよ。３年たって、これずっ

とやったらお客ふえますがなみたいなこと

を言うてますねん、あの会長。３年もこん

あ無駄な金使うて走らす意味あらへん。３

年間その福祉のほうで、バス通した方がず

っとまし。それはやっぱり誰でもいいから

一回実験で乗してみ。ほならわかりますわ。

足で稼いでほしいと思います。だから今後、

これから豊能町のバス問題もそうやけども、

これからのまちづくりについてもやっぱり

きちっと自分たちが考えて自分たちが経験

してやっていってほしいと思います。 

  やっぱりまちづくりというのは、この本

には書いてある、公民協働って書いてある。

公のあれと多民の民と、公民協働ってこの

福祉のあれに、公民協働、すごいこと書い

てあんな思って。これ最終的にそうなんか

な。だからやっぱり、今までみたいに住民

依存型いうんか、よりも行政の協働型にし

てほしいと。トップはさっき言ったように

人格的な権威を持ってほしいと。職員はや

っぱり郷土愛持ってほしい。それでまちづ

くりに喜びを持って進んでほしいと。議員

も住民のために結集して、やっぱり小異を

捨てて大同につかなあかんと思いますわ。

だから今後、協働ということをきちっと認

識して、まちづくりに向けて議会も行政も

一体となって、住民さんのために頑張って

いかなあかんと思ってますんで、町長もし、

次またやるような意志があるんやったら、

もうちょっと協働について認識を持ってや

ってほしいということを言って終わります。 

○議長（岩城重義君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  次回は６月１６日、午前９時３０分より

会議を開きます。 

  どうもお疲れさんでした。 

 

散会 午後５時５５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 



 

 2－98 

    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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